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　　　プロローグ





　かぐや姫ひめはなにを考えていたのだろうか。

　本来ならばいるはずのない存在が別世界へとやって来て、泣いたり笑ったり怒おこったりしながら、時に楽しく時に悲しく、始めからその世界の住人であるかのように振ふる舞まいながら、なにを想おもったのか。

　いずれは月に帰ることを知っていながら、どんな心境でおじいさんやおばあさんと暮らしていたのだろうか。

　今回の物語の主役である彼かの女じよは、かぐや姫そのものだった。

　しかし僕ぼくは、彼女が経験した一夏の物語を語る術は持たない。

　それはまるで、夢のような物語だった。

　決して鮮せん明めいではない、陽炎かげろうのような夏の日の夢。

　それはとても虚むなしく、誰だれにも望まれなかった夢だったけれど。

　しかし──決して悪夢ではなかった。







　合宿初日の午前中。

　なんというか、夏だった。

　青い海と白い砂すな浜はまが目の前に広がっている。空はこれでもかというほどに快晴で、日光が肌はだに突つき刺ささるようだ。

　これを夏と呼ばずに、なにを夏と呼ぼう。

「いやー、今年のあつはな──」

「籠かご島しま先せん輩ぱい。そこの城じよう壁へきはもうちょっと厚くしといてください」

「……はい」

　小こ粋いきなジョークは真しん剣けんな指示に阻はばまれた。

　とある理由で、僕らコン部の五人以外には誰もいない貸し切り状態のビーチ。

　僕と栗くり栖すちゃんは砂のお城を作っていた。栗栖ちゃんの方がハマってしまったようで、完成間近の西洋風のお城は、無む駄だに本格的な造りになっている。

　なんでこんなことをしているかというと、

「よっしゃ！　これでマッチポイント！　追おい詰つめたわよ織おり野の！」

「くう……。ま、まだまだ勝負はこれからなんだから！」

　桔き梗きよう院いんさんと織野さんがビーチバレーでガチバトルを始めてしまったからである。

　最初は四人（籠島、栗栖チーム対織野、桔梗院チーム）でやっていたんだけど、織野さんが誤って桔梗院さんの頭にサーブをぶつけてから、なにかがおかしくなった。

　変なところで器うつわが小さい桔梗院さんは当たり前のようにやり返し、そしたら変なところで子どもっぽい織野さんがやり返し──のエンドレスで、最終的には「一対一でケリをつける！」という展開となったのだ。

「……よくやるよねー」と、軽くため息。

　普ふ通つうの女子高生とは思えないほどレベルの高い試合をしている二人に背を向け、僕はまたお城作成に戻もどった。

　背後からは、

「フェイントの確率、八十七パーセント」「ボールが分身した!?」「桔梗院さんが……二人いる……」「ジャイロ回転……？」「ボールが消えた!?」「ボールが、ブーメランみたいに戻って来るなんて……」「ひ、一人で、ダブルスをするつもりなの……」「くっ。どこに打っても、ボールが織野の元に引き寄せられる……」

　と、『テニスの王子様』でしか聞いたことがないようなセリフが聞こえてくるが、まさかそんな超ちよう人じんバトルをやっているはずはないよね。

　炎えん天てん下かでハッスルしてる二人をよそに、僕と栗栖ちゃんはちまちまと砂のお城を作る。

「そろそろ完成だね」

「はい。……いや、待ってください。やっぱりここの部分に対飛竜用の結界術式を展開するためのスペースを確保していた方が……それに、外そと堀ぼりを利用して魔ま力りよくを循じゆん環かんさせるシステムも、もっと複雑にしてフェイクを組み込まないと、敵に看破されて……」

「…………」

　変なところで凝こり性しような栗栖ちゃんだった。

　取とり憑つかれたように砂遊びに熱中し始めた栗栖ちゃんの邪じや魔まをするのもなんだったので、僕はそっとその場を離はなれた。

　やれやれ。

　僕も含ふくめてみんな、テンションがちょっとばかりハイになっているようだ。

　まあ無理もない。なんたって今日は合宿初日だ。これからの合宿生活を想像するだけで気分が高こう揚ようしてくる。

　そのはずなのに──

「大だい丈じよう夫ぶですか、神楽かぐら井い先せん輩ぱい？」

　みんなから少し離れた位置に立てたビーチパラソル。その下に敷しいたレジャーシートに体育座すわりしている彼女に、僕は声をかけた。

「……ん？　あ、ああ。大丈夫だ」

「体調が悪いなら、やっぱり宿で休んでた方が……」

「いや。本当に大丈夫だから。心配するな」

　覇は気きのない声でそんなことを言われると、余計に心配になってしまう。

　こういうときに一番はしゃぎそうな神楽井先輩は、朝からこの調子だった。声をかけても全すべて生返事で、ずっと沈しずんだ表情をしている。

　いったい、どうしたのだろう。

　まだ合宿初日で、元気も有り余っているはずなのに。

「少し、考え事をしていただけだ……」

　神楽井先輩は心ここにあらずという様子で言って、ぼんやりと海を眺ながめた。

　向こうでは、桔梗院さんの百八式まであるスパイクが栗栖ちゃんの超ちようハイクオリティな城じよう塞さいを粉ふん砕さいするという、大層面おも白しろいことが起きたというのに、表情に変化はない。

　その横顔は、どこか疲つかれているように見えた。

　いや。

　疲れているというよりは──飽あきている、かもしれない。

　一度見終わった映画を何度も繰くり返かえし見せられているような。

　そんな表情を、神楽井先輩はしていた。










　　　第一章　合宿





　合宿初日の朝。

　僕はなにかに起こされるというわけでもなく、自然と目を覚ました。

「……んー」

　半分寝ねぼけた頭で、もぞもぞと体を起こす。壁かべにかかっているアナログ時計で時間を確かく認にんすると、今は七時を少し過ぎたところだった。

　僕が寝ていたのは、六畳じようほどの和室である。自分の部屋のベッドでないことにやや違い和わ感かんを覚えるが、すぐに思い出す。

　ここは僕の部屋でもなければ、僕の住んでいる町でもない。

　他県にある海水浴場のすぐそばにある民宿『ひまわり』だ。

「あー……。そうか。昨日から合宿だったんだ」

　いや、正確には今日からか。

　昨晩、『ひまわり』に到とう着ちやくしたときにはすでに十時を回っていた。電車をいくつも乗り継ついだことによる移動疲づかれもあり、僕らはみんなすぐに寝てしまったのだ。

　だから我わが部の合宿は今日からが本番である。

　うすらぼんやりとそんなことを考えながら身み支じ度たくを整えていると、

「起きてるかー」

　松の木が描えがかれたふすまが開き、神楽かぐら井い先輩が現れた。

「起きてますよ。おはようございます。ていうか、異性の部屋をノックもせずに開けないでくださいよ」

「はっはっは。小さいことを気にするな。男だろ」

　神楽井先輩は快活に笑った。そのしゃっきりとした笑え顔がおを見るかぎり、朝が弱いタイプではなかったようだ。

　まあ、この人は普ふ段だん、ダイブなんとかと言ってよく眠ねむる人だから、寝ね不ぶ足そくにはなりようがないのか。

「起きてたんなら、こっちにくればいいものを」

「さすがに朝っぱらから女子の部屋に突とつ撃げきする元気はありませんよ。でも、こんなに早くどうしたんですか。確か、集合は八時でしたよね？」

「ウキウキしてつい早く起きてしまってな」

「ああ、そういうときってありますよね」

「朝の四時には起きてたかな」

「早っ！」

「それで、他の奴やつらがなかなか起きないから、一人一人布団ふとんに忍しのび込んで寝ね起おきドッキリをしかけたら、すごく嫌いやな顔をされた」

「そりゃそうですよ」

「しかし！　私はその程度ではへこたれない！」

「精神力高いですね！」

　無駄に！　かなり無駄に！

「今、他の三人は私が描いた顔の落書きを一いつ生しよう懸けん命めい消しているところだ」

「そっちの部屋めっちゃ楽しそうですね！」

　くそう。

　男女混合の部屋にするわけにはいかないとは言え、疎そ外がい感かんが半はん端ぱないぞ。

「これから散歩でもしようかと思ってたんだが、お前も来るか？　ていうか来い」

「…………」

　拒きよ否ひ権けんはなさそうだったので、僕は黙だまって彼女ついて行く。

　神楽井先輩の楽しそうな笑顔を見ていたら、眠ねむ気けもどこかにいってしまった。部長である彼女は、この合宿にかける意気込みが一味違ちがうようである。





　実質なんの活動もしていない我らがコン部の合宿が決定したのは、夏休みが中ちゆう盤ばんに差さし掛かかった頃ころだった。

　期末テストをすっぽかすという大失敗をやらかしてしまったコン部は、夏休みの序じよ盤ばんは補習に追われる日々となった。

　補習最終日の帰り道。僕、織おり野のさん、桔き梗きよう院いんさん、栗くり栖すちゃん、神楽井先輩の五人で仲良く校門まで一いつ緒しよに歩いていたとき、

「ね、ねえ、あんたら、海とか行きたくない？」

　と、いきなり桔梗院さんがそんなことを言ったのだ。

「…………」

　僕らはみんな、目を丸くしてしまった。

　桔梗院さんからそんなお誘さそいがあるとは、全く予測してなかったからだ。

　自分から「あーそーぼー」と言えない子が、勇気を振り絞しぼって自分から友達だちに混ぜてもらいに来たかのような、微び妙みような空気が流れる。

　ドラマとかだと感動するシーンなんだけど、現実でそういうことをされると、ちょっと空気が固まっちゃうんだよなー……。

「……あー。だから嫌だったのよ。絶対こうなると思った！」

　僕らがリアクションに困っていると、桔梗院さんが大声は嘆なげき、ぐしゃぐしゃと頭をかいた。

「う、うん！　海、いいよね！　僕も行きたいと思ってたところだよ！」

「あ、ああ、そうだな。私もちょうどそんな感じのことを言おうかと思ってたところだぞ！」

　僕と神楽井先輩が咄とつ嗟さにフォローするが、桔梗院さんは「違うのよ……」と首を振る。

「昨日、土つち御み門かどの奴からまた連れん絡らくがあってさ」

　桔梗院さんの言う土御門とは、土御門仙せん三ぞうさんである。京都の方で有名らしい土御門家の三男で、少し前に僕を騙だました詐さ欺ぎ師しのことだ。

　話によると、その土御門さんが県外にある民宿『ひまわり』の除じよ霊れいを行ったらしい。幽ゆう霊れいが出るという噂うわさを聞きつけて現場に出向き、三日三晩かけて悪あく霊りようを祓はらったそうだ。

「で、その民宿『ひまわり』が、お礼にタダで泊とめてくれるっていうから、あたしんとこに話が来たってわけ」

　そこで桔梗院さんは僕を見た。

「あんたへの借金の利子代がわりのつもりなんでしょ」

「あ、そういうことか」

　三万円、まだ返ってきてないからなあ。

　返す意思がないわけじゃなさそうなんだけど、土御門さんの性格からして、こっちが相当本気になるまでは返してくれなそうである。

「しかし桔梗院。本当にいいのか？」神楽井先輩が言う。「我々五人をタダで泊めるなんて、けっこうな費用になってしまうんじゃないのか？」

「その辺はまあ、あちらさんにも思おも惑わくがあるのよ。ぶっちゃけ、幽霊が出るとか噂が立ったせいで、民宿の客は激減で、近くの海水浴場で遊ぶ人もほとんどいないんだって。だからあたしらが噂なんて気にもせずに泊まってくれると、むしろありがたいそうよ」

　なるほど。

　悪い噂によって客足が途と絶だえている宿で、そんな噂を毛ほども気に留とめずに楽しんでいる客がいれば、噂の信しん憑ぴよう性せいはかなり薄うすれるだろう。

「お祓いって……霊れいを祓った後の方が大変だったりするのよね……」

　自じ称しよう陰おん陽みよう師じによる、なかなか含がん蓄ちくのある言葉だった。

「ふーむ。そうか。ならば、なにも遠えん慮りよすることもなさそうだな。ＷｉｎＷｉｎの関係というわけか」

　うんうんと頷うなずく神楽井先輩。その隣となりで、「で、でも……」と、お化け嫌ぎらいの栗栖ちゃんが震ふるえた声で尋たずねる。

「だ、大丈夫なんですか……。私、そういうところにお泊とまりするのは、ちょっと怖こわいんですけど……」

「その辺は信用してもいいと思うわよ。あいつ、腕うでは確かだしね。それに、もしなんかあったらあたしがなんとかするだけだから」

　ぶっきらぼうでありながらも優やさしい言葉に、栗栖ちゃんはほっと息を吐ついた。

「そういうことなら……うん。いいんじゃない？」

　織野さんがまとめるように言った。

「みんなでお泊まりとか、楽しそうだし。私は賛成」

「そうだな。その民宿付近の海は言わば貸し切り状態なわけだろう？　ふむ。考え様によってはむしろラッキーだな。誰に気き兼がねすることなく遊べるということか……」

「みんなで海かぁ。なんだか、合宿みたいですね」

　僕が何気なく言うと、

「合宿とな!?」

　神楽井先輩が勢いよく食いついた。

「合宿……おお。なんか、いい響ひびきだな。心が打うち震えるぞ……。ちょうどコン部としてなにかをやりたいなー、って思ってたところだったんだよ。こないだの第一回の活動は大失敗だったし……」

　神楽井先輩がため息混じりに言うと、全員がジト目で僕を見た。

　そりゃ確かに、特になにもしてないのにぐっすりと寝ちゃった僕が悪いけどさ！

　もういいじゃん、補習も終わったんだし。

「よし！　それじゃあ、コン部の第二回の活動を発表する！」

　我らが部長は、満面の笑えみで宣言した。

「今度は水着回だ！」

　…………。

　この、オタクめ。





　かくして、僕ぼくらの合宿が決まった。

　向こうの民宿に連絡してみたところ、いつでも大丈夫とのことだったので（客がいないからだろう）、全員の予定が空いていた八月の半ばに、三泊ぱく四日の合宿を行うこととなった。

　ぶっちゃけただの旅行なんだけど、まあそこは雰ふん囲い気き重視ということで。

　合宿までの間、女子グループは仲良く水着を買いに行ったらしいんだけど、残念ながら僕は誘われなかった。誠まことに遺い憾かんである。

　高校二年生の夏休み。

　大した予定もなかった僕の夏休みに、一つ大きな予定が入ったのだった。





　朝食を終えた僕らは、早さつ速そく海水浴を楽しむことにした。

　男は女子とは違ってさっさと着き替がえが終わるので、ハーフパンツ型の水着に着替えた僕は、民宿『ひまわり』を出てすぐの浜はま辺べに一足先に向かった。

　他のみんなが来るまでに、パラソルなり浮うき輪わなりの海水浴用具の準備をしておくためである。

「……本当に誰だれもいないんだな」

　砂すな浜はまにパラソルを突つき刺さしながら、ぼそりと呟つぶやいた。

　幽霊の噂うんぬんの話は本当だったようで、海水浴場は本当に貸し切り状態だった。周りを見み渡わたしても海水浴客は一人としていない。遠くの方で犬の散歩をしているおじいさんや、走行中の車が見えるくらいだ。

　つまり、今のこの浜辺には僕しかいなかった。

　……寂さびしいな。

　貸し切りやっほーい、とか思ってたけど、貸し切りって意外と寂しいもんだな。

　早く誰か来ないかなー、などと考えながら、イルカのフロートにしゅこしゅこと空気を入れていると、

「お待たせ」

「お待たせしましたー」

　織野さんと栗栖ちゃんがやって来た。

「やっぱり海っていいよねー。天気もいいし、ほんと、海日和びよりって感じ」

　織野さんは、水着の上に白いＴシャツを着ていた。

「あ、このイルカさんの浮き輪、膨ふくらますとこんなにおっきくなったんですね！　かわいいです！」

　栗栖ちゃんは、水着の上に白いＴシャツを着ていた。

　って、二人ともＴシャツなのかよ。

「……おーまーえーらー」

　Ｔシャツ二人組の背後から低い声が聞こえ、ゆらりと人ひと影かげが見えた。大人っぽいビキニ姿の人影である。

「なんで水着の上にＴシャツを着てるんだよ！　ルール違い反はんだルール違反！」

　神楽井先輩は後ろから織野さんと栗栖ちゃんのＴシャツのすそを掴つかむ。二人はびくりと身を揺ゆらし、「いや、その」などと弁明をしようとするが、意味はなかった。

「えーい！　脱ぬげ脱げーい！　その麗うるわしき肉体を太陽の下に晒さらせーい！」

「きゃああ！」

　まずは栗栖ちゃんが犠ぎ牲せいとなった。白いベールはすっぽーんと脱がされ、水着姿が露あらわとなる。フリルのついたビキニで、大変かわいらしい水着だった。

「あ、あうぅ……」

　肌はだの露ろ出しゆつが一気に増えた栗栖ちゃんは、恥はずかしそうに俯うつむいた。そして、視線を僕と、砂浜の間で行ったり来たりさせる。

「か、籠かご島しま先せん輩ぱい……、その、ど、どうでしょうか……。こないだ、新しく買った水着なんですけど」

「うん。よく似合ってるよ」

　僕は素す直なおに褒ほめた。

「ほんとですかっ」

「うん。すごいかわいい」

「か、かわいい……」

　指をもじもじとからませながら、また俯いてしまう。照れたのだろう。栗栖ちゃんのこういうところは、本当にかわいいと思う。

「ほら織野！　栗栖はもう脱いだんだから、お前も脱げ！」

「わ、わかりましたから！　自分で脱ぎますから、離してください！」

「ははは！　よいではないかよいではないか！」

「いーやー！」

　神楽井先輩と織野さんはまだ揉もめていた。栗栖ちゃんのＴシャツはあっさりと脱がすことができたようだが、織野さん相手には苦戦しているようである。

　その理由は……うん、まあ、体型的な問題だろう。

　栗栖ちゃん、つるっとしてるからなあ。

　イナズマイレブン風に言うならば、『ザ・ウォール』である。

















「いい加減脱げってば織野。ふふ。こないだ買った際きわどい奴を籠島に見せてやれよ！」

「そ、そんな際どくはありません！」

「なあ籠島。お前だって織野のビキニが見たいだろ？」

「え、いや……」

　いきなり話を振ふられたので、テンパッてしまう。

「その、まあ……見たくないと言ったら嘘うそになりますけど……でも、水着にＴシャツってのも、悪くないかなあって。Ｔシャツの裾すそから、水着の下の部分がチラチラ見えるのが、全部丸見えになってるよりも、なんかエロいと思うし。それに、中はどうなってんだろう、って妄もう想そうできる方が楽しいっていうか──はっ！」

　気がつけばみんなが白い目で僕を見ていた。

　しまった。焦あせってつい本音が！

「ち、違うんだよ！　今のは……たとえるなら、そう！　ミロのヴィーナス像が、両りよう腕うでが存在しないことによって、人々の想像をかきたてる素す晴ばらしき芸術となっているように、水着オンＴシャツというのは、逆にいいかもしれないという……」

「……芸術を貶おとしめないでくださいよ」

　後こう輩はいの彼かの女じよが、先せん輩ぱいへの敬意を完全に消失させていた。

　若じやつ干かん見下すような冷たい目になっている。

「く、栗栖ちゃん……。そんな、まるで僕が神楽井先輩を見るような目で、僕を見ないでよ……」

「お前今、さらっとひどいこと言ったぞ！」

　誰かがなにかを叫さけんでいたが、スルーする。それどころじゃないのだ。

　ミロのヴィーナスの例はわかりづらかったようだから、もっとわかりやすい例にしなければ！

「つまり、全ぜん裸らよりも全裸にソックスの方がエロいみたいなことだよ！」

「…………」

　僕の主張が終わると、織野さんは無言で素す早ばやくＴシャツを脱いで、ビキニ姿になった。貞てい操そうの危機を感じ取ったのかもしれない。どうしてだろう、女子が脱いだのにあんまり嬉うれしくなかった。

　うーん、

　なんかいろいろと失言だったな、と反省。

　僕って、テンパると弱いんだよなあ。

　ていうかまあ、それはコン部全員に言える気もするけど。

　ここは、テンパると駄だ目めな人間の集まりなのである。

　悲しいことに、女子三人は僕から逃にげるように海へとダッシュしてしまった。取り残された僕は、再びシュコシュコと空気を入れる。

「まったく。どいつもこいつもガキなんだから。海ぐらいではしゃいじゃってさ」

　するとすぐに、呆あきれた声が聞こえた。桔梗院さんもやって来たようである。

「別に海なんてそんな珍めずらしいもんでもないでしょ。地球上は七割が海なんだしー」

　天あまの邪鬼じやくな彼女らしい、ひねくれたセリフだった。

　すましているというか、すかしているというか。妙みように大人びている桔梗院さんは、海程度でははしゃいだりしないらしい。

「まあまあ、桔梗院さん。そうは言っても海は──」

　首を回し、桔梗院さんの水着を視界に入れて、言葉を失った。

　彼女の水着は──派手なヒョウ柄がらだった。

　そしてデカいサングラスをかけている。トンボの目みたいなアレだ。

　うわ。うわー……。

「……桔梗院さん」

「なに？」

「もしかして、海に来たのって初めて？」

「初めてだけど、それがなに？」

「いや……」

　どうしよ。この子、超ちよう気き合あい入ってるんだけど。

　初めての海で舞まい上あがって、それでなにか勘かん違ちがいしてるっぽいぞ。

　とんだ勘違いガールだ。

「そういえば……桔梗院さんって関西出身だったね」

「うん？　京都だけど」

　そっかー。やっぱり関西人はヒョウ柄なんだなー（偏へん見けん）。

　きっと桔梗院さんも将来、ヒョウ柄で町を歩くおばちゃんになるんだろうなー。

「う、うん。その、似合ってると思うよ。サングラスとかも、いい感じ……」

　とりあえず褒める僕。

　まあ、あまり僕の好みじゃないというところに目を瞑つむれば、似合ってないというわけじゃない。色素の薄い髪かみと相まって、さながらハリウッド女優である。

「はあ？　え？　似合うとか似合わないとか、よくわかんないんだけど。別にサングラスとか、眩まぶしいからかけてるだけだし。別にオシャレとかじゃないから。それに水着も、適当に選んだだけだから」

　そう言いながら、桔梗院さんはそわそわしていた。ちらちらと、僕がふくらましているイルカや、向こうで遊んでいる三人に視線を流す。

「つーかさあ、だいたい、海って水でしょ？　しょっぱい水。水みず風ぶ呂ろとなにが違うのかしらね。あーあ、ほんとは海なんか来たくなかったのよねー。まあ、土御門から頼たのまれちゃったから、仕方なく来てやったんだけどさー」

「…………」

　ツンデレだ。

　この子、夏の海に対してツンデレになっとる。

　桔梗院さんは、自分で持ってきたビーチチェアーをパラソルのそばに設置して寝ねそべった。『太陽が眩しいわ』とばかりの表情と体勢になる。

　セレブっぽいことがしたいらしい。





　午前中は、海で遊ぶだけで終わってしまった。

　一いつ旦たん民宿に戻もどって昼食を食べた後、僕らはスイカ割りを始めた。

「籠島くん、右右、もっと右ー」

「いや、左だぞ、左」

「ううん、上よ、上。頭の上を思いっきり叩たたきなさい」

　目め隠かくしされた視界の中、様々な声が飛んでくる。すぐ近くから聞こえる、織野さんと神楽井先輩の声。「あたしはそんな子どもっぽいことには参加しないわよ」と言っていたくせに、遠くからヤジを飛ばしてくる桔梗院さんの声。

　さて、誰の指示を信用したものか。

　桔梗院さんは論外。神楽井先輩は僕を適当にからかっている恐おそれもあるし、となるとやはり、キャラ的に織野さんだろうか。

　そう結論づけて、織野さんの指示通りに動く。

　と。



『あ、栗栖。遅おそかったわね。トイレ、近くになかったの？』

『いえ……お手洗いはすぐに見つかったんですけど』



　お花はな摘つみから帰ってきた栗栖ちゃんが、桔梗院さんと話す声が聞こえた。



『その、探し物ものをしてたせいで、遅くなっちゃって……』

『探し物？』

『はい……。でも、見つからなくて……。どうしよう、もしかして、誰かに盗ぬすまれたんじゃ……』

『落ち着きなさいって。いったいなに探してんの？』

『杖つえです』

『杖。杖ね』

『今日の朝、収納用の宝玉から取り出だして、メンテナンスをしたんです。その後、天日干しにしておいたんだけど……』

『天日干し？』

『天日干しっていうか、日光浴っていうか。私の杖──『カリマの杖』は、定期的に太陽の光をチャージする必要があるので』

『ふーん。呪じゆ術じゆつでも、似たような呪具はあるわね。こっちは月の光を使う物の方が多いけど。にしても、杖、ね……。タロットカードじゃ、杖は火を象しよう徴ちようする道具だったわよ』

『さすが、詳くわしいですね』

『一応、西洋の方もある程度は学んでるからね』



　魔ま術じゆつと呪術が交差しているような会話が聞こえてくるが、僕はそれを無視して、織野さんの指示に集中する。

　スイカまで、もう少し。



『で、その杖がないってこと？』

『……はい』

『それ、どういう形してるの？』

『えーと、木製で、私の身長ぐらいの長さで……先っぽの方がこう、ぐねっとなってて、ぐりんとして。パッと見じゃただの木の棒なんですけど、先せん端たんに緋ひ色いろの水すい晶しようがはめ込んであります』

『あんたの身長ぐらいで、パッと見木の棒で、水晶が……』



　もう少し。もう少しだ。

　どうやら神楽井先輩もからかうのを止めて正しい指示──つまり織野さんと同じ内容の指示をくれるので、僕はスムーズに動くことができた。

　手の中の棒──さっき民宿の外で見つけたいい感じの棒を握にぎり締しめる。



『く、栗栖……それって──あれじゃない？』

『へ？　あれ……』



「「そこだぁ！」」

　織野さんと神楽井先輩の声が揃そろった。

　僕は乾けん坤こん一いつ擲てきの思いで、スイカに向けて木の棒を振り下おろす！

「うおおおおおおっ！」



『私の杖ええええええ──っ！』



　渾こん身しんの一いち撃げきは見事にスイカにヒットした。手に伝わる感かん触しよくは、砂浜に当たったときのそれではない。手の感触でわかる。

　やった、と思った。ヒットの瞬しゆん間かん、木の棒に得体のしれない力が集中しているような気がしたが、きっと気のせいだろう。

　次の瞬間──



　なにかが爆ばく発はつした。



「う、うわああ！」

　びちゃびちゃ、と液体が体に飛んできて、思わず尻しり餅もちをついてしまう。

　慌あわてて目隠しを外すと──なんとスイカが爆ばく砕さいしていた。

　緑色の皮はあちこちに散らばり、赤い中身は放射状に砂浜に広がった。

　え、ええええ？

　なにが起こったんだ。

　ス、スイカがぁ……汚きたない花火になっちゃったよぉ……。

「……ぼ、僕は支配者クエスト級クラスの爆ばく弾だん使いだったのか……？」

　混乱のあまりおかしなことを口走ってしまう僕の元に、桔梗院さんが歩いてきた。

　スイカまみれになってしまった僕を見下ろしながら、棒読みの口調で言う。

「うわー、災難だったわねー。あのスイカ、爆発するスイカだったみたいだわー」

「ば、爆発するスイカ……？　そんな、兵器みたいな果物があるの？」

「あるでしょ。きっとお隣となりの国の奴やつだったのよ」

「う、うん……」

　そういえばそんなことをニュースでやってたような。膨ぼう張ちよう促そく進しん剤ざいがどうたらこうたらって……。

　どうやら僕らがスイカ割りに使っていたスイカは、爆発するスイカだったらしい。

　なんて不運なことだろう。

「あー、栗栖、大だい丈じよう夫ぶ？」

　桔梗院さんは僕の相手を終えると、栗栖ちゃんに声をかけていた。

　スイカ割りで使った木の棒を抱だきかかえながら、どんよりと落ち込む栗栖ちゃんに。

「うぅ……。わ、私の杖がぁ……。スイカ臭くさくなっちゃったぁ……」

　まあ、そういう感じで。

　スイカ割りは大失敗に終わった。





　夕食は、みんなで鍋なべを囲んだ。

　民宿一階にある食堂の座ざ敷しき席、四角いテーブルの中心に設置されたカセットコンロの上で、鍋がぐつぐつと煮にえている。

　現在『ひまわり』の宿しゆく泊はく客きやくは僕らだけで、だから団体様の宴えん会かいにも対応できるくらいに広い食堂をたった五人で使うことは、少しばかり寂しい感じもしたが、それは気にしないことにしよう。

　鍋が始まると、織野さんの鍋なべ奉ぶ行ぎようスイッチが入ったようで、

「神楽井先輩、お肉ばっかり食べてないで野菜も食べてください」

「むう……」

「栗栖ちゃん、しいたけも食べようね。おいしいから」

「う……。だ、だって、これ、ぐにゅってしてて、むにゃってしてて」

「桔梗院さん、生肉を直じか箸ばしで掴まないの。またお腹なか痛くなっちゃうわよ」

「く……。痛いとこ衝くわね」

　と、全員の鍋を仕切ってくれたおかげで、美お味いしく食すことができた。

　鍋奉行、というと少しマイナスのイメージがあるのかもしれないが、実際、鍋や焼肉、お好み焼き、などのみんなで食べる系の料理は、ちゃんと仕切ってくれる人がいた方が楽なのだ。

「ところで桔梗院」

　その細い体のどこにそんな大量の肉が……という勢いで食べていた神楽井先輩が、ふと声を上げた。

「さっきからずっと気になっていたんだが……」

「なによ」

「お前、いつまでサングラスしてるんだ？」

　おお。とうとう突っ込んでくれた。

　実はさっきからずっと気になってたんだよね。「どうせ誰かが突っ込むだろう」って思って放置してたら誰も突っ込まなくて、完全にタイミングを逃のがしてしまっていたのだ。

　もう流す方向で行くのかと思ってたんだけど、さすがは空気が読めないことに定評のある神楽井先輩。どんなタイミングでも突っ込みを放ほうり込めるぜ。

「べ、別に、いいでしょ！　そんなのあたしの勝手じゃない！」

「ふぅん」

　焦る桔梗院さんに、神楽井先輩はにんまりと意地の悪い笑えみを浮うかべると、

「あーっ！」

　と、明後日の方向を指さして叫んだ。

　一いつ瞬しゆん、全員の注意がそちらに向いた瞬間──神楽井先輩は動いた。

　隙すきだらけの桔梗院さんの後ろに回りこみ、脇わきに腕うでを入れて羽は交がい締じめにする。

「ちょっ！　なにすんのよ神楽井！　離はなせ！　離しなさいってっ！」

　桔梗院さんはじたばたと暴れるが、魔まの手から逃れることはできない。

『籠島、今だ！』

　神楽井先輩が目で訴うつたえてくる。

『ガッテン！』

　僕ぼくも即そく座ざにアイコンタクトで返し、動き出す。

　悲しいかな、コン部の部長副部長の始めての連れん携けいは、こんな悪ノリだった。

　後で桔梗院さんから怒おこられそうな気もするが、ここはノリ重視で行こう。酒の席（飲んでないけど）では大たい抵ていのことは許されるはずだ。

　僕は、桔梗院さんのサングラスをさっと、奪うばい取とった。

「…………」

　数秒、沈ちん黙もくが場を支配する。

「……ぷ、ぷふ」

　さらに数秒経たつと、「止めもしないけど参加もしませんよー」というギャラリーポジションについていた織野さんと栗栖ちゃんの方から、失しつ笑しようが漏もれた。

「あはははっ！　やっぱりか！　逆パンダになってる！」

　羽交い締めを止めて桔梗院さんの正面に回った神楽井先輩が遠えん慮りよなく大声で笑った。

「ぐ……う」

　桔梗院さんは歯を食いしばりながら、逆パンダとなっている目元を押おさえる。元が美白なだけあって、目元の白さが目立つ目立つ。

「ははははっ。お前、かっこつけてサングラスなんてかけるからそうなるんだよ。あははははっ」

「だ、だって……こんな、焼けるなんて、思わなかったし……」

　海が初体験だった彼女は、自分が日焼けしやすい体質だったということを知らなかったらしい。本日、身を以もつて紫し外がい線せんの恐ろしさを学んだことだろう。

「か、籠島くん」織野さんが僕の服を引っ張った。「あんなに笑ったらかわいそうよ。神楽井先輩のこと、止めよ」

「織野さん……。んー、でもさ、僕は思うんだけど、こういうのっていっそ笑い飛ばして上げた方がいいんじゃないかな」

「え……？　そ、そうなの？」

















「うん。こっちが気を使ったりしたら、桔梗院さんも逆に気にしちゃうと思うし。笑って済ませてあげるのが一番だよ、きっと」

「……確かに、そんな気も……」

「でしょ？　だから思いっきり笑って、いい思い出にしてあげようよ」

「そっか……うん、そうだね」

　僕と織野さんは、二人で一いつ緒しよに桔梗院さんを指差し、

「「あははははははははははははっ！　ダッサ！」」

　大だい爆ばく笑しようした。

　いや、だって面おも白しろいんだもん。

　笑わないとか無理無理。

　しかもサングラスがトンボみたいな形状だったから、かなりの範はん囲いが白いままになってるし。ちょー面白いや。

「…………」

　逆パンダさんは顔を真っ赤にしながら、無言で、ぷるぷると震ふるえていた。

　あ、まずいな。

　これ、そろそろキレるぞ。

　常つね日ひ頃ごろ桔梗院さんをキレさせている僕だからわかる。これは早いとこ僕だけでも安全なエリアに逃げたほうがいいかな、と考えていると、

「あ、あんたなんかっ！」

　逆パンダさんは、大笑いしている神楽井先輩を指差して叫ぶ。顔は真っ赤だったが、その瞳ひとみには邪じや悪あくな炎ほのおが燃えていた。



「あんたなんか、コンドーム、箱で持って来たくせに！」



「ぶふっ！　げ、げほ、げほっ。ちょ、ま、お、おま……」

　思わぬ反はん撃げきに、神楽井先輩は盛大にむせた。

「しかも、それを、女子全員に配ろうとするし！」

「ぐ、ぐふ……」

「なーにが、『女は、自分の身は自分で守らなければならないんだ』よ！　マジで引くから！　先せん輩ぱいぶろうとして盛大に滑すべってんのよ、この変態！」

「だ、だって、お前……夏の海は、危険が一杯ぱいなんだぞ。一夏の恋こいで、間ま違ちがいがあったら大変なんだぞ……」

「ないわよ！　あんたは知識が変な方に偏かたよってんの！」

「私がやってるゲームじゃ、海に行ったらほとんどの場合、こ、行こう為いにいたるぞ！　しかも、外で！　岩場の陰かげで！」

「そりゃやってるゲームが悪いのよ！」

「ぐ……。と、とにかく桔梗院。お前、その話はもう昨日終わったはずだろ……。私、言ったよな、『籠島には絶対バラすなよ』って」

「ふん！　知らないわよ、そんなの」

　攻こう守しゆが面白いように逆転した。

　勝かち誇ほこる桔梗院さんと、悔くやしがる神楽井先輩。

　どうやら僕の知らないところでは──つまるところ女子部屋では、昨晩いろいろと論争があったようである。

　いやー、なんというか、うん。

　女子も女子で、大変なんだなー。

「……ふん。桔梗院だって、なんだかんだ言いつつ、受け取ったくせに！」

「なっ！　ちがっ！　それは……突つっ返かえすのもなんだったから」

「……と、ゆーか！」

　桔梗院さんに一ひと太た刀ち浴びせた後、神楽井先輩はゆらりと首をまわして、織野さんと栗栖ちゃんの方を向く。

「結局お前ら全員受け取っただろうが！」

　思わぬ飛び火に、織野さんと栗栖ちゃんの二人がむせた。

　……しかし、本当にあっちの部屋は楽しいことやってたんだな。

　僕なんかすぐ寝たっていうのに。

「か、か、神楽井先輩に桔梗院先輩。お二人の戦いに巻き込まないでくださいよ……」

「くーりーすー」

　逆パンダ桔梗院さんが、真っ白な目元を歪ゆがめて意地悪な笑みを浮かべた。

「そういやあんた、昨日の夜、トイレで変な体操してたわよね。あたし、偶ぐう然ぜん、見ちゃったのよねー。あれ、絶対胸を大きくする体操でしょ！」

「な、な、なんでバラすんですかぁ！」

　身体的コンプレックスを解消するための努力を露ろ見けんされ、怒ど鳴なる栗栖ちゃん。

「う、うう……、ひどいです、桔梗院先輩」

「ふんっ。合宿に来てまでそんなことやってるから悪いのよ」

「だって、一日休むと取り戻すのに三日かかるって、本に書いてあったんですぅ……」

「いや、それはその本が間違ってる」

「で、でも！　私、桔梗院先輩にだけは言われたくないです！」

　栗栖ちゃん、まさかの反撃。

　予想外のことに、桔梗院さんは小さくのけぞった。

「織野先輩や神楽井先せん輩ぱいならともかく、桔梗院先輩はどっちかって言えば小さい方じゃないですか！　私と一緒です！　仲間です！」

「はあ！　あんたと一緒にするな！　あたしとあんたじゃ全然違ちがうでしょ！」

「四捨五入すれば一緒です」

「四捨五入するんじゃないわよ！」

「桔梗院先輩みたいな中ちゆう途と半はん端ぱな胸になるくらいなら、私は小さいままでいいです！」

「ちゅ、中途半端っ!?」

「今度からミス・中肉中背とお呼びします」

「ぐはっ！　なんて屈くつ辱じよく的てきな響ひびき！」

「……ん？　あれ……そもそも、私の体操を見ただけで胸を大きくするための体操ってわかったってことは、桔梗院先輩も似たようなことをやって……」

「あーあーっ！　黙だまりなさい！　黙って黙って！」

　後こう輩はいに喧けん嘩かを売って、返り討うちにあっている情けない桔梗院さんだった。

「籠島くん……」

　と、織野さんが小さい声で僕を呼び、そっと耳打ちをする。

「い、今のうちに逃にげるから、ちょっと通して……。このままだと」

「逃がさんぞ、織野ぉお」

　危機を感じ取って逃げようとする織野さんの足首を、がしっと掴つかむ黒い影。

「お前だけ無傷だなんて許さん……」

　ドス黒いオーラを纏まとった神楽井先輩が、クトゥルフ神話におけるニャルラトテップばりに這はい寄よる混こん沌とんと化していた。

　その目はこう言っている。

　死なばもろとも、と。

「ひ、ひいぃ」

「織野ぉ。さっきの話だが、お前も私が持ってきたコンドームをありがたーく受け取ったよなぁ？」

「う……。で、でも、それはみんな受け取ってたし……私だけじゃないもん」

「ああ、確かにそうだよ。でもな、その後、私にこっそり使い方の質問に来たのはお前だけだったよ！」

「～～っ！　か、神楽井先輩、それは、秘密って……」

「『これ、裏とか表とかって、あるんですよね。どうやって調べれば？』」

「う」

「『あの……こ、これって、着けるときは……く、く、口で着けてあげた方が、いいんでしょうか？』」

「うう」

「『そ、それで……その、さっきいじってたら袋ふくろが破れちゃったんで、できたら、もう一つ欲ほしいんですけど』ってお前興きよう味み津しん々しん過ぎるだろ、このむっつりスケベ！」

「うぅ～～っ！　そ、そう言う神楽井先輩は、私の質問になに一つ答えられなかったじゃないですか！　普ふ段だん変なゲームばっかりやってるくせに、実用的な知識が全然身についてない！」

「な、なにをぅ！」

　……まあ、こんな感じで。

　女子四人は、相手を斬きりつけては自分も斬られ、という醜みにくい攻こう防ぼうを繰くり返した。

　この面子は、基本的にはみんないい子である。だから、みんな相手を貶おとしめることに慣れていない。それ故ゆえに、相手を攻こう撃げきするたびに墓ぼ穴けつを掘ほっている。

　安あん全ぜん圏けんから相手を狙そ撃げきすることができず、常に諸もろ刃はの剣つるぎで斬り合っている感じだ。

　しかも一撃ごとにとんでもないダメージを負っている。

　少し離れた位置から争いを見守る僕は、乾かわいた笑みを浮かべることしかできない。

「…………」

　けれど──少しだけ、心が温かくなる。

　ほんと、みんな仲良くなったよなあ。

　さっきから飛とび交かっているのは、陰かげ口ぐちではなく悪口だ。

　悪口を言い合えるのは、相手のことをよく知っている証あかしであり、そして、相手のことを信しん頼らいしている証である。

　忙いそがしい人達たちの集まりだから、みんなでなにかをする、ということがあまりなかった僕らだけれど──それでも、ちょっとずつちょっとずつ、絆きずなは深まっているらしい。

　本当に楽しそうだ。

　普ふ通つうの、どこにでもいるような女子高生みたいに、仲間とぎゃーぎゃー揉もめている。

　僕は実に穏おだやかな心持ちのまま、のんびりと席を立ち──

「いい感じにまとめて終わらそうとしてんじゃねえ！」

　立てなかった。

　立とうとした瞬間、桔梗院さんに足元の座ざ布団ぶとんを引っ張られて、見事にこけてしまう。

　そして後ろから何者かに足を捕つかまれ、ずるずると戦せん渦かの中心に引きずり込まれる。

　……女子、こえー。





　共同浴場でお風ふ呂ろを済ませ、浴衣ゆかたに着き替がえて部屋に戻もどると、疲つかれがどっと来た。

「あ、足が、やばい……」

　布団ふとんを敷しいて、ごろりと寝ね転ころんだ。体中に疲れが出始めていて、中でも足の疲れがひどかった。ふくらはぎと太ももが悲鳴を上げている。

　日ひ頃ごろの運動不足のツケがきているな、これ。

　みんなの前ではなんとか虚きよ勢せいを張ってたが、もう限界だ。

「ていうか、あれだよ……。あの四人が体力あり過ぎなんだよ」

　運動部に入っているというわけでもないのに、みんなすご過ぎだ。

「おーい」

　布団の上で寝ねそべっていると、ふすまの向こうから声がした。

「籠島ー。入っても大丈夫かぁ」

　神楽井先輩だ。居住まいを正してから、「どうぞ」と入室を許可する。

　やや間があって、ゆっくりとふすまが開いた。

「どうしたんですか、女子はお風呂に向かったんじゃ」

　民宿『ひまわり』は小さい宿なので、お風呂が男女分かれていない。時間によって男風呂になったり女風呂になったりするシステムだ。

　そのくせ露ろ天てん風ぶ呂ろだったりするんだからもうよくわからないけど、それは置いといて。さっき僕が上がってから、入いれ違いで女子が入ったはずなのに。

「私は一足先に上がったんだよ。他の奴らはまだ入ってる」

　風呂上がりの神楽井先輩は浴衣ゆかた姿すがただった。僕と同じで、部屋に備え付けてあったシンプルなものだが、スタイルのいい彼かの女じよが着ると妙みように決まっていた。

　上品に言えば『艶あでやか』で、下品に言えば『なんかエロい』である。

「それにしても、部屋に入る前にちゃんと声をかけるなんて、先輩らしくないですね。一瞬、誰だれかと思いましたよ」

　ちょっと嫌いや味みっぽいことを言うと、「あ、う、うむ……」と、歯切れの悪い返事が返ってきた。

「私だって、いろいろと考えたんだよ……」

　視線をあちこちに彷徨さまよわせながら、ぼそりと言う。



「お前が……自家発電に勤いそしんでいたら大変だと思って……」



「勤しまねえよ、馬ば鹿かっ！」

　キャラが崩ほう壊かいする勢いで突っ込む僕。

　顔を赤らめながら、なに言ってんだこの先輩は！

　ああ、そうか。「どうぞ」って言ってから入ってくる前にやや間があったのは、この理由だったわけだな！

「だ、だって……お前、昼にたっぷりと私達の水着姿を目に焼き付けただろ？　しかも、今は、女子が入浴中だ。そんな中、男が部屋で一人でいたら、こう、ムラムラ来るだろうと思って、私なりに気き遣づかいを……」

「いらない気遣いですよ！」

「私のやってるゲームじゃ、男が部屋で一人でシコシコしてると、だいたい女子に見つかって……そこからなし崩くずし的に……」

「だからゲームでしょそれは！」

　まったく。ボケとかじゃなくて、割と真しん剣けんなのが困る。

　神楽井先輩は、別にからかおうと思って下ネタを言っているわけではなく、ただそういった下品な事こと柄がらに対して過か敏びんに反応してしまうが故に、結果として下ネタになってしまうのだ。

　始めて会ったときはこんなじゃなかったと思うんだけど……いったいなにが原因でこんな下ネタに敏びん感かんな人になっちゃったんだろうな？

　ふむ……。

　まるで見当がつかないな。

「で、結局なんの用ですか？」

　気まずい空気の中、ややぐったりとして僕は言った。

「ああ、そうそう。そうだよ。そうだった。……わ、私は、別に、籠島の自家発電を見に来たわけじゃないんだからなっ！」

「わかってますよ！」

　こっちはさっさと話を次に進めようとしているのに！

『で』という、話題転てん換かんに最適な一文字を見事に使いこなしたというのに！

「明日のことをもう一度話しておこうと思ってな」

「明日……」

　コン部の合宿は、三泊四日で行われる予定となっている。初日、というか零ゼロ日目は移動して宿に泊とまっただけで終わったし、最終日は朝食を食べたらすぐに帰ることになっている。

　だから実際に活動できるのは、今日と明日だけだった。

　今日は、もうほとんど終わってしまったから──残るは明日だけ。

　今日──すなわち一日目は『海で遊ぶ』としか計画を立てていなかったが、さすがに二日連続で海はキツい。そういうわけで、明日は明日で計画が練ってある。

「そうですね、もう一度確かく認にんしときましょうか。一応、僕ら、部長と副部長ですしね」

「一応とはなんだ、一応とは」

　神楽井先輩に小こ突づかれながら、僕は鞄かばんから地図とメモ帳を取り出だした。

　明日の計画は、僕と神楽井先輩の二人で立てた。この近くの観光スポットやそこに向かうまでのバスの時間など、諸もろ々もろの下調べはすでに完かん了りようしている。

「うーん。花火はもっと買っといた方がいいんじゃないのか？」

「十分だと思いますけど、そこまで言うなら、明日、機会を見て買っておきますよ」

　そんな風に、二人で会議のようなことをする。

　最初は最終確かく認にんのような意味合いで始めて会議だったが、話しているうちに改善点や変へん更こう点てんが出てきた。

　ああでもない、こうでもない、と話し込んでいるうちに、神楽井先輩は一いつ旦たん部屋に戻り、自前のノートパソコンを持ってきた。アナログ派の僕とは違い、神楽井先輩はメモを全すべてパソコンに保管しているのだ。

「あれ。ガク太たくんじゃないですか……」

　パソコンにはガク太くんが繋つながっていた。パソコンから伸のびる数本のケーブルが、ぬいぐるみの背中に突き刺ささっている。

「携けい帯たいについてなかったから置いてきたのかと思ってたんですけど、やっぱり持ってきてたんですね」

　いつまで経ってもぬいぐるみ離ばなれできない先輩だなあ、と僕がほのぼのしていると、神楽井先輩はパソコンとガク太くんをテーブルに置き、「いや」と首を振ふった。

「ガク太はお留守番だよ。人格データは抜ぬいてあるから、これはただの抜け殻がらだ」

　よくわからないことを言う。

　今回は腹話術をする気はない、ということだろうか。

「だーれかさんが、こないだガク太のボディをぶっ壊こわしてくれたからな。今は修理中だよ」

「ぐ……」

　その誰かさんとはまさしく僕のことなので、黙るしかない。

　ぬいぐるみの修理でパソコンを使う理由はさっぱりわからないが、それはきっと、神楽井先輩の脳内で複雑な設定があるからだろう。

「合宿前にはなんとか修理を終わらせたかったんだがな。コン部の活動もあったせいで、時間がうまく取れなかった」

「コン部の活動……？　あ、ああ、そうか」

　そういえば、僕らってコンピューター部だったな。

　すっかり忘れてた。

　メンバーを集める際に、この人は「コン部としての活動は私が一人でやる」と言っていた。その言葉の通り、きちんと活動していたということか。

「でも、コン部の活動って、具体的にはなにしてるんですか？」

「なにって、普通にプログラムを作って、学生向けのイベントに提出してるだけだ。そういうとこに出してきちんと結果を出せば、学校側もなにも言ってこないしな」

「へえ」

「ただ、こないだ人工知能を作って提出したら、ちょっとした騒さわぎになったな」

「……先輩は、人工知能が作れるんですか？」

　僕はそっち方面に明るくないからよく知らないけど、人工知能って、高校生が一人で作れるようなもんなのかな。

「騒ぎが大きくなる前になんとか別のものとすり替かえたから事無きを得たが……でも、あの『ＡＭＬＯアムロ』は会心の出来だったなあ。人間が指示を出さずとも、勝手に人間の考えを読み取って自動的に行動してくれる、夢のお手伝いロボットだったのに……。ふう。あえてレベルを下げるというのも楽じゃないな」

「…………」

　別世界の話を聞かされたような気分になった僕に、神楽井先輩は「さ、続きだ続き」と何事もなかったように話を戻し、パソコン画面を眺ながめながら議論を交わす。

　時折、ガク太くんの目が、ビコーン！　と光ったり、画面の隅すみっこで「修復率72％。腹部の記録媒ばい体たいに損傷が見られます」というメッセージが表示されたりしたが、それは気にしないことにした。

　そのまま、二十分ぐらいが経過し、ようやく話がまとまったところで、

「……楽しいな」

　ぽつり、と。

　神楽井先輩が、独り言のように言った。

「楽しい。本当に楽しいよ」

「どうしたんですか、いきなり」

「なんだ籠島。お前は楽しくないのか？」

「いや、もちろん僕も楽しいですけど」

　いきなりそんなことを言われると、どう反応すればいいのかわからない。

「今日一日、本当に楽しかったよ。みんなで海で騒いで、鍋なべをつついて、くだらないことで笑って、くだらないことで揉めて……。全部、私にとっては初めての経験だった」

「そうなんですか……？」

「ああ」

　頷うなずいて、神楽井先輩は小さく笑った。

　しかしその笑え顔がおはどうしてか──とても寂さびしそうに見えた。

「私はこのメンバーが、本当に気に入っている」

「…………」

「織野はおっぱいだし、栗栖はロリだし、桔梗院はツンデレだし、籠島は馬鹿だし」

「おい」

　キャラ崩壊突っ込み再び。

　いやでも、今のは突っ込んでいいはずだ。

　切ない空気が危あやうく吹ふっ飛ぶところだったぞ。

「……どうしたんですか、神楽井先輩？　まだ合宿は終わってませんよ？　そういうしんみりとした空気を出すのは最終日の夜にしてくださいよ」

「はは。そうだな、悪かった。……ただ、お前らともいずれお別れしなければならないのかと考えると、無む性しように寂しくなってしまってな」

「え？　わ、別れるってっ」

「そりゃ別れるだろう。私は三年だぞ？　お前らより、一足早く卒業する」

「あ、ああ、そういう意味ですか……」

　びっくりした。唐とう突とつに『お別れ』なんて単語を出すから、何事かと思った。

「卒業なんて、まだ先のことじゃないですか……」

　僕は言う。

　一回り小さくなったようにさえ見える彼女が、見ていられなくて。

「それに、ほ、ほら。卒業したからって今生の別れってわけでもありませんよ。今はメールとかツイッターとかあるんですから、いくらでも連れん絡らくはとれますし、会おうと思えばなんとでもなりますから……」

　神楽井先輩は──なにも言わなかった。目を閉じ、唇くちびるを一文字に引き結んでいる。

　室内に満ちる沈ちん黙もくが、僕の心をかき乱す。

　切なくて、悔しくて、もどかしくなる。

　どうしてですか、神楽井先輩。

　どうして急に、そんな弱々しい姿を僕に見せるんですか──

「うん！」

　なにも言えずにいると、神楽井先輩は勢い良く立ち上がり、ぱん、と手を叩たたいた。

「今の話は忘れてくれ。悪かったな。ちょっとセンチになってしまっただけだから、気にするな！」

「……か、神楽井先輩」

「さて。他の連中もそろそろ風呂から上がった頃ころだろう。私は部屋に戻るよ。女子が髪かみを乾かし終わったら、また呼びに来る。そしたら、みんなでアイスでも食べに行こう」

　快活な声で言い切り、背を向けて歩き出す。はっきりとした拒きよ絶ぜつの態度を取られてしまって、僕はそれ以上追求することができなかった。





　その後は、みんなでアイスを食べたりトランプをしたりしてまったりと過ごした。

　寝る前になって栗栖ちゃんが、

「ふえーん！　私の杖つえにカブトムシがたかってますぅ！　籠島先せん輩ぱい取ってください！　う、うわぁ！　よくわかんない虫までいっぱいついてるぅ！」

　と泣きついてきて、それで一ひと悶もん着ちやくあったりしたけど、まあ大したことじゃない。

　部屋に戻り、布団に入ったときには夜の十一時を回っていた。

　合宿は明日もあるのだから、いつまでも起きているわけにもいかない。

　女子の方も今日は朝が早かったらしいから、夜よ更ふかしせずにすぐに寝ることだろう。

「楽しい一日だったなあ」

　布団の中で一人、しみじみと呟つぶやいた。

　来てよかった、と心の底から思う。土御門さんには感謝しなくちゃな。

　みんなも満足してたみたいだし、合宿は今のところ大成功だろう。

　ただ──

「……神楽井先輩」

　彼女のことが、やはり気になった。

　卒業。

　その言葉が、頭の隅っこに残っている。

　情けない話だが、今日の今日まで、神楽井先輩が僕ぼくらよりも早く卒業するということをすっかり忘れていた──いや、忘れていたというよりは、考えていなかった。

　これは、彼女があまり先せん輩ぱいらしくないということもあるけど（やや失礼な考え）、もしかすると僕自身が、いずれ別れる、ということを考えたくなかったからかもしれない。

　変わらないものなんて、この世界にはない。

　だから僕らは変化していくし、それに伴ともなって、僕らの居場所や関係も変化していく。

　時間は過ぎていく。

　いつまでも高校生でいることなんてできない。

　卒業──しなければならない。

　現実は『サザエさん』や『こち亀かめ』じゃない。

　現実は『らき☆すた』や『けいおん』なのだ！

　いつまでもループしたりすることはなく、年を取って成長していかなければならない。

　しかし──いつまでもこのままでいたい、という思いも、やはり存在する。

　変化を恐おそれる気持ち。

　それはきっと、誰の心にもあるんじゃないだろうか。

「…………」

　そんなことをうつらうつらと考えているうちに僕の意識は闇やみに落ち、合宿初日は終わったのだった。










　　　第二章　未来人







　1st Loop



　合宿初日の朝。

　僕は、部屋の外の騒そう々ぞうしさで目を覚ました。

「ん……。なんだ？」

　ふすまの向こうから、口論のようなものが聞こえる。内容は聞き取れないが、これは僕の知っている女子の声だった。

　女子部屋で、なにかあったのだろうか。

　身み支じ度たくを整えて部屋の外に出ると、廊ろう下かには栗くり栖すちゃんが立っていた。

「あ、籠かご島しま先輩、おはようございます。ちょうどよかった、今、呼びに行こうと思ってたんです……」

「おはよう。ねえ、なんだか騒がしいみたいだけど、どうしたの？」

「それが、その……神楽かぐら井い先輩が、急におかしなことを言い出して」

「先輩がおかしなことを……？」

　僕はその事実を頭の中で冷静に分ぶん析せきし、そして言う。

「いつものことじゃないか」

　なにも驚おどろくことはない。

　日常そのものである。

「ええ!?　あ、いや……そうかもしれませんけど。と、とにかく来てください」

　栗栖ちゃんに手を引かれ、女子部屋に向かう。

　板張りの廊下を少し歩くとすぐに到とう着ちやくした。女子部屋は僕の部屋より数倍大きい和室だ。布団はすでに畳たたんであり、部屋の隅に押おしやられている。

　部屋の中心にいた二人は、僕に気づいて振り向むく。

「籠島……ちょうどよかった。聞いてくれ、織おり野のと栗栖がおかしいんだ」

「おかしなことを言ってるのは、神楽井先輩ですよ」

　二人とも、困った表情になっていた。

　神楽井先輩は一歩前に出て、僕の両りよう肩かたに手を置く。



「籠島。今日は、合宿の二日目だよな？」



　それは──懇こん願がんするような声だった。

　僕はきょとんと首を傾かしげる。

「なに言ってるんですか？　今日は初日ですよ」

　ただ宿に到着して寝るだけだった昨日は、僕らの中では移動日──零日目となっている。だから、今日こそが合宿初日である。

「な、なにを言ってるんだ、籠島……。昨日、みんなで海で遊んだろ？」

「？　そっちこそなに言ってるんですか？　海で遊ぶのはこれからですよね？　今日は一日海で遊ぶって計画だったと思いますけど」

「……みんなでビーチバレーしたり、泳いだり、スイカ割りしたりしたじゃないか。お前なんか、スイカを叩いて爆ばく発はつさせたんだぞ！」

「いや、なんで僕が叩いたらスイカが爆発するんですか。僕は『爆弾魔ボマー』じゃありませんよ？」

「なんでパロディ元が『幽ゆう☆遊☆白書』から『ＨＵＮＴＥＲ×ＨＵＮＴＥＲ』へと時代を経へているんだ……じゃなくて、そんな馬鹿な……」

　話が、全くと言っていいほど噛かみ合あわなかった。

「……どうしたんですか、神楽井先せん輩ぱい？　熱でもあるんですか？」

「どうしたは、こっちのセリフだよ……。お前ら、なんで昨日のことを忘れてるんだ……？　桔き梗きよう院いんが逆パンダになったりして……そ、そうだ桔梗院！　桔梗院はどこにいるんだ!?」

「……神楽井先輩、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

　本気で心配になってきた。

　もしかして、夏なつ風か邪ぜでも引いてしまったのだろうか。

　意識が朦もう朧ろうとして、夢の中の出来事を話しているのではないだろうか。

　そんな風にしか考えられなかった。



「桔梗院さんなら、急用が入ったから来れないって、連絡があったじゃないですか」



　僕は当たり前のことを──周知の事実を述べた。

「……え？　な、はあ？」

　それなのに神楽井先輩は、呆ぼう然ぜんとして目を丸くした。

「本当、残念でしたよね、桔梗院先輩。すごい張り切ってたのに」

「うん。張り切ってることを隠かくそうとしてるっぽかったけど、丸わかりだったよね」

　栗栖ちゃんと織野さんが言葉を交かわすと、神楽井先輩は頭を抱かかえた。

「お、お前ら、みんなで私をハメようとしているのか……。昨日、寝ね起おきドッキリをしかけたことの復ふく讐しゆうなのか……？」

「なに言ってるんですか……。あ。ほら、神楽井先輩、見てくださいよ」

　僕は携帯の画面を見せる。

　これが、今日が合宿初日だということの、なによりの証明だろう。

　画面に表示されている日付は──間ま違ちがいなく、合宿初日のものだ。

「っ！」

　神楽井先輩は僕から携帯をひったくるように奪うばって、食い入るように見つめた。

「おい、籠島……。いくらなんでも手が込みすぎだろう。わざわざ携帯の設定をいじってまで、私にドッキリをしかけたいのか……」

「違ちがいますよ。そもそも、どうやったら携帯の日付表示がいじれるかなんてわかりませんし……」

　神楽井先輩は僕に携帯を突つき返かえすと、今度は自分の携帯で日付を確認した。すると、ただでさえ悪かった顔色はますます悪くなった。

「そん、な……」

　ぼとり、と。

　彼女の手から、携帯が畳の上に落ちた。

　そこに表示されている日付は──言うまでもなく、僕と同じだった。

「なにが、どうなってるんだ……？」





「それじゃ次のお題は……『どら』で始まるもの」

「えー。それ、難しくない？」

「大丈夫、いっぱいあるって。いくよ、織野さん」

　燦さん々さんと太陽が照らす夏の砂すな浜はま。

　ビーチバレーに若じやつ干かん飽あきてしまった僕と織野さんと栗栖ちゃんの三人は、山手線ゲームっぽいものをバレーに取り込んで遊んでいた。

　今は織野さんと僕が対決していて、栗栖ちゃんは審しん判ぱん。

「じゃ、僕からいくよ。『ドラえもん』」

「『ドラゴンボール』」

　お題となっているワードを言い合いながら、ボールのトスを繰くり返す。

「『ドラゴンクエスト』」

「『どら焼き』」

「『ドラ息子むすこ』」

「『ドラム缶かん』」

「『ドラグーン』」

「え、なにそれ？」

「ベイブレードの四聖獣の名前だよ」

「……ま、いいか『ドラッグストア』」

「『ドランザー』」

「なにそれ!?」

「ベイブレードの四聖獣の名前だよ」

「また!?　えっと『ドライブ』」

「『ドライガー』ベイブレードの（以下略）」

「……『ドラフト会議』」

「『ドラシエル』ベイ（以下略）」

「……ふふ。そう来ると思ってたわ。『ドラッカー』！　さあ、四聖獣だから、もう四つ出きったはず！　ここからが勝負よ！」

「『ドラグーンＧＡグリツプアタツカー』」

「…………勝てるかぁ！」

　織野さん、課題のワードが言えず、しかもキレてボールをその辺にスパイク。

　僕の見事な勝利だ。作戦勝ちと言っていいだろう。

「ふっふっふ。この僕に『ドラから始まる単語』というお題を許した時点で、織野さんの敗北は決定していたのだよ」

　ベイブレードの四聖獣には、Ｓシリーズ、Ｆシリーズと、Ｖシリーズ、Ｇシリーズ、ＭＳシリーズと、まだまだ大量に残っていたというのにね！

　僕は得意になって「戦いというものはね、始まった時点ですでに決着が……」と、語り出すが、織野さんはそれを無視して栗栖ちゃんに詰つめ寄よった。

「審判！　今のは駄だ目めでしょ!?」

「ピピー。籠島選手、レッドカードです。一発退場でーす」

「な、なにぃ!?」

「こういうゲームで、相手の知らない創作物の単語を使うのはずるいですよ」

　これ以上ないくらいの正論を言われて、返す言葉がなかった。

　ふっ。いつだって世間は強者を迫はく害がいするのだな。

「じゃ、反則負けの籠島先輩は私と交代ですね」

　栗栖ちゃんと交代し、今度は僕が審しん判ぱん役やく──という名の順番待ちになる。

　三人だから、こうなるのは致いたし方かたないことだろう。

　もう一人入れば、二対二で試合ができるのに──

「…………」

　神楽井先輩は、あれから部屋に閉じこもってしまった。「お前らは、海で遊んでろ。しばらく、一人にして欲ほしいんだ」と言われ、僕らは渋しぶ々しぶその通りにしている。

　やはり、心配だ。

　そんなことを考えながら民宿の方を眺めていると、神楽井先輩を見つけた。民宿へと向かう道を、とぼとぼと歩いている。

　僕は、慌あわてて彼女の元に駆かけた。

「神楽井先輩、どこ行ってたんですか？　ずっと部屋にいるのかと思ってたのに……」

「……話を聞いて回ってたんだ。道を歩く人歩く人に、『今日は何日ですか？』と聞いていたんだよ」

　弱々しい声だった。聞いているだけで、不安が掻かき立たてられる。

「私がおかしいのかお前らがおかしいのか、はっきりさせようと思ってな」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。もはや笑うしかない、とばかりの。

「最初は、民宿のオーナーに聞いた。彼かれは、私にとっての昨日の日付を答えたよ。それから遠くまで歩いて、散歩しているおじいさんやコンビニの店員にも聞いてみたんだがな──全員、駄目だった。はっきりしたよ」

「…………」



「どうやら、私だけがおかしいようだ」



「……なにを、言ってるんですか？」

　言葉の意味がまるで理解できなかった。

　僕には──理解できなかった。

「なんでもない。忘れてくれ」

　神楽井先輩は小さく首を振った。

「なあ、籠島。私達たちは、桔梗院の知り合いの陰おん陽みよう師じである土つち御み門かどの計らいで、ここに泊とまっているんだよな？」

「そうですけど……」

「ふむ。そこは変化してないわけか……。だったら、その土御門が除じよ霊れいした霊れいのことは、なにか聞いていないか？」

「さあ？　そういうことなら、桔梗院さんに聞けばいいじゃないですか。番号、知ってますよね？」

「もうかけたよ。だが、繋つながらなかった。電波の届かないところ、または、電源が入っていないために、な」

「それは残念」

「本当に電波や電源のせいだったらいいんだけどな」

　神楽井先輩は、やや投げやりな口調で言った。

「籠島。私は少しやることができた。だから、お前らはお前らで遊んでいてくれ。終わったらすぐに参加するよ」

　そう言うと、神楽井先輩は僕に背を向けた。「……桔梗院がいないことを考えると、やはりこれは、妖よう怪かいとか、そういう話なのか……。桔梗院は今、どこかで戦っているのか……しかし、なんで私だけ……しかし、ネットが使える状じよう況きようなら──」と、ぶつぶつとそんなことを呟きながら、民宿の中に入っていった。





　遊んでいろ、と言われたが、やはり神楽井先輩のことが気になった。

　ビーチで遊んでる織野さんと栗栖ちゃんに断りを入れて、僕は民宿へと戻もどった。

「ああ。あの、背が高いお嬢じようさんなら、部屋に戻りましたよ」

　玄げん関かんにいた民宿のオーナーに尋たずねると、そんな返事をもらった。

　恰かつ幅ぷくのいい体型と、人ひと柄がらの良さがにじみ出たような温和な顔立ち。宿の名前が入ったエプロン。民宿『ひまわり』は、このおじさんが一人で経営しているらしい。

「そうですか。ありがとうございます」

「いったいどうしたんですか？　あの子、だいぶ思いつめた顔をしてましたが」

「……それは、僕にもわかりません」

　オーナーと別れて、二階の女子部屋へと向かう。

　ふすまの前に立ち、入っていいかどうか声をかけようとした──そのとき。

「ダイブ　イン　Ｂ３ワールド！　コードＫＡＧＵＲＡＩ　アクセス！」

　中から──凛りんとした叫さけびが聞こえた。

　これは、あれだ。ところ構わずお昼ひる寝ねしてしまう困った習慣を持つ神楽井先輩がたまに口にする、よく眠ねむれるおまじないだ。

　心配でついつい見に来てしまったけど、どうやら彼女は、これからお昼寝タイムに入るつもりらしい。だとしたら、邪じや魔まするのはよくない。

　僕はそう考え、そっとその場を離はなれようとしたのだが、

「──なっ！　な……に？」

　中からまた、声がした。

「ど、どういうことだ、これは……？」

「神楽井先輩、どうかしたんですか？」

　やはり気になって、僕はふすまを開いた。

　そこにいたのは、携けい帯たい電話を握にぎりしめて、テーブルに置かれたノートパソコンと向き合う、神楽井先輩だった。

「……か、籠島、た、大変だ……」

　不安そうな表情で僕の方を向き、震ふるえる声で言う。



「パソコンに入れなくなった……」



　そのときの僕は、いったいどんな表情をしていたのだろうか。

　僕には僕の表情はわからないが──頬ほほに涙なみだが伝ったのは、わかった。

「な、なぜだ……。声帯認にん証しようにもナノマシンにも問題はなかったはず……それなのにどうして、入れないんだ……？」

「神楽井先輩……、う、うぅ……うぁああ……」

　僕は立っていることすらできず、畳に膝ひざを突いてしまった。頬を伝う涙は、ぽたぽたと畳に染しみを作っていく。

「人間は、パソコンには入れないんですよ……」

　なんてこった……。

　いつのまにか、神楽井先輩はここまで心を病やんでいたのか。

　パソコンの中に入れるとか、ゲームの中に入れるとか、そんなことを言い出だしたら、人間、もう終わりだ。末期中の末期だ。

「いや籠島……その、あれだよ。い、今の、パソコンに入るっていうのは……その言葉の綾あやというか……」

「……もういいです。なにも、なにも言わなくて大丈夫です……」

　僕は、今までいったいなにをしてきたんだ？

　こんなにも残念な人が身近にいたというのに、なにもせずに見過ごしてきたのか？

　自分の怠たい慢まんに対する怒いかりと、彼かの女じよに対する同情が、涙となって止めどなく溢あふれる。

　ああ──自分が情けない！

「籠島……あー、まあいい。今は、それどころじゃない」

　神楽井先輩は鬱うつ陶とうしそうにそう言うと、号ごう泣きゆうする僕を無視して、再び画面に向き直った。

「ダイブ　イン　Ｂ３ワールド！　コードＫＡＧＵＲＡＩ　アクセス！」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情で、再びよく眠れるおまじないを唱える。

　しかし、彼女は眠らなかった。

「ダイブ　イン　Ｂ３ワールド……ダ、ダイブ　イン　Ｂ３ワール……駄目か。くそっ。どうして……」

　必死に繰り返される、よく眠れるおまじない。

　神楽井先輩は必死だった。必死になって、パソコンに向かって叫び続けている。

　…………。

　これは──奇き行こうだ。

　変人の奇行である。

　とうとう神楽井先輩は、僕の知らない世界に行ってしまったらしい。

「……っ！　神楽井せんぱーいっ！」

　気がつけば僕は飛び出していた。彼女を後ろから思いっきり抱だきしめる。

「戻って来てください神楽井先輩！　人間は……人間はパソコンの中になんて、入れないんですよ！」

「なっ!?　なにをするっ!?　は、離せ！」

「離しません！　……神楽井先輩……どんなに、どんなに辛つらいことがあったって、僕らはこの世界で生きていくしかないんですよ。ゲームの世界というのは、確かに素す晴ばらしいものかもしれない。現実という荒あら波なみに疲つかれたら、ときにはゲームという名のぬるま湯に浸つかることも必要かもしれない──でも！　それじゃ駄目なんですよ！」

　僕はかつてないほど熱くなっていた。しかし熱くならないわけにもいかない。

　今ならまだ、神楽井先輩はやり直しが利きくかもしれないんだ！

　熱い魂ソウルと若さ故ゆえの情熱パツシヨンが、僕を動かす！

「いつまでもそんな虚きよ構こうの世界に浸ひたっていちゃ駄目です！　そこにいれば、確かに辛い思いをせずにいられるかもしれない。傷つかずにいられるかもしれない──けど、傷つくことのなにがいけないっていうんですか！」

「…………」

「僕らは互たがいに傷つけあって、そして成長していくんです！　傷つかなきゃ見えない物がある！　それでも……それでも、傷つくことが怖こわいというなら、僕が一いつ緒しよに傷つきます。僕があなたと一緒に、あなたと一緒の傷を負います！」

「…………」

　僕のハグからゆっくりと、実に落ち着いた様子で抜ぬけだした神楽井先輩は、なんとも言えない微び妙みような表情をしていた。

　僕が超ちよういいことを言ってるというのに、なんだか冷めた目をしている。「めんどくせーな、こいつ」という目だ。

　途と方ほうも無い温度差を感じるな。

　メラゾーマとマヒャドくらいの。

　僕らの間でメドローアが生まれそうである。

「あー、籠島。まあ、確かに、パソコンに入る、というセリフは、この時代だとイタい人間の妄もう言げんになってしまうが……」

「イタい？　そんな言葉で逃にげないでください神楽井先輩！　自分としっかり向きあって！　そのイタイタしさもあなたの一部なんですよ！」

「……と、とにかく、今の時代では無理なことでも、もしかしたら、未来ではそういうことができたりもするんじゃ……」

「……っ！　なにが未来だっ。このっ、バカちんがぁーっ！」

　ばっちーん！

　僕はビンタを繰り出した。

　闘とう魂こん注入である。

「は、はあ!?」

　床ゆかに倒たおれた神楽井先輩は、こいつ頭大丈夫か、という目で僕を見上げる。

「今を精せい一いつ杯ぱい生きない人間に、未来を語る資格はないんだあ！」

　心を鬼おににして頬を張った僕は、ビンタで痛む手をさすりながら叫んだ。

　……まあ、ちなみに、いくら心を鬼にしたと言っても、そこはこのフェミニスト籠島、女子をぶったりはしない。自分の右手で自分の左手を叩たたくという、よくあるビンタごっこで済ませた。

　よって彼女が受けたダメージは、桜木花道の『これは流川の分』ビンタよりも小さかったことだろう。

　僕は神楽井先輩の両肩をしっかりと掴つかみ、溢れる涙でぐじゃぐじゃになった視界の中、彼女の両目をまっすぐ見つめる。

「……負けんなぁ。自分に負けんなぁ……現実に負けんなぁ……」

　ゆっさゆっさと体をゆさぶりながら、嗚お咽えつ混じりの声で、訴うつたえかける。

　がんばれ。

　がんばるんだ、神楽井もにゅ美み。

　現実から逃げたら、駄目なんだぁ。

「……涙を拭ふけ、籠島」

　両手が掴まれ、ぴたりと動きを止められる。

　神楽井はすくりと立ち上がり、温かい目で僕を見下ろす。

「まったく、お前って奴やつはたまに驚くほど熱くなるよな……。まあ、ありがとう。お前がどれだけ私のことを思ってくれているか、よくわかったよ」

「神楽井先輩……」

　よかった。僕のこの熱い思いは伝わ──

「だが、正直かなりめんどいっ！」

　──らなかった。

　素す早ばやく後ろに回りこんだ神楽井先輩は、僕の首に腕うでを巻きつけ、がっちりとヘッドロックを決めた。みしみしと首が締しめ付つけられる。

「ただでさえなんかよくわかんない面めん倒どうな状況になってるんだから、これ以上面倒くさいことを言ったりやったりするんじゃないよ籠島ぁあああ──っ！」

「うぎゃあああ！」

　暴力に訴えられてしまった。くそ、これだから現代の切れやすい若者は！　ちょっと厳しいことを言うとすぐにキレる！

　……確かに、さっきまでの僕はかなり面倒くさかった気もするが、それでもヘッドロックはキツいぃい……。

　だがしかし、神楽井先輩もまだまだ甘あまいな！

　女子からのヘッドロックには、側頭部に胸の感かん触しよくというご褒ほう美びがあ──

「あ、あれ!?　な、ない！　胸の感触がないぞ！」

　おかしい。

　神楽井先輩は、織野さんほどではないが、そこそこ胸があるのに。

「ふはははっ。甘い、甘いな籠島！　そんな超テンプレお約束ラッキースケベを、この私相手に味わえると思ったか！」

　くっ、そうか。

　この人は、ギャルゲマニアだった……。

　ヘッドロックからのおっぱいタッチという、もはや漫まん画がでもアニメでもゲームでもやり尽つくされたようなありきたりな展開は、飽あきるほど見ているはず。

　僕の顔に全く乳を当てずに、ただ苦しみだけを与あたえる術を心得ているというのか！

「くうぅう……、ふ、普ふ通つうに苦しいぃ……。癒いやしがないぃ……」

　知らなかった。

　おっぱいタッチがないヘッドロックが、こんなにも苦しいものだったなんて。

「目の前にあるのに触ふれない、当たらない……。そう、まるで、灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくに浮かぶ、オアシスの蜃しん気き楼ろうのように……」

「いや、かっこいい風に言うなよ」

「ちょ、先せん輩ぱい、ギブです、ギブギブ。ギブアンドテイク！」

「相そう互ご利り潤じゆん関係なのか？」

「間違えました。ギブアップです。いい加減、このヘッドロックをほどくか、おっぱいタッチさせるかしてください」

「その二択たくなのか!?」

















「……ふふふ。ふははは。忠告しますよ、神楽井先輩。早いとここのヘッドロックを外した方があなたのためです」

「む。なんだ、急に強気になったな」

「早く外さないと、どうなっても知りませんよ。悪いことは言いません、今すぐに外してください。さもないと──」

「ふん。面おも白しろい。この状況でお前になにができるというんだ？」

「──僕が気持ちよくなります」

「なんだと!?」

「さあ、さあ！　早くしないと僕の中のＭが目覚めますよ！」

「くぅ、ま、まさか、この状況で私が脅おどしをかけられるとは……」

「……ぐっ。ま、まずい、Ｍやつが、僕の中の、もう一人の僕が、目を覚ますっ」

「二重人格っぽく言うなよ」

「……ああっ！　こ、この、意識が遠のきそうで遠のかない絶ぜつ妙みような瞬しゆん間かんが、なによりも恍惚ぅっ！　ハアハア、ハアハア」

「気持ち悪いわ──っ！」

　ヘッドロックを解除して、僕を全力で突き飛とばす神楽井先輩。

　くくっ。どうやら、僕の方が一枚上手だったようだな。

　これぞ必殺、押おして駄目なら引いてみろ。

　相手の束そく縛ばくから逃のがれるのではなく、相手が自分から束縛を解くように誘ゆう導どうした、僕の大勝利である。

　一歩間違えば完全にＭに目覚めてしまう危あやうい賭かけだったが、なんとか──ズルっ。

「……え？」

　突き飛ばされた勢いで数歩後ずさったら、誰だれかの鞄かばんに足が引っかかってしまった。

　僕の体は、勢いよく後ろに倒れる。

　あ、これはヤバい、なんて思う間もなく、後頭部に硬かたい感触がした。和室の柱にでも当たったのだろうか。目の前で、火花が散った。

　火花が散って、すぐに暗くなった。

　薄うすれる意識の中、「……か、籠島？　え。う、嘘うそだろ……お前。今、完全にギャグパートのノリだっただろ？　どんな傷を負っても、漫画チックな馬ば鹿かデカいたんこぶで済むシーンだったよな？　おい、籠島、籠島ぁっ！」と、叫び声ごえが聞こえた気がした。











　2nd Loop



　合宿初日の朝。

　僕は、誰かに名前を呼ばれて、目を覚ました。

「籠島！　よかった、無事だったんだな！」

　布団ふとんを全部剥はぎ取とられ、強く抱きしめられた。

「……え、ええ？　ええ？」

　な、なんだこの状況は!?

　まだ寝ねぼけているので、急展開に頭が追いつかない。しかしなぜかこの部屋にいたパジャマ姿の神楽井先輩は、混乱する僕を無視して、僕の体を強く抱きしめる。

「よかった……。昨日、夜になっても目を覚まさなかったから、どうしようかと思ってたんだ……ごめんな、私が突き飛ばしたせいで、あんな大おお怪け我がをさせてしまって」

「え？　昨日？　昨日、なにかありましたっけ？」

　昨日は、移動して寝ただけだったと思うんだけど。

「昨日というよりは、前回か……とにかく、よかった。本当によかった……」

「……どうしたんですか？　頭でもぶつけたんですか？」

「それはお前だよ、馬鹿たれ……」

　いや、僕はぶつけてない。

　寝ぼけてるんだろうか、とも思ったが、神楽井先輩の口調があまりに真しん剣けんだったので、戸と惑まどってしまう。

　僕を抱きしめている彼女の体は、小さく震えている。心の底から安あん堵どしている様子だ。とても突き放はなすことなんてできない。

「今度ヘッドロックするときは、ちゃんとおっぱい当ててやるからな！」

「はい、寝ぼけてる決定！」

　速そつ攻こうで突き放した。

　朝っぱらからなにを言い出すんだか。

　どうせギャルゲの夢でも見てたんだろうなぁ。

「ああ、そうだ籠島。ちょっと頭を見せてくれ」

「頭？　まあ、いいですけど」

　神楽井先輩は僕の後ろに回って、後頭部に触れた。

「……やっぱり怪け我がの跡あとはないな。昨日できたはずの大きなたんこぶが綺き麗れいになくなっている──いや、なくなっているんじゃなくて、そんな事実はなかったということか……。やはり個人個人の記き憶おくが改ざんされているのではなく、世界そのものが……」

　ひと通り僕ぼくの頭を観察し終えると、神楽井先輩は顎あごに手を添そえて、ぶつぶつと独り言を言い始めた。

「たまたまなにかの偶ぐう然ぜんで、一回だけループしたという可能性もあったんだが、これはやはり、原因となっている『なにか』を排はい除じよするまで、何度も何度もループするタイプだったのか……まあ、そのおかげで籠島が助かったなんて、なんとも皮肉な話だな……」

　難しい顔で、わけのわからないことを言う。

　いつまで夢の中にいるのだろうか。

　とりあえず早く部屋から出てってくれないかな。男だって寝起きの顔とか見られるのは、ちょっと恥はずかしいんだからさ。

「籠島、今日は合宿初日だよな？」

「そうですよ」

「だよな。ふむ……もはやループ自体は受け入れざるを得ないようだから、受け入れるとして……となると疑問点は『なぜ私だけがループから取り残され、しかもＢ３ワールドにダイブできないのか』と『なぜ桔梗院がいなくなっているのか』の二点か……」

　またもや一人で考えこんでしまう神楽井先輩に、僕が辟へき易えきしていると、

「あー、こんなところにいた」

　織野さんが現れた。

　パジャマ姿ではあったが、いかにも寝ね起おきで飛び出してきたという感じで髪かみがボサボサの神楽井先輩とは違い、身だしなみはきちっとしていた。

「いったいどうしたんですか、神楽井先輩。起きた瞬間に脇わき目めも振ふらずに部屋を飛び出すなんて……」

「織野……いや、えっとその、だな……」

「しかも籠島くんの部屋に来てたなんて……」

「ち、違うぞ織野！　お前の考えているようないやらしいことはなにもしてない！」

「ちょ、ちょっと！　私がいやらしいこと考えてたって決めつけないでくださいよ！」

「うん、いやらしいことなんか全くなかった！　な、籠島？」

「いや。僕、急に抱きつかれましたけど」

「空気読めよお前！」

「だ、抱きつかれた……？　ふ、二人は朝からなにしてたんですかっ！」

　織野さんが顔を真っ赤にし、神楽井先輩が頭を抱かかえ、僕が未いまだに頭が覚かく醒せいせずにぼけーっとしているときだった。

　ぺたぺたと、スリッパで廊ろう下かを歩く音が聞こえた。

「どいつもこいつも朝っぱらから騒さわがしいんだけど。ふぁーあ」

　足音に続いて、気だるげな声も聞こえる。

　その瞬間、神楽井先輩がびくりと身を震わせた。

「ったく。合宿だからってはしゃぎ過ぎなのよ」

「な……」

　ふすまから顔を出した彼女を見て、神楽井先輩は目を見開き、絶句した。

　トレードマークであるポニーテールは解いてあった。いつもと違ちがう髪かみ型がたのせいで、一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったが、それは一いつ瞬しゆんだけだった。



　織野さんに続いて現れたのは──桔梗院さんだった。



「き、桔梗院……なぜ、お前がここにいる……？」

　驚おどろき半分、怯おびえ半分の表情で、神楽井先輩は言った。

　自じ称しよう陰おん陽みよう師じの彼女に対してこういう表現をするのはいささか悪い冗じよう談だんのような気もするが、彼女を見た神楽井先輩のリアクションは、幽ゆう霊れいやお化けに遭そう遇ぐうしたときのそれだ。

　まるで、いないはずの人間を目もく撃げきしたかのような反応。

「はあ？　なによ、いちゃ悪いの？」

「だって……昨日はいなかったじゃないか……」

「昨日？　いや、いたわよ。一緒に電車乗って来たから」

「そうじゃなくて……前回の……。お、お前は、どこかで戦ってたんじゃないのか……今の状況は、妖怪とか怪かい異いとか、そういうお前側の『なにか』が生み出しているんじゃ」

「？　いつまで寝ぼけてんの？」

　桔梗院さんはそう言って、軽くため息を吐ついた。

「……本当に桔梗院なのか？　桔梗院柚ゆず希きなのか？」

　怪け訝げんそうな表情で言う神楽井先せん輩ぱいに、僕はたまらず声をかける。

「どうしたんですか？　いくらポニテを解いてキャラが弱くなったからって、そういうこと言ったら失礼ですよ」

「ちょっと待ちなさい。神楽井よりはるかに失礼な奴がいるわよ」

「桔梗院さんって、突っ張ぱってるけど本当はデリケートな女の子なんですよ」

「おい、話を聞け」

「雨の日に子犬を見かけたら、素す直なおに拾ったりできず、一いつ旦たんスルーしてから、やっぱり気になって戻って来て、そして唐とう突とつに独り言をしゃべり出してから、傘かさだけ置いてくタイプなんですよ」

「あんたはあたしのなにを知ってんのよ！」

　靴くつ飛ばしの要領で飛ばされたスリッパが僕の顔面にヒットした。

　うんうん。僕に対するこの遠えん慮りよない突っ込み。

　間ま違ちがいなく、桔梗院さんである。

「ほら、見ましたか神楽井先輩？　こんなキレ芸は桔梗院さんにしかできませんよ」

「キレ芸!?　ブッ殺すわよあんた！」

　ブッ殺す、と心の中で思ったならそのときすでに行動は終わっていそうな勢いでキレる桔梗院さんだったが、織野さんが後ろから押さえてくれたので、僕に被ひ害がいはなかった。

　そんな騒がしい空気の中、神楽井先輩は一人、暗い顔をしていた。

　僕ら三人が完全にギャグのノリでいる中で、シリアスな空気を保っている。

　そう、空気を読めていなかった。

　彼女だけ──ひどく浮いていた。

　この世界そのものから浮いているかのように。

「まあまあ、落ち着きましょ、桔梗院さん」

　織野さんは後ろから金きん髪ぱつに手を入れて、慣れた手つきで一本にまとめていく。

「はい。いつものポニーテール。ほーら、これでキャラが立ったわよー」

「完全に馬鹿にしてるでしょあんた！　つーか、なに!?　あんたらん中で、どんだけあたしはポニーテールキャラとして浸しん透とうしてるの!?　そんな思い入れないからね、これ！　邪魔だからまとめてるだけだからね！」

「ポニーテール……そ、そうだ！　ツインの方は──ツインテールはどうした!?」

　神楽井先輩が、ポニーテールからツインテールを思い出していた。

　ひどい連想ゲームである。

「ツインテは──栗栖はどこにいるんだ？」

「……なに言ってるんですか、神楽井先輩」

　僕は言う。



「栗栖ちゃんなら、急用が入って来れないって連れん絡らくがあったじゃないですか？」



「ま……また、それ、か……」

　神楽井先輩は、その場にへなへなとへたり込んだ。

「……そん、な……。今度は、栗栖なのか……どうして……？」

　両手で頭を抱えながら、弱々しい声で呟つぶやく。

　混乱し、困こん惑わくしているように見える。

　しかし、なにに対して混乱し、なにに対して困惑しているのかは、僕にはさっぱりわからなかった。





「あれ？　桔梗院さん。サングラス外しちゃったの？」

　場所は変わって夏の海。

　ひと通り海で遊び終えたので、今はパラソルの下に敷しいたビニールシートの上で小休止中だ。

　オーナー夫妻からもらったスイカを切り分けて、三人で食べている。

　スイカ割りをしようって話にもなったけど、三人でやってもあまり盛り上がらなそうだったので、普通に食べることになった。

「ああ、なんか神楽井が『逆パンダにならないように気をつけろよ』とか言ってきたから、一応、念のため外したの」

「ふうん」

「ま、このあたしがそんな間ま抜ぬけなミスを犯おかすはずがないんだけどね」

　得意になって言う桔梗院さん。

　なんだか前フリっぽいセリフだった。

「さ、スイカ切り終わったわよ」

　織野さんが三角形に切ったスイカを配り、みんなで食べる。

「ん？　織野、あんたなにしてんの？」

「うん？　塩かけてるんだけど」

「塩ぉ？」

　桔梗院さんの眉まゆがぴくりと動いた。

「あんたもわかってないわねー。塩なんかかけたら味が濁にごっちゃうでしょ？　素材本来の味を楽しめないようじゃ、まだまだ子供ね」

「……そ、そういうことで子供とか言う方がよっぽど子供だと思うけどなー。こんなの人の好みだし。それに、塩をかけた方が素材の味がより引き立つのよ？」

　織野さんも、若じやつ干かんイラッとした様子になる。

「ふん。スイカは本来の味を楽しむべきなのよ。千利休だって、スイカはスイカ本来の味を楽しむべきだって言ってるしね」

「千利休が怒おこったのは、砂糖をかけられたからでしょ？　塩は別」

「塩も砂糖も一緒よ」

　塩かける派、塩かけない派のバトルが勃ぼつ発ぱつしてしまった。

　この二人って、ちょいちょいしょうもないことで喧けん嘩かするんだよなあ。喧嘩するほど仲がいいってことなんだろうか。

「ねえ、籠島くんは──」

「あんたはどっちが──」

　ネチネチと言い争っていた二人は、第三者の意見を求めるために僕の方を向き、

「あ、ごめん。なんでもない」

「やっぱ、いいわ」

「ええっ!?」

　僕が答える間もなく、質問を取り消されてしまった。

「どうして!?　第三者の僕に意見求めたんじゃないの？」

「いや、だって籠島くんに聞いても、しょうがないっていうか……」

「あんたの答えはなんの参考にもならなそうだからね」

　失敬な！

　まるで僕の味覚が一いつ般ぱん人じんからかなりのレベルでかけ離れているかのようなことを言ってくれちゃって！

「つーかさあ。あんた、どうせ味なんかわかんないんだから、これでも食べてれば？」

　そう言って桔梗院さんは、僕に食べ終わったスイカの皮を投げてよこした。

　今朝からかったことを根に持っていたらしく、その表情はとてつもなくサディスティックだ。女王様みたいな悪い笑え顔がおを浮うかべて、僕を見下ろしている。

「ほらほらぁ。さっさと食べなさいよ」

「まあ、くれるならありがたくもらうよ」

　シートに落ちたスイカの皮を、僕は拾って──食べた。

　うーん、みずみずしくって美お味いしい！

「って食べんの!?」

　僕の極きわめて普通な食事を前にして、女王様スマイルは一瞬で崩くずれた。

「え、食べていいって言ったじゃん。今いま更さら返せって言っても返せないよ？」

「いや、いや、ええ？　ええええ？」

　桔梗院さんはどこか無念そうな声を上げ、織野さんは若干引いていた。

「あ、もしかして二人は、スイカの皮は食べない派？」

「あたしは、スイカの皮食べる派の存在を知らなかったわ……」

「ふむふむ。まあ、さっき二人が塩をかけるかけないで揉もめてたみたいなもんだね」

「一緒にすんな」「一緒にしないで」

　見事にハモる二人だった。

　この二人、僕を相手にするときだけ、やたらと息が合ってる気がする。小こ競ぜり合あいの絶えない二つの国が、共通の敵を見つけて一時的に同盟を組むようなものだろうか。

「……まあでも、実際、スイカの皮を使った漬つけ物ものとか揚あげ物ものとかあるから、一いち概がいには否定できないけど……まさかダイレクトに生で食べるとは」

　料理上手な織野さんは、そう言ってため息をついた。

　ぬう。おかしいなあ。お母さんには「アキラはなんでも食べてえらいねえ。生ゴミが出なくて助かるわ」って褒ほめられて育ってきた僕なのに。

　僕としては、『エビフライの尻尾しつぽを食べる派』ぐらいの割合で、『スイカの皮食べる派』はいると思ってたんだけど、この二人の反応を見るかぎり、僕はかなりの少数派だったらしい。もしかしたらオンリーワンかもしれない。

　そんな風に楽しくおしゃべりをしながら食べていると、スイカはあっという間になくなっていった。

「残りは神楽井先輩に持って行こうか」

　僕がそう言うと、二人は小さく頷うなずき、そしてかすかに表情を暗くした。

　神楽井先輩は体調が悪いらしく、今は部屋にいる。自分のせいで僕らに迷めい惑わくをかけたと思って欲ほしくなかったので、僕ら三人は楽しく海で遊んでいるわけだけど──

「やっぱり、誰か一人ぐらい一緒にいた方がよかったかな」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。来るとき、一応ちらっと様子みたんだけど、布団から起きてパソコンやってたし」と織野さん。

「ふーん。体調不良を直す方法でも、ネットで検けん索さくしてるのかな」

　体調不良のときまでデジタルな先輩である。

　いや、それも致いたし方かたないのかもしれない。

　神楽井先輩にとって、パソコン──コンピューターは心の拠より所どころだ。なによりも頼たよりにしているものであり、同時に依い存ぞんしているものでもある。

　だから──

　もしも彼女がなにか、自分では理解できない事態に遭遇したとしたら、彼女はまず、なによりも早く──検索するのだろう。





　結局、神楽井先輩は海には来なかった。

　夕食は一緒に食べたが、彼女は自分の分だけ食べ終えると、すぐにどこかに行ってしまった。せっかくの合宿だというのに、単独行動が目立っている。

　いくら先輩とは言え、ここは一つ、副部長であるこの僕がビシッと言った方がいいだろうか、とも思ったが、ずっと深刻な表情をしている彼女を見ていると、なにも言うことはできなかった。

　そして、

「……籠島」

　困り果てたような表情をした神楽井先輩が僕の部屋を訪おとずれたのは、夕食を食べ、風ふ呂ろに入り、織野さんと桔梗院さんと三人でトランプで遊び、そしてそろそろ寝ようかと思っていた、そのときだった。

「どうしたんですか、こんな時間に？」

　僕は座ざ布団ぶとんを出だして、深夜の客人を迎むかえ入いれる。神楽井先輩は座布団に正座すると、らしくもない小さな声で言った。

「……お前に、相談したいことがあるんだ」

「相談？」

　オウム返しをすると、神楽井先輩は小さく頷き、そして口を閉ざしてしまった。痛々しい沈ちん黙もくが室内に流れる。

　やがて、

「実は──」

　神楽井先輩は、意を決したように切り出だした。

　胸の前で拳こぶしを握にぎり締めながら。

　少し声を震ふるわせながら。

　不安そうな瞳ひとみで僕を見ながら。

　今にも泣き出しそうな表情になりながら。

　彼女は──自己紹しよう介かいをした。

「私は、未来から来た人間なんだ」





　合宿初日の夜に僕が聞かされた話は、なかなかにＳＦなお話だった。

　サイエンス・フィクションでもあり、少し不思議でもあった。

　寝る前にするお話としては、少々ヘビー過ぎると言っていい。

　神楽井先輩は専門用語を用いずにわかりやすく話してくれたが、しかし『絶対に言えないこと』も多いらしく、全体的にふわっとした説明だった。

　完結にまとめると──

　遠い未来──文明が今よりもはるかに発展し、時間跳ちよう躍やくが可能となり、電脳世界が当たり前のように存在する時代──人々は、現代よりもずっとコンピューターに依存していた。

　人類のほとんどはＢ３ワールドと呼ばれる仮想空間にアバター分身を持ち、日常生活のほとんどをそこの空間で過ごしている。

　その、コンピューターに支配されているような状じよう況きように疑問を持ち、そして行動に移した革命組織の名を『リローダー』という。

『リローダー』の目的は、インフォメーションテクノロジーの撲ぼく滅めつ。そのために彼かれらは、インターネットが普ふ及きゆうした時代を狙ねらって、過去に飛んでいる。

　そんな彼らに対たい抗こうすべく、政府直ちよつ轄かつの危機管理組織は、様々な時代にエージェントを派は遣けんした。

「その一人が──私だ。神楽井もにゅ美だ」

　神楽井先輩はさらに話を続けた。

　質問する暇ひまはなかった。彼女はまるで、僕からの質問を拒きよ絶ぜつしているかのように、話を止めなかった。

　現在の──ループ状況についても話してくれた。

「私達たちは、合宿の初日をループしている。まだ二回目だがな──この不可思議な状況を自覚できているのは、どうやら私だけらしい。無論、どこかには私と同じく、ループから取り残された奴がいるのかもしれないが……少なくとも、この近きん隣りんにはいなかった」

　さらに二つ、おかしなことが起きているらしい。

　一、ループのたびに誰かがいなくなる。一回目では桔梗院さんがいなくなり、二回目では栗栖ちゃんがいなくなった。

　二、神楽井先輩がＢ３ワールドにダイブすることができない。

「──以上、だな……。ええと、うん。こんなものか……」

　話が終わると、神楽井先輩はまた、部屋に入ってきたときのような不安そうな顔に戻もどった。

「いきなりこんなことを言われても、信じられなくて当たり前だと思う……」

　神楽井先輩は、ぎゅっと唇くちびるを噛かみ締める。

「……はあ」

　僕は、これでもかというほどに大きく息を吐いた。

「こんな深夜にいきなりやって来て、なにを言い出すかと思えば……。未来人とか電脳世界とか、そんな荒こう唐とう無む稽けいで突とつ拍ぴよう子しも無い話を信じろ、だなんて」

「……そう言いたい気持ちもわかる、でも、でもな──」



「信じますよ」



　僕は言った。

　神楽井先輩は、はっとして顔を上げた。

「じゃあ、話を進めましょうか。僕にそのことを話したってことは、なにか僕に言わなければならない事情があったんですよね？」

「ちょ、ちょっと待て。ちょっと、ちょっと待ってくれ」

　両手を前に突つき出して、慌あわてた声を出す。

「……信じるのか？　信じてくれるのか、こんな冗談みたいな話を」

「え。冗談だったんですか？」

「いや、違う……。違うが……」

「だったら──信じますよ」

　すると神楽井先輩は、釈しやく然ぜんとしない表情のまま、また下を向いてしまった。

「……お前は、こういう話は、絶対に信じてくれないと思っていた」

「こういう話？」

「こういう、非日常的な話だよ。未来人とか時間跳躍とか──あとは、そうだな。超ちよう能のう力りよく者とか魔ま法ほう使つかいとか陰おん陽みよう師じとか、その辺の話だ」

「あー、なるほど」

　確かに僕は、そういう非日常を信じちゃいない。

　みんなに正体を隠かくして戦う正義の味方なんて──いるはずがない。

　日常を愛し、非日常を夢見ないのが、僕というキャラだったと思う。

「基本的には信じてないですよ。『面白き、事も無き世も、面白い』が僕のポリシーですしね。だから、正義の味方なんか信じません」

　でも、と僕は言う。

「神楽井先輩のことは──信じています」

「…………」

「だから信じますよ、今話してくれたこと全すべて。まだちょっと半信半疑ですけどね」

　というか。

　そんな今にも泣き出しそうな様子で語られてしまっては、男として信じないわけにはいかないだろう。

　神楽井先輩の正体に関してはまるで気づかなかった僕だけど、この人が、こういう顔でこういう嘘を言う人じゃないということは──知っている。

「……そうだったな。お前はそういう奴やつだったよ」

　そこで神楽井先輩は、今夜初めて──いや、今日初めて──すなわち、三回目の合宿初日で初めて、僕に笑顔を見せてくれた。

　張はり詰つめていた気が緩ゆるんだような、隙すきだらけの笑顔だ。

「お前はいつだって、私の馬ば鹿かみたいに適当な言い訳を全て真に受けてくれた。いつだってお前は、人の話を馬鹿みたいに信じる馬鹿だったんだ……」

「あんまり馬鹿馬鹿言わないでくださいよ。傷つきますよ？」

「……まあ、桔梗院の話は信じていないようだが──それは、あいつが信じて欲しいと望んでいないからだろうな」

「桔梗院さん？　桔梗院さんも、なにかあるんですか？」

「……なんでもない。これは私が話していいことじゃないだろう。気にするな。さて、話を戻そう。ええと、どうしてお前に話したか、だったかな？」

「はい」

「答えは簡単だよ。困り果てたからだ」

　そう言って神楽井先輩は、お手上げのポーズをとった。

「今日一日、パソコンとにらめっこして調べてみたが、全く打開策が見つからなかった。Ｂ３ワールドにアクセスできれば、より膨ぼう大だいな情報をより迅じん速そくに収集することができるんだが……それはなぜか不可能だからな」

　だから神楽井先輩は、現代のネットを使って、調べられるだけ調べたらしい。

　一回目のときは、桔梗院さんがいないことから、この辺りの怪かい談だんや都市伝説を中心に調べ上げ、専門外なりに分ぶん析せきしたそうだ。

　しかし二回目で今度は栗栖ちゃんがいなくなったことで、ループが怪異現象であるとは限らなくなった。

「それで、困ったから僕に相談しに来たってことですか？」

「そんなところだ」

「……うーん。こういうとあれですけど、相談する相手間違ってませんか？」

　なんとか事情は飲み込めたけれど、正直なにをどうしたらいいかまでは、さっぱりわからない。神楽井先輩は小さく微笑ほほえみ、「かもしれないな」と言った。

「だが、それで構わない。……実を言うと、精神的にキツかったんだよ。世界から自分だけが取り残されたような気がして、予想外にストレスを感じてしまった」

「つまり、寂さびしかったんですね」

「……端たん的てきに言えばそうなるかもしれないが、端的に言うなよ」

　少し頬ほほを赤らめる神楽井先輩だった。

「やはり、ガク太たを置いてきたことが悔くやまれるな」

　そう言って深くため息をつく。

　ちなみに、ガク太くんが人工知能であり、腹話術は偽にせの特技だということもさっき説明を受けた。そのガク太くん（中身の人格データの方）は、現在はオフラインの状態で、しかも電源を切って保存しているから、どうやってもここには来れないらしい。

「じゃあ神楽井先輩、一つ聞きたいことがあるんですけど」

「なんだ？」

「僕に正体をバラして、大丈夫なんですか？」

　今までずっと隠していたはずなのに。

　必死になって誤ご魔ま化かしてきたはずなのに。

「それは……まあ大丈夫だ」神楽井先輩は少し言いい淀よどんだ。「今は世界がループしているからな。お前にバラしたところで、次の回になったら全部忘れるだろ？」

「あ」

　妙みように納なつ得とくしてしまった。

　そうか、ループしてるわけだから、たとえ今回なにを言ったとしても、次の回になれば記憶は全てリセットされてしまうのか。

「さて。状況説明が終わったところで早さつ速そく行動に移りたいわけだが──もうタイムリミットか」

　神楽井先輩は視線を壁かべのアナログ時計に移した。

　現在の時刻は、十一時五十五分。

「タイムリミット？」

「合宿初日の二十四時になると、時間が強制的に合宿初日の朝に戻されるらしい。前回、眠ねむらずにループの瞬しゆん間かんを見み極きわめようと思ったんだが──不可能だった。二十四時になった瞬間に意識が途と切ぎれ、次に目を覚ましたのは、初日の朝だった」

「じゃあ、あと五分もすれば、また合宿初日の朝に戻るってことですか？」

「そうなる」

「……なるほど」

　複雑な気分だった。もうすぐ今日の思い出が全て消え去って、また新たに今日が始まるのだと考えると、どこか虚むなしい気持ちになる。

「せっかく神楽井先輩の秘密も聞けたのに、それもなかったことになるんですね……」

「心配するな、明日になったらまた話す」

「お願いします。じゃあ、明日は朝から二人で行動しましょうか。時間は限られているみたいですから、早めに動き始めた方がいいでしょう。あ、でも、僕がいない可能性もあるんですよね……」

　桔梗院さんや栗栖ちゃんがいなくなったりしたわけだから、次は僕や織野さんがいなくなる恐おそれがある。いや、もしかしたら、唯ゆい一いつ記き憶おくを引ひき継ついでいる神楽井先輩がいなくなるという可能性も……。

　そんな風に僕が考え込んでいると、

「……ふふっ、ははは」

　唐突に、神楽井先輩は堪こらえ切れないように笑えみを零こぼした。

「なんですか、いきなり？」

「ははっ、いや、すまない。ただ、普ふ段だんのお前とのギャップが面おも白しろくてな」

　穏おだやかな笑顔で言う。

「普段はのほほんとしてるくせに──気づいた途と端たんに頼たのもしくなるんだな」

　まるで別人みたいだよ。

　と、神楽井先輩は言った。

　妙に照れくさくて、僕は目を逸そらし、時計を眺ながめた。

　合宿初日の終わり──二十四時になるところだった。
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　合宿初日の朝。

　僕は、なにかに体を押おし潰つぶされて目を覚ました。

「ごっはあっ！」

「起きろ、籠かご島しま！　朝だ！　三回目の合宿初日の朝だぞ！」

　大きな声が頭に響ひびく。目を開けると、顔からの距きよ離り十センチのところに、松の模様があった。これは確か、ふすまに描えがかれていた模様じゃ……。

「ってなにふすまぶっ壊こわしてんですかっ！」

　ふすまを蹴け破やぶったままの体勢で毅き然ぜんと直立する彼かの女じよに、抗こう議ぎした。

　うわ、どうするんだよ、このふすま……。真ん中から綺き麗れいに折れてるよ、中の細い木がはみ出てるよ、ええ、これ弁べん償しようしないとなんじゃないの？

　朝っぱらからなんなんだよこの先せん輩ぱい……。

「さあ。早く起きろ籠島！　昨日の約束通り、早めに行動するぞ。時間は限られているからな」

「昨日？　約束？　なんの話ですか？」

「ああ、そうか。面めん倒どうだが、もう一度説明しておかないとな」

　神楽かぐら井い先輩は言う。

　実に、あっさりと。

「私は、未来から来た人間なんだ」





「その一人が、私だ。神楽井──って寝ねるなよお前！」

　すぱんっ、と頭を叩たたかれて、はっと目を覚ます。

「……ふぁあ。すいません。急に起こされたから眠くって……」

「まったく。きちんと聞いておけ」

「はい。で、その話、いつオチがつくんですか？」

「オチ？　そんなものはない」

「え。じゃあその話、なにが面白いんですか？」

「いや、面白いとか面白くないとかじゃなくて、私はただ、事実を述べているだけだ」

「事実……？」

　それじゃあ、なにか。

　この人は、自分が未来からやって来た人間だとか言い出したのか……。

　僕は眠い中無理やり起こされて、こんな話を聞かされたのか……。

「あの、神楽井先輩……悪いことはいいませんから、そういうイタい発言は控ひかえた方がいいですよ」

「な……」

「前世が英えい雄ゆうだったとか、異世界からの使者だとか、未来からのエージェントだとか、そういう自意識が肥大した発言は正直聞いててキツいですから。そういう中二発言は早いとこ止めとかないと、栗くり栖すちゃんみたいに取り返しがつかなくなっちゃいますよ」

「お前がさりげなく栗栖にひどいことを言っていることはともかく……ちょっと待て、お前、もしかして──私の話、信じてないのか？」

　神楽井先輩は、裏切られたような表情を僕に向けた。

　いや、そんな表情を向けられても困る。

「信じてませんよ」

　僕は言った。

「朝っぱらから急に起こされて、しかもそんな、あっさりさっぱりの軽いテンションで未来がどうたら言われたって、信じられるわけがないじゃないですか」

　そんな荒唐無稽で突拍子も無い話、信じる方がおかしいだろう。

　せめて──

　もっと危機感や緊迫感に溢れた様子で告白されたならば、また展開は変わっていたかもしれないけれど、今の神楽井先輩のような、ギャグで言っているとしか思えない軽いテンションでの告白では、こっちも真面目まじめに付き合う気がおきない。

　ていうか、眠いのだ。

「……ええ？　嘘うそだろ、お前……」

　神楽井先輩は床ゆかに手をついて、大おお仰ぎように嘆なげいた。

「前回のやり取りはいったいなんだったんだよ……。お前が迷いもせずに『信じますよ』って言ったときの、私の胸のドキドキを返してくれよ……」

「あの、話が終わったなら、寝てもいいですか？　三十分ぐらいは眠れそうなんで」

　未来うんぬんの話を冗じよう談だんだと認にん識しきした僕は、もう一度布団ふとんに入り、二に度ど寝ねを始めた。

　しかし、神楽井先輩は僕を寝かせてくれない。布団ふとんの上から体をゆすってくる。

「ま、待てって籠島。寝るなよ」

「……なんですか、寝たら死ぬんですか？」

「いや、雪山じゃないから死なないけど……と、とにかく、私の話を聞いてくれよ。黙だまって私の話を信じろって」

　しつこいなあ。

　半分眠っているような状態の僕をなんとか起こそうとする神楽井先輩に、僕はうつらうつらとしながら、適当なことを言う。

「……そんなに言うなら、神楽井先輩が未来人かどうかテストします」

「テスト？」

「これから僕がいくつか質問しますから、それに答えられたら、神楽井先輩が未来人だって信じますよ」

「……よし。わかった、それでいい。機密事じ項こう以外で答えられることなら、なんでも答えてやろう」

「じゃあ第一問。ドラえもんのひみつ道具の一つ、タケコプターは、その飛行原理によって二種類に分類されます。一つは揚よう力りよくを発生させて飛ぶタイプですが、もう一つはなにを発生させて飛ぶタイプでしょう？」

「知るかあ！」

　神楽井先輩が全力で突っ込んできたが、僕は気にせず適当なことを言い続ける。

　眠いのである。

「ぶっぶー。時間切れです。正解は、反重力を発生させるタイプでしたー。やれやれ。その程度の知識で未来人を名乗ろうだなんて、ちゃんちゃらおかしいですね」

「待て待て！　なにかおかしいだろ！　未来人はドラえもんに詳くわしくなきゃいけないのか!?」

「当たり前じゃないですか。未来では一家に一台ネコ型ロボットがいるんですよ？」

「いや、世界はそういうロボット工学よりも、コンピューターネットワーク技術が中心となって発展していくし……。ていうか、そもそも、いくら時間が経たっても、ドラえもんはできないぞ？」

「はあ？　ぶっ飛ばしますよ？」

「キレるなよ！　お前の沸ふつ点てんがまるでわからないぞ！」

「ドラえもんは２１１２年にできるんですぅー。『人が想像できることは、必ず人が実現できる』ってフランスの作家のジェール・ヴェルヌも言ってるんですぅー」

「……うわー、面倒くさいな、こいつ」

　そうこう騒さわいでいるうちに、僕は完全に眠ってしまった。





　目を覚ますと、十二時を回っていた。

「……寝ね過すごした」

　二度寝の結果寝過ごすという、うかつ過ぎるミスを犯おかしてしまった。これはもう絶対あの先輩が変な時間に起こしたせいだよ。

　焦あせりながら周りを見ると、枕まくら元もとには二枚書き置きがあった。

　一つは、

『いくら起こしても起きないから栗栖ちゃんと二人で遊びに行きます。プンプンっ』

　これは織おり野のさんのものだろう。筆ひつ跡せきがそうだし、文末の『プンプンっ』から読み取れる、真面目な人が一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってふざけてみました、という感じの、ちょっと寒い茶ちや目めっ気けアピールが、いかにも織野さんっぽい。

　もう一つは、

『お前なんかもう知らないよ、バーカ！』

　この怒いかりに任せて書きなぐったような文字は、たぶん神楽井先輩が書いたものだ。よく覚えてないけど、そういえば今朝、神楽井先輩が部屋に来てなにか話したような……。

「とにかく、外に出るか」

　僕は急いで身み支じ度たくを整え、ふすまを開き、階段を降りて玄げん関かんに向かった。

　玄関では、オーナーが水みず撒まきをしていた。

「おや。おはようございます。ずいぶんとゆっくりだったんですね」

　僕に気づくと、オーナーは苦く笑しよう混じりに言った。

「いやー、ちょっと寝ね坊ぼうしちゃいまして。それで、他の女の子達が、どこに行ったか知りませんか？」

「ええと、胸の大きなお嬢じようさんと胸の小さなお嬢さんは、二人で近くのレストランに行くと言っていましたよ」

「……へえ」

　いくら名前がわからないとは言え、胸以外に判断基準はなかったんだろうか。

「レストラン、ですか……。てっきり海に行ったのかと思ってたんですけど……、あー、でも、やっぱり二人っきりで海ってのは、寂しかったのかな？」

「いやいや。なーにを言ってるんですかお兄さん。お兄さんがいなくちゃ、お嬢さん方が海に行く意味がないでしょう？　女の水着なんて男に見せるためにあるんですから」

　そういうもんだろうか。

　……ていうか、急に馴なれ馴れしくなったな、このオーナー。女子がいないからっておっさんパワーを発揮しすぎである。

「それで、胸が中の上くらいのお嬢さんなら、なにやら険しい顔でどこかに行ってしまいました。私は、場所は聞いていません」

　神楽井先輩はこのおっさんの判断基準では、中の上ぐらいの胸なのか……じゃなくて。

　神楽井先輩は、一人で行動しているのか。

　ふむ。

「じゃあ、その、胸が中の上ぐらいの人は、どこに行ったのか、方向ぐらいはわかりませんか？」

「それは、あっちですけど……」

　オーナーは海岸沿いの道路を指差し、そして、ははーん、という笑みを浮かべた。

「なるほどなるほど。お兄さんの本命は、あのお嬢さんでしたか」

「そういうんじゃないんですって……」

　にやにやとしているオーナーに一方的に別れを告げて、僕は神楽井先輩を捜しに向かった。

　特に理由はない。ただ、今朝のこともあってか、なんとなく気がかりだったのだ。





　海岸沿いの一本道を歩き続ける。どこにいるかわからない神楽井先輩を捜しながらだったから、歩くスピードはとてものんびりだ。

　右手に広がる海と岩場。左手に広がる新緑の山々。そんな夏らしい風景を眺めながら一人で歩いていると、

「ん？」

　少し離はなれた岩場の上に、誰だれかが立っているのが見えた。

　夏真っ盛りだというのに、黒いコートに黒い長ズボンという、実に暑そうな格好をしていた。髪かみは肩かたにかかるぐらいで、後ろ姿では性別が判断できない。

「すいませーん」

　神楽井先輩のことを訪ねようと思い、僕はその人の元に駆かけ寄よった。

「ちょっと人を捜してるんですけど、ど、ど、ど……」

　僕より少し背が高いその人が振り返かえった瞬間──僕は、言葉を失った。

　その人はシャープなデザインの仮面を付けていた。顔をすっぽりと覆おおうタイプで、一いつ切さいの表情がわからない。

　あちゃー、しまったなぁ。

　変な人に声かけちゃったよ……。

「なんだ、私になにか用か？」

　仮面を付けた人は低い声で言った。男だったようである。

「えっと、ちょっと人を捜してまして……」

「それはもしかして、髪が長くて、切れ長の綺麗な目をしていて、背が高くてスタイルがいい、かわいいというよりは綺麗と表現したくなるような女の子のことか？」

「な、なんでわかったんですか!?」

「さっき、そこの道を歩いて行くのを見かけたからだよ」

「ああ、なるほど」

　納得する僕ぼく。

　しかし、ちょっと見かけただけで顔見知りでなければわからないような細かい外見を言えるなんて、よっぽど観察力がある人なんだな。

「この辺りは他には誰もいないし、その女の子がお前の捜し人で間ま違ちがいないだろう」

















「その人がどこに行ったかわかりますか」

「さあ、そこまでは。そこの道を歩いていけば、いつかは会えるんじゃないか？」

「……わかりました、ありがとうございます」

　情報は手に入ったし、これ以上この怪あやしい男と関かかわり合いたくなかったので、僕はこの場を去ろうと思ったのだが、

「それにしても、素す晴ばらしい光景だな。そう思わないか？」

　と、話を振られてしまった。

　うわ、どうしよ。もう去るに去れない。シカトをする勇気は僕にはない。

「燦さん々さんと照らす夏の太陽と、それを受けて輝かがやく大おお海うな原ばら。かすかに潮の香かおりを孕はらんだ風が、肌はだを刺し激げきするのも心地ここちいい。実にいいシチュエーションだ。想おもいを寄せる相手と手を取り合って歩きたい気分になるよ」

「はあ」

「けれど、だ」

　仮面の男は、そこで少し言葉を溜ためた。

「この美しい光景も、全て脳が描いているものだと考えると、虚しくなるよ」

「脳が──描いている？」

「我々人間は、目の前にある世界をそのままに感じ取れているわけではない。感覚器官を通して侵しん入にゆうしてくる情報を脳内で処理し、その中で各おの々おのの世界を創つくり上あげているに過ぎない。そうして脳内に描かれた矮わい小しような箱庭を、人は現実と呼び──そして世界と呼ぶ」

「それは……あれですよね。人は自分というフィルターを通してでしか、世界を感じ取れないとか、そういう話……」

　そういえば少し前に桔き梗きよう院いんさんにこんな話をしたような、と思いながら僕は言った。我ながら漫まん画がかなにかで得た知識をずいぶん得意げに語ったものだと、今いま更さらながらに反省する。

　僕の言葉に、仮面の男は小さく頷うなずいた。表情を察することはできないが、おそらく微笑んだのだと思われる。

「それ故ゆえに──全ては幻げん想そうのようなものかもしれない」

「幻想……」

「そう、幻想だ。夢であり幻まぼろしだ。どこからが幻想でどこからが現実かなんて、誰にもわかりはしない」

　そう言って仮面の男は、その隠れた視線を僕から海へと移した。

「まあ、だからこそ、夢のように楽しい夏休みを存分に楽しめよ、学生くん」

「え、あ。そういう話だったんですか？」

　回りくどいっていうか、論点がかなりズレてる気がするけど……まあいいか。

「友達と旅行で来てるんだろう？　楽しまなきゃ損じゃないか」

「旅行じゃなくて、一応合宿なんですけどね。あなたも旅行かなにかですか？　あ、それとも、ここら辺にお住まいの方ですか？」

「旅行とはまた違ちがうかな。ここに来たのは、仕事というか義務というか……いや、結局は旅行というべきなのかな。私は私自身の尻しり拭ぬぐいのために、こんなところに来たのだから」

　こんなところって。

　あ、いや、ここの地区を馬ば鹿かにしたわけじゃなくて、こんな遠くにまで、とか、そういうニュアンスかな。

「もしかして、遠いところから来たんですか？」

「そうだな。遠いところ、だ」

「県外ですか？」

「もっとだ」

「じゃあ、外国？」

「もっとだな」

「外国よりも遠くって……まさか、宇宙とか？」

「もっともっと」

「え？　宇宙より遠くなんてあるんですか？」

　僕の問いに、仮面の男は平然と、当たり前のように答えた。



「私は未来からやって来たんだ」



　……。

　…………。

「へー。そうですかー」

　僕はにっこりと微笑んで、そう言った。

　うん。ようやくはっきりしたな。

　この人、頭がかわいそうな人だ。

　まあ、最初っから仮面してるわ、世界うんぬんとか語りだすわ、って怪しい要素満まん載さいだったしね。

　暑さのせいでおかしなことになっちゃったんだろうなー。

「あ、じゃあ、僕そろそろ行きますんで」

　これ以上変態さんの相手をするのは嫌いやだったので、僕は嫌けん悪お感と猜さい疑ぎ心しんを顔に出ださないようにしながら、仮面の男とさり気なく別れた。

　海岸沿いの道に戻るとき、背後から、

「しかし今になって思い返すと………のループ現象……世界を繰くり返すとい……篠しの瀬せ…………能力と酷こく似じして……やはりあのとき……私が……」

　と、なにを言ってるんだかさっぱりわからない不気味な危ない独り言が聞こえたので、僕の足は自然と早足になった。





「……まあ、そこまで言うなら、あなたが未来人だって信じますけど……」

「そうか、ありがとう籠島──ってもう深夜だよっ！」

　神楽井先せん輩ぱいの言う通り、もうすっかり夜も更ふけていた。

　場所は僕の部屋。時刻は二十三時五十分。

　あれから、海岸沿いの道で神楽井先輩を見つけたあとは（ちなみに神楽井先輩は息いき抜ぬきの散歩をしていたらしい）、普ふ通つうに合宿らしいことをして過ごした。

　そんな中、神楽井先輩が隙を見ては僕に未来人トークを振って来た。ここまで必死なら、もしかすると本当のことなのではないか、と思い始め、僕は今──深夜になってようやく、彼女の話を信じることにした。

「ちょっともうなんなのお前？　マジでなんなのお前？　一日かけて説得しなきゃ信じないってどういうことだよ。今日一日完全に無む駄だだったじゃないか」

　神楽井先輩は、部屋の座ざ布団ぶとんにどしどしとパンチを打ち込みながら愚ぐ痴ちった。

「その点に関しては申し訳ないと思いますけど……でも、神楽井先輩にも責任はあると思いますよ」

「ああ？」

「に、睨にらまないでくださいよ、怖こわいなあ。いや、だって、寝ね起おきで頭もぼんやりとしてるときに、あんな軽いテンションで『私は未来人だ』とか言われても、ふざけてるとしか思えませんよ」

「……あー、うむ。まあ、そうか」

　一応納得したらしく、神楽井先輩はバツの悪そうな顔になった。

「確かに今朝は、お前が信じるものだと思って完全に油断していたな。対して前回、つまり最初の告白のときは、それなりに緊きん張ちよう感や不安感も持っていた……それらの違いが出たわけか……。人間は、同じ相手に同じ話をされても、状じよう況きようや精神状態によって受け取り方が大きく変わるということだな」

　はあ、と息を吐はき、長い髪に手を入れる。

「……おそらく、籠島が一度『信じない』と認識してしまうと、訂てい正せいが困難なんだろう。お前、かなり思い込みが激しいタイプだから」

「うーん、そうなんですかね？」

『思い込みが激しい』は、『優ゆう柔じゆう不ふ断だん』や『自己中心的なところがある』に匹ひつ敵てきする、誰にでも当てはまる性格診しん断だんのような気がするから、自分じゃよくわからないけど、

「ああ、お前は相当だぞ」

　神楽井先輩がマジな口調でそう言うので、僕は相当思い込みが激しいんだろう。

「とにかく。それじゃあ、次回からは──もしも本当に二十四時になったら時間が巻き戻るならですけど、次回からはもう少し真しん剣けんに僕を説得してくださいね」

「いや。その必要はない。もっと楽な方法がある。昼間散歩していたときに思いついた、秘策がな」

「ほうほう。それはいったいどんな？」

「私が、お前しか知らないことを知っていればいい。そうすれば次回以降のお前は『そ、そのことは誰にも言っていないはずなのにぃ!?　ということはまさかっ！』と、私達たちが今現在ループする事件に巻き込まれていることを信じやすくなるし、加えて、私が未来人だということも信じてくれるはずだ」

「なるほど」

　秘策とか言う割には普通のアイディアですね、と思ったが、今日一日神楽井先輩を相手にしなかった負い目があるので、素す直なおに感心しておく。

「というわけで籠島。今まで誰にも言ったことがないとんでもない秘密をバラせ」

「……いや、今まで誰にも言ったことがないとんでもない秘密は、バラしたくないんですけど」

「しょうがないだろ、緊きん急きゆう事態なんだから我が慢まんしろ。さあさあ、早く恥はずかしい秘密を暴ばく露ろしちゃえって」

　ちょっとわくわくした感じで言う神楽井先輩。なんか楽しんでないか？

　僕は腕うでを組み、考えてみる。しかし、いきなりそんなことを言われても、パッとは出てこない。

「なんでもいいんだぞ。……あ、そうだ。思いつかないなら、お前の好きな属性というのはどうだ？」

「属性？　んー、好きな属性なら、ほのおタイプとでんきタイプですね」

「……属性と言われて真っ先にポケモンが出てくるのがお前らしいな……。じゃなくて、女の子の属性のことだよ。属性って言ったら女の属性に決まってるだろ」

「決まってはないと思いますけど」

「籠島はどういう女子が好みなんだ？　メガネっ娘こか？　ドジっ娘か？　妹か？　幼おさな馴な染じみか？　つるぺたロリか？　ネコ耳か？　人外娘か？　巫み女こか？　メイドか？」

　ゲーム脳な神楽井先輩は興きよう味み津しん々しんな様子でまくし立てるように訊きいてくる。

　なんか、アレだよなあ。

　一いつ般ぱん人じんとオタクの違いって、好きな異性のタイプを聞かれたときに、実在の人物を考えるかフィクションの人物を考えるかの違いなんじゃないのか、とふと思った。

「うーん、そうですねー」

　僕はあまりそっち方面（ギャルゲやエロゲ）には詳しくないけれど、懸けん命めいに自分の好みの属性を探さぐってみる。

「強しいて言うなら、『未亡人』かなあ」

「『未亡人』っ!?」

　神楽井先輩は度ど肝ぎもを抜ぬかれたのか、大きくのけぞった。

「籠島……お前、すごいところをついてくるな……。さすがの私も全く予想していなかったぞ……」

「え。よくないですか、『未亡人』？　僕、『めぞん一刻』とか、すごい好きなんですよね。こう、元夫を引きずっている姿とか、元夫と主人公との間で心が揺ゆれ動うごく様とかに、グッと来るんですよ」

「……いい顔で言いやがって」

　神楽井先輩は若じやつ干かん引いているようだった。

　どうも女性の趣しゆ味みが合わなかったようだ。そう言えば神楽井先輩がやってるゲームは、ほとんどが学園ものだったな。

　うーん。いいと思うんだけどなあ、『未亡人』。

　最近、漫画やアニメに出てくる女の子が未成年ばっかりだから、僕の未亡人好きはその反動なのかもしれない。

　そろそろ、二十代後半の女性がメインヒロインのアニメとかを見てみたいものだ。

「そうか……私が籠島と付き合うためには、一回他の誰かと結けつ婚こんしてからその夫をなんらかの方法で殺害しなければならないのか……ハードル高けー」

「いや！　未亡人が好きだっていうのは、あくまでフィクションの話ですからね！　旦だん那なさんを殺さないでください！」

　あくまで、未亡人の女性をメインとした人間ドラマが好きということである。

　実際付き合うなら未亡人は嫌だ。普通のかわいい女の子がいい。

　ん？　でも、今神楽井先輩、僕と付き合うとかそんな話をしてたような……いや、言葉の綾あやかな。

「……まあ、とにかく、キーワードは手に入ったな。『未亡人』……これがお前に私の話を信じさせるためのキーワードだ」

　嫌なキーワードになってしまった。かっこよさ皆かい無むである。

「確かく認にんしておくが籠島。お前、未亡人好きを誰かに漏もらしたことはないんだよな？」

「ないですよ。こんなこと話す機会なんてないですからね。あ、誰にも言わないでくださいね。神楽井先輩だから話したんですから」

　僕が念を押すと、神楽井先輩は「ああ、約束する」と頷いた。

　こうして、明日のための──次回以降のための準備がひとつ終わった。

　そうなると、話は次の段階に移さなければ。

「ところで神楽井先輩。僕を仲間にする下準備はこれでいいとして、具体的な今後の方針なんかは決まってるんですか？」

　この困った事態を解決するために──なにをするか。

「一応は考えてある。事態が事態だけに、漠ばく然ぜんとしたものだがな」

　神楽井先輩はキリッとした表情になり、真面目な口調で言う。

「今我々が巻き込まれているこのループ状況には、誰かしら犯人がいるはずだ。犯人、というよりは原因となっている者、か。そいつに自覚があるのかどうか──悪意があるのかどうかはわからない。もしかしたら無自覚にループを引き起こしている可能性もある」

「ちょっと待ってください。犯人がいることは決定なんですか？　天災みたいなものに、巻き込まれたってこともあるんじゃ……」

「もちろんその可能性もあるが、私は人じん為い的てきな事態と踏ふんでいる」

「どうして？」

「私はこの三回繰り返しの中、遊んでいたわけではない。一回目のとき、桔梗院がいないとわかってから、他にも誰か消失した人間がいないか、調べていた。この近辺で聞き込みをしたり、ネットを使ったりしてな」

　その結果、ループ一回目のときは、桔梗院さん以外にいなくなった人はいなかったという。

「二回目にいなくなったのは栗栖だ。私は一回目と同じように、調べたよ。だが、栗栖以外にいなくなった人間はいなかった」

　そして三回目。

　再び桔梗院さんがいなくなった今回も、結果は同じだったらしい。

「つまりこのループは、何者かが我々を狙ねらって起こしている可能性が高い」

　我々。それは合宿に来ているコン部のメンバーを指すのだろう。

　僕らが、誰かに狙われている？

「いったい、なんのためにですか……？」

「わからん。さっぱりわからん。だが、何者かの意思によって、我々が被ひ害がいを受けているという可能性が非常に高いな。……というか、事故や天災だったらどうしようもないから、犯人がいることを前提として調べるしかないだろう」

　ふむ。わかったような、わからないような。

「だから私達がすることは犯人捜しだ。なんとかして怪しい人物を見つけ出すしかない」

　まあ、そうなるか。

　とりあえずの手段としては、間違っていないだろう。もし間違っていたなら、別の手段を取ればいいだけの話だ。

　いつまで経っても明日が来ない、この状況。

　皮肉な話だが、時間はいくらでもあるのだから。

「しかし……私はこの三回で、犯人らしき人物を見つけることはできなかった……。籠島はどうだ？　怪しい奴やつは見かけたか？」

　それは、実に軽い調子の質問だった。期待がまるでこもっていない。完全にダメ元で訊いていることがよくわかる。

「そうですねえ」と、僕は今日一日を思い返す。

　怪しい奴か。まあ、そんな奴にはまるで心当たりが──



　──私は未来からやって来たんだ。



　…………。

　あれ。

「む。どうした籠島。尋じん常じようじゃないほど汗あせをかいているぞ」

「か、神楽井先輩。そ、その、なんていうか、あれですよね。怪しい奴ってのは個人の主観でしか語れないっていうか……なにが怪しくてなにが怪しくないかなんて、人によってまるで変わってしまうっていうか……」

「そう言われればそうだな。漠然と怪しい奴と表現しては、確かに基準が曖あい昧まい過ぎるかもしれない」

「ですよね！　だから──体形を隠かくすようなコートを着ていて、さらに正体を隠すための仮面を着用してて、おまけに『私は未来からやって来たんだ』とかカミングアウトしちゃう男がいたとしても、怪しいとは限りませんよね？」

「いやお前それは怪しいだろ！」

　身を乗り出して大声で怒ど鳴なられた。

「か、籠島！　お前、そんなわかりやすく怪しい奴と接せつ触しよくしたのか!?」

「は、はい……」

「なんで見み逃のがすんだよ！　なんでスルーするんだよ！」

「だ、だって……そのときは、ループとか未来人とかよくわかってませんでしたし……それに、変人の奇き行こうは一度きちんと受け止めた後で、華か麗れいにスルーするのが僕のモットーですから」

「はあ……。本当にお前って奴は……」

　盛大なため息を吐きながら、がっくりと肩を落とす神楽井先輩。

　僕が変人の奇行をキャッチ＆リリースするようになったのは、四分の一ぐらいは神楽井先輩が原因なんだけど、まあ今は黙っていよう。

「その仮面の男を犯人と断定するのは早計かもしれないが、しかし、そいつが事情をわかっている奴であることに間違いはないだろう。未来から来た、か……」

「あの……そもそもの疑問なんですけど、時間を巻まき戻もどしてループさせるなんて可能なんですか？　未来だと、そういうこともできるようになるんですか？」

　時間跳ちよう躍やくが可能になった未来ならば、そういうこともできてもおかしくないかな、と僕は思っていたのだが、

「不可能だ」

　神楽井先輩は──きっぱりと否定した。

「時間を巻き戻す技術など聞いたこともない。時間跳躍とはわけが違う。私の時代の科学力であろうと無理だな。世界そのものを巻き戻すなんてことはできないし、擬ぎ似じ的てきな空間を作り出して人間を閉じ込める、なんてこともできない」

　ふむ。『タイムマシン』は可能でも、『タンマウォッチ』は不可能ってことか。まあ、なんとなく後者の方が発明は難しそうな気はする。

「ってあれ？　じゃあ、未来から来た仮面の男は犯人じゃないんじゃ？」

「話をちゃんと聞いていたか？　私は、私の時代の科学力では無理だ、と言ったんだ」

　神楽井先輩は言う。

「私のいた時代よりも、さらに先の未来から来たという可能性もあるだろう」

「…………」

　確かに仮面の男は「未来から来た」としか言っていない。なるほど、時間すら操あやつれるようになった時代の人間が、この時代にやって来て、僕らをループ状況に閉じ込めているという可能性もあるのか。

「あくまで可能性の話だがな。もしかすると──私とは縁えんのない世界のことが原因ということも考えられる。魔ま法ほうとか、超ちよう能のう力りよくとか、呪じゆ術じゆつとか、もしもこの世にそういったものが存在するのであれば、私は専門外だ」

　神楽井先輩はやけにわざとらしくそう言った。

「心配しなくても、この世には魔法も超能力も呪術もありませんから、神楽井先せん輩ぱい絡がらみの事件で間違いないと思いますよ」

　僕が当たり前のアドバイスをすると、神楽井先輩は「……そうだな」と苦笑した。

「とにかく、お前が会ったという仮面の男を捜すしかない。ループさせている手段も目的も、取っ捕つかまえてから聞き出せばいい」

　その言葉に、僕は頷いた。

　三回目の僕は──三回目の僕なりの思いを込めて頷いた。

　それから、仮面の男の詳しよう細さいな容よう貌ぼうを伝えているうちに、時刻は二十四時を迎むかえた。
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　合宿初日の朝。

　僕が目を覚ますと、枕元には神楽かぐら井い先輩が座すわっていた。

「おはよう十三回目の籠かご島しま。早さつ速そくだが聞いてくれ。私は──」

　そして──現在の僕ぼく達たちが巻き込まれている状況についての説明を受けた。

　突とつ拍ぴよう子しも無い話だったが、神楽井先輩が、どうしてか僕が『未亡人』好きであることを知っていたため、信じざるを得なかった。

　話によると、現在はループ十三回目らしい。

　十三回、世界は繰り返されているらしい。

　いつまで経っても、合宿二日目にはならないらしい。

　その度に僕は記き憶おくをリセットされているが、神楽井先輩は記憶を引ひき継ついでいる。

「目が覚めてから女子部屋を確認したところ、栗くり栖すしかいなかった。今回いなくなっているのは織おり野のと桔き梗きよう院いんだ」

　確かに僕には、その二人が急用で来られなくなったという記憶がある。

　神楽井先輩が言うには、世界がループする度に、合宿に不参加の人が変わるそうだ。

　十三回のループの間、不参加の人間は、織野栞しおり、栗栖＝クリムゾン＝紅く莉り亜あ、桔梗院柚ゆず希きの中から、ランダムに決まることが判明した。

　しかも、一人欠席と二人欠席のパターンの二種類がある。

「なぜか──私とお前はいつもいる。理由はわからん。もしかすると、これすらも犯人の目的なのかもしれない」

　僕と彼女だけは──物語から欠席できなかった。

　この世界で（おそらく）唯ゆい一いつ記き憶おくを引き継いでいる未来人神楽井もにゅ美みと、彼女から話を聞かされた籠島諦あきらが、十三回のループの間なにをしたかというと、犯人と思おぼしき仮面の男を捜していたそうだ。

　僕がループ三回目に会った、あまりにも怪しい仮面の男。

　当然、僕に仮面の男と会った記憶はない。だから三回目の僕が説明した仮面の男の容貌を、もう一度僕ぼくが説明されるという、変な伝言ゲームになっている。

「しかし、いくら捜しても仮面の男は見つからなかった」

　僕が彼かれと出会った岩場に向かっても、民宿『ひまわり』とその近辺を時間の許す限り捜しても、仮面の男は存在しなかったという。

　そうして、行いき詰づまった神楽井先輩が次に取った手段は、内部調査だった。

「内部調査、ですか？」

「私達の中に犯人に通じている奴がいないかどうか調べるということだ。籠島。お前には今回、栗栖の様子を見てもらう。別になにかをしろというわけじゃない。ただ一いつ緒しよにいて、なにかおかしなところがあったら、私に報告してくれればいい」

「……友達を疑うんですか？」

　胸に生まれたもやもやとしたものを、僕は正直に口に出した。

「そうじゃない。友達を信じたいからこそ、だ。それに、もしかしたら、あいつら三人の内の誰かが、本人の自覚とは関係なく事態に関かん与よしているかもしれないだろう？　中身が爆ばく弾だんとは知らずに郵便物を届けてしまう配達員みたいにな」

「…………」

「というか、この話をするのは三回目だ」

「え」

「前回と前々回に、織野と桔梗院は調べてもらった。……まったく、お前は毎回同じ反応をするんだな。友達思いなのは立派だが、いい加減その反応にも飽あきたぞ」

　ちなみに、前回と前々回の僕の報告によると、織野さんと桔梗院さんに怪しいところはなかったらしい。

「……自分で言うのもなんですけど、僕の報告や調査なんて当てになるんですか？」

　怪しいところやおかしいところを、凄すさまじい勢いで見逃す自信があるぞ。

「正直当てにしていない」

　神楽井先輩は正直に言った。正直に言われるとちょっと傷つく。

「すでに私が、あの三人と何回も共に行動し、『異常なし』と判断の下した後に、もう一度お前に頼たのんでいるわけだからな。検算のようなものだ」

　そこで神楽井先輩は、疲つかれた笑えみを浮うかべた。

「……とりあえず、思いついたことは全部やってみるしかないだろう」

「そう、ですね……」

　空気が少し暗くなる。と、彼女はすくりと立ち上がり、暗い雰ふん囲い気きをかき消すような明るい声で、こう言った。

「まあ、少しは期待してるけどな。私では見えなかったものが、お前には見えるのかもしれない。あいつらが私には見せてくれなかったものを、お前には見せてくれるのかもしれない」





　というわけで。

　僕の為なすべきことは、栗栖ちゃんと二人で遊ぶことである。

「美お味いしいですね、これ。私、かき氷って始めて食べました」

　スプーンを片手に、にこにこと微笑ほほえみながら言う。

　僕と栗栖ちゃんは、民宿の玄げん関かん脇わきにあるベンチで、海を眺ながめながらかき氷を食べていた。僕がブルーハワイ味で、栗栖ちゃんがいちご味。オーナーに作ってもらったものである。

　海に行くかという話にもなったのだけど、やはり二人で海は寂さびしいということでやめにした。

「神楽井先輩も一緒に外で食べたらいいのに。いったいなにをしてるんですかね？」

「さあね。でも部屋に持ってったら受け取ってくれたから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　神楽井先輩は部屋にこもって、状況を打開するために動いている。具体的になにをしているのかは聞いていない。どうせ聞いてもわからないだろうし、それに、僕の記憶は二十四時になればリセットされるのだから、詳細な情報を僕が知る意味はないだろう。

















　僕はただ、彼女の指示通り動くだけだ。

　今回の──十三回目の僕の仕事は、栗栖ちゃんの観察だ。

　そういうわけで、朝から一緒にいて僕なりに観察しているわけだけど、今のところなにもおかしいところはない。いつもの栗栖ちゃんだ。

「あ、そういえば籠島先せん輩ぱい」

　僕がいろいろと思考を巡めぐらせていると、栗栖ちゃんが話を振って来た。

　実に無む邪じや気きな笑え顔がおで言う。



「籠島先輩って、童どう貞ていなんですか？」



「…………」

　思考がフリーズした。危あやうくブルーハワイを落っことすところだった。

　……あれ？　この子、無邪気な笑顔でなに言ってんの？　こんなこと言うキャラだっけ？　これ、おかしいこととして神楽井先輩に報告していいんじゃね？

「……ま、まま、まあまあ、そうねー、そうかもねー……。童貞じゃないと言ったら嘘うそになるのかもしれないけど。けどまあこういうのは解かい釈しやくの仕方が多数あって、所しよ詮せん人間という生き物は個人の主観でしか物事を語れないから一いち概がいには言い切れなくて、個人の考えを全体の考えとして言い切るのは危険だからなんとも言えないかなー」

　僕が冷ひや汗を流しながら挙きよ動どう不ふ審しんになっていると、栗栖ちゃんは少し頬ほほを赤らめて、

「あ、あれ？　もしかして私、変なこと聞いちゃいましたか？　す、すいません！」

　と、謝あやまってきた。

「えと、その、実は……私、童貞って言葉の意味をよくわかってなくて……」

「あ、なーんだ。そうだったのか」

　だったら納なつ得とくだ。栗栖ちゃんってたまに、驚おどろくほど常識に疎うとかったりするからな。

　まるで異世界からやって来た人みたいに。

「こないだ、籠島先輩がいないときに、他のみなさんと話していたら少しそういう単語が出てきて……」

　僕が不在のとき、コン部の女子はかなりディープなガールズトークをしていたらしい。女子って女子だけになるとそんな感じになるのかなぁ……。

「桔梗院先せん輩ぱいに聞いたら、『はあ!?　し、知らないわよ、そんなの！　織野にでも聞けば？　あいつ、けっこうムッツリだから』って言われて」

「……モノマネ上う手まいね」

「織野先輩に聞いたら、『……え、えーっと、そういうのは神楽井先輩に聞いた方がいいわよ。うん、あの人、変なゲームばっかやってて詳くわしいから。私が間違った知識教えちゃうとあれだしね』って言われて」

　栗栖ちゃんはたらい回しにされたようだ。

「神楽井先輩に聞いたら、『籠島みたいな奴のことだ』と」

　おい。直接的過ぎるぞ、先輩。

「それで籠島先輩に尋たずねたわけなんですけど……。あの、やっぱり変なこと聞いちゃいましたか？」

　申し訳なさそうな様子でそう言われたら、こっちとしては、

「いや、全然。気にしなくていいよ」

　と、言うしかなかった。

「本当ですか。じゃあ、童貞ってなにか教えて欲ほしいです！」

　しまった。

　拒きよ絶ぜつしなかったら食いつかれた。

　ああ、今ならわかるなあ。

　僕が、「ねーねー、お母さん。赤ちゃんはどうやって生まれてくるのー？」と尋ねたときのお母さんの気持ちが。結局お父さんが「赤ちゃんはな、セックスでできるんだ、セックスで！」と教えてくれて、それでお母さんと大おお喧げん嘩かになったりしてたけど、今となってはいい思い出だ。

　栗栖ちゃんが好こう奇き心しんにあふれたキラキラとした目で見つめてくる。そんな目で見つめられたら黙だまっていることもできない。

「ど、童貞っていうのは……あ、あれだね。ま、魔ま法ほう使つかい予備軍かな。三十歳さいまで童貞でいると、魔法使いになれるっていう伝説があるし……」

「魔法使い予備軍!?　童貞は魔法使いになれるんですか!?」

　あ、やばい。と思ったときにはもう遅おそかった。

「そんな……こっちの世界にも魔法が使える人がいるなんて。こっちの人は、体質的に魔法が使えないはずなのに……でも、もしも本当なら……。籠島先輩！　詳しく教えて下さい！」

　超ちよう食いつかれた。やっちまった。栗栖ちゃん相手に魔法は禁句だった。

　圧力が二割増しとなった視線に気け圧おされて、僕はたじろぐ。くそ、この純じゆん粋すい無む垢くな視線からは逃のがれられない。

　追おい詰つめられて困り果てるが──その瞬しゆん間かん、頭に閃せん光こうが走った。

　そうだ、ピンチはチャンスだ！

「栗栖ちゃん」

「はい」

「童貞っていうのはね、実は食べ物なんだ」

「え。食べ物なんですか？　さっきの魔法使いがどうこうってのは？」

「ああ、それは一いつ旦たん置いといて。同音異義語とかそういうのだから。とにかく、童貞というのはとても美味しい食べ物なんだ」

「はあ」

「童貞は、東南アジアとかロシア北部とかに伝わってるっぽい、伝統的な食材っぽい食べ物だよ。筆を使った特とく殊しゆな調理方法で食べることが多いから、童貞を食べることは専門用語で『筆おろし』という」

「へえ」

「ちょっとしたコネがあって、僕も持ってるんだよね、童貞。それも超ちよう極ごく上じようのヤツ。栗栖ちゃんは、食べてみたい？」

「そうですね。美味しいものなら食べてみたいです」

「僕の持ってるの、食べちゃいたい？」

「食べちゃいたいです」

「うん。じゃあ、ちょっと甘あまえた感じで、はいどうぞ！」



「私、籠島先輩の童貞、食べちゃいたいです」



「………………………」

　いろんな意味で死ぬかと思った。は、破は壊かい力りよく半はん端ぱねえ……。

　二つの後こう悔かいが僕の心をぎりぎりと締しめ付つける。

　一つは、純粋無垢な少女を穢けがしてしまった罪悪感にも似た後悔。

　もう一つは……ＩＣレコーダーを持っていないことに対する怒いかりにも似た後悔だ。

　さて。

　ふざけるだけふざけたところで、ちゃんと教えて上げるとするか。あどけない少女をここまで貶おとしめてしまったんだ。責任を取るとしよう。

「……籠島先輩？　どうしたんですか、急にベンチに正座して」

「栗栖ちゃん。きみも正座するんだ。これから真面目まじめな話をするよ」

「……？」

　きょとんと首をかしげながらも、言う通りにベンチに正座して、僕と向き合った。

　さあ。籠島諦プレゼンツ、良い子のための性教育の時間である。

　僕は、きちんと正しい知識を教えて上げた。比ひ喩ゆ表現や婉えん曲きよく表現で逃にげることもせずに、面と向かってガチンコで伝えた。さすがの栗栖ちゃんも性せい行こう為いについての知識はある程度あったようで、童貞の意味はすぐに理解してくれた。

　僕の懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明の途と中ちゆう、何度か「やんっ」と目をそらされることがあったけど、その度に僕は、これでもかというほど真剣な声こわ音ねで、「恥ずかしいことじゃないさ。誰でも通る道だよ」と優やさしく道を説いてあげた。

「あ、あ、あぅあぅ……」

　話が終わると、栗栖ちゃんは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「へ、へ、変なことを聞いてしまって大変申し訳ありませんでしたぁ……」

　もにょもにょと声にならない声を出しながら、深々と頭を下げる。元が正座の体勢だったので、茶さ道どうや剣けん道どうの礼みたいになってしまった。

「いいんだよ。知らなかったんだからしょうがないさ」

　僕は先輩らしく優しい声をかけながら、頭を撫なでてあげた。

　これにて、一件落着である。

「……あれ？　じゃあさっき、籠島先輩が、食べ物だなんだって言ってたのは、どういう意図があったんでしょうか……？」

「さあ栗栖ちゃん！　次はなにしようか！　あ、かき氷の器は、僕が栗栖ちゃんの分も片付けて来てあげるよ！　じゃ、僕が戻ってくるまでになにしたいか考えててね！」

　勢いよくベンチから立ち上がり、空になった器を二つ重ねて民宿の中へと入った。栗栖ちゃんはどこか釈しやく然ぜんとしていないようだったが、まあなんとか誤ご魔ま化かせたことだろう。

　台所に向かい、流しで食器を洗っていたオーナーに声をかけた。

「かき氷、ごちそうさまでした。これ、どこに置けばいいですか？」

「ああ、わざわざありがとうございます。そこのテーブルに置いといてください」

　言われた通り、二人分の器を置く。

「部屋で食べてる人の器は、後で持ってきますね」

「助かります。しかし、そのお嬢じようさんはどうして部屋に閉じこもってるんですかねえ。こんなにいい天気だっていうのに」

「まあ、いろいろありまして。別に体調不良とかじゃないんで、心配しないでください」

　オーナーは蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止めると、エプロンで手を拭ふきながらこっち歩いてきて、

「もしかして痴ち話わ喧げん嘩かですかぁ？」

　と、的外れな質問をしてきた。

「そういうんじゃないですよ」

「お兄さんがずっと胸の小さなお嬢さんとばかり一緒にいるから、中の上ぐらいの胸のお嬢さんが拗すねちゃったんですよ、きっと」

　肘ひじでぐいぐい押おしてくる。正直、ちょっと鬱うつ陶とうしい。女子がいないからって、ここぞとばかりに親父おやじパワーを発揮してきたな。

「そんな人を貧乳マニアみたいに言わないでくださいよ。僕はどちらかと言えば大きい方が好きなんですから」

「へえ。お兄さんの本命はあの胸の大きなお嬢さんでしたか。大本命の彼かの女じよが欠席なんて、ついてませんね」

「確かに織野さんの胸は……いや、とにかくそういうのじゃ──」



　──え？



「おや。どうしました、お兄さん。固まっちゃって？」

「あー、いえ。なんでもないです。じゃあ、僕そろそろ行きますから」

　そうして、僕は逃げるように台所を後にした。まずは民宿の外に向かい、栗栖ちゃんに話しかける。

「栗栖ちゃん、ちょっとここで待ってて。僕、神楽井先輩と話があるから」

　そう告げると、不思議そうな顔をしながらも、「わかりました」と言ってくれた。本当に素直でいい子だ、と改めて実感した。

　それから、二階の女子部屋に向かう。

　自然と──駆かけ足あしになってしまった。

　ふすまの前に立って声をかけると、神楽井先輩はすぐに出てきた。

「どうした。器の回収か？」

「神楽井先輩……」

　僕は言う。

　鼓こ動どうが速まるのを、感じながら。

「オーナーが、記憶を引き継いでいます」

「っ！　どう──」

　神楽井先輩は言葉の途中ではっとして口をつぐみ、小声で、「……部屋に入れ」と言って僕を女子部屋に通した。

　二人分の荷物しかない女子部屋。神楽井先輩は険しい表情になり、声を潜ひそめて、僕に説明を要求してきた。

「どういうことだ籠島？　オーナーが、あの中年男が、記憶を引き継いでいるとそう言ったのか？」

「はい。おそらく、神楽井先輩と同じように」

　僕は──さっき生まれた違い和わ感かんをそのまま口にした。

「あのオーナー、織野さんが巨乳なことを知ってたんですよ」

「はあ？　それのなにが……っ！　そうかっ！」

　巨乳、というふざけたワードのせいか、一いつ瞬しゆん苛いら立だちを見せた神楽井先輩だったが、すぐに気づいたらしい。

　そう。

　あのオーナーが、織野さんが巨乳なことを──織野さんの見た目を知っているはずがないのだ。

　だって、この合宿に織野さんは参加していないのだから。

　十三回目の合宿に参加しているのは、僕と神楽井先輩と栗栖ちゃんの三人だけ。

　残りの二人は急用で欠席している。そういうことに、なっている。

　神楽井先輩が一いつ瞬しゆん気づかなかったのも無理はない。彼女は十三回も合宿を経験しているのだ。その中には織野さんが参加していた回もあると聞いている。ならば、織野さんとオーナーが会っている回もあったのかもしれない。

　けれど──今回は、今回に限っては、オーナーが織野さんと会っていない。

　それなのに彼が、織野さんが巨乳であることを知っているということは──

「あいつは、私と同じように記憶を引き継いでいるのか……！」

　神楽井先輩は息を荒あらくし、拳こぶしを握にぎりしめた。

「……でも神楽井先輩。一つだけ疑問なんですけど……オーナーのことは、神楽井先輩がすでに調べたはずですよね？」

　そこだけが引っかかっていた。

　神楽井先輩は、すでにこの民宿周辺の人物はひと通り調べたと言っていた。当然、あのオーナーのことも調べたはず。彼は、ある意味僕らの最も近くにいた存在であり、最初に疑うべき相手だ。

　神楽井先輩が見逃したことを、僕が気づくなんて。

「……籠島は、百人一首をやったことはあるか？」

　やったことがなかったので、首を横に振ふる。

「私もできるというわけじゃないが、歌は全部覚えている。古典の成績をなんとかしようと百人一首のゲームを始めたんだが、なかなか面おも白しろくてハマっていた時期があった」

　古典の成績を上げるために百人一首をやるのは、間ま違ちがってはいないけど効率が悪すぎるのでは、と思ったが、話の腰こしを折りたくないので黙っておく。

「百人一首では、並んだ札の位置を制限時間内に覚える能力が必要なんだが──それと同じくらい覚えたことを忘れる能力も必要らしい」

「忘れる能力？」

「一日に何試合もする場合、前の試合の記憶が邪じや魔まになる、ということがあるそうだ」

　前の試合の記憶が邪魔になる。

　前回の記憶が──邪魔になる。

「今の状じよう況きようと似ていると思わないか？」

　神楽井先輩はそう言って、軽く肩かたをすくめた。

「今気づいたよ。このループ状況、記憶を引き継いでいる人間がそのことを誤魔化す場合、回を増すごとに難しくなっていく」

「……そうか」

　同じ記憶を引き継ぐ人間でも、そのことを隠す必要がない神楽井先輩と、そのことを隠す必要がある人間とでは、話が変わる。

　僕達との接触を繰くり返かえす中、どこまでが前回以前のことで、どこからが今回のことかを常に把は握あくしていなければならない。

　最初の内は、そう難しくないだろう。

　けれど、回を増すごとにわけがわからなくなっていくはずだ。

　優ゆう秀しゆうな人間であればあるほど、記き憶おく力りよくが優すぐれていればいるほど。

　そしてオーナーは、今回、とうとうミスを犯おかした。

「無論、記憶を引き継いでいるだけでは犯人とは断定できない。現に私もなぜか記憶を引き継いでいることだしな──だが」

「そのことをわざわざ隠していたということが、犯人の証明になる！」

　二人で大きく頷うなずいた。

　神楽井先輩の口元には、堪こらえ切れないような笑みがあった。無理もない。

　なにをどうすればいいのかわからない、闇やみの中で手て探さぐりに歩き回っているような状況に、ようやく光明が差したのだ。

　僕の感覚で言うと調査時間は半日足らずだが、神楽井先輩からしてみれば、二週間近く調査して、やっと犯人に近づいたのだ。

「よし籠島、これからの作戦を立て──」



「あーあ。バレちゃったか」



　と。

　不意に、がらりとふすまが開いた。僕と神楽井先輩は反射的に身構える。

「もにゅ美の言う通り、十三回目ともなるとさすがにしんどくてな。そうだそうだ、今回は巨乳の子じゃなくて貧乳の子の回だったよ」

　女子部屋に侵しん入にゆうしてきたのは──オーナーだった。

　しかし、明らかに様子がおかしい。少なくとも僕が──十三回目の僕が知っているオーナーは、こんな口調ではしゃべらない。

「私のミステイクと言えばミステイクだけど、いい加減この閉じた世界にも飽きていたとこだったから、グッドタイミングと言えばグッドタイミングかな」

「……何者だ、貴様」

　温和な笑顔からは程ほど遠とおい、にやにやと癇かんに障さわる笑みを浮かべたオーナーに対して、神楽井先せん輩ぱいは敵意のこもった声で応じた。

「馴なれ馴れしく私のファーストネームを口にするな」

「ん？　ああ、そうだそうだ。うっかりしてたよ。こんなメタボのおっさん体型じゃ私だってわかるはずもないか」

　オーナーは言う。

「私だよ。石神しやくじ井いヒヒ彦ひこだ」

「っ！」

　その名前に、神楽井先輩は目を見開いた。

「知り合いなんですか？」

「……同どう僚りようだよ」

　神楽井先輩はオーナーから──石神井さんから目を逸そらさないまま答えた。

　同僚。ということはつまり、この人も未来から──

「おいおいもにゅ美、日本語には気をつけろよ。そんな言い方をしたら、私とお前が同じ立場に聞こえるじゃないか。きちんと上司と部下の関係だと教えてあげなさい」

「ふん。直属の上司でもないお前を敬う理由はない」

「相変わらずじゃじゃ馬だなあ、もにゅ美は」

　石神井さんはやれやれという感じで息を吐はき、大げさに肩をすくめた。

「……いったいなんのつもりだ、ヒヒ彦」

「なんのつもりって？」

「とぼけるな！　なにをしにこの時代に来た！　こんなループ状況に私を閉じ込めてなにがしたい！　それに、どういう理論で、この状況を生み出だしている！　しかもお前……」

「おいおーい。落ち着け落ち着け。私はエリートだから、三つや四つの質問を一辺に処理することは可能だけれど、それでも人間だから口は一つしかないんだよ」

　怒鳴るような声は、全すべて軽かろやかに受け流されてしまう。神楽井先輩は一層不ふ機き嫌げんな顔になるが、石神井さんはそんなことは気にも留めずに、マイペースに話を進めた。

「ええと、まずは、私がなにをしに来たか、かな。それは簡単だよ。もにゅ美、私はお前の監かん査さに来た」

「監査、だと？」

「そ。そっちからの報告なんていくらでも誇こ張ちようができるからさ。きちんと仕事をしてるかどうか、定期的に抜ぬき打うちで監査員を送ってるというわけさ。テロリストを追っている人間が敵に寝ね返がえるなんて話もなくはないことだし、その予防策でもある」

「……なるほど。いずれ監査があるという話は聞いていたが、まさか私の担当が貴様になるとはな」

「そう嫌いやな顔するなよ。こっちも仕事だ。で、次はなんだったかな。あー、そうそう、この状況──お前とその愉ゆ快かいな仲間達たちが明日に進むことができないループに関してか」

　石神井さんは人差し指を立てると、指で宙に小さな円を描えがいた。

「ぐるぐるぐるぐる。ぐるぐるぐるぐる。先に進むことができずに、いつまでも同じところを廻まわり続ける。まるで我々人類のようだね、とか言っちゃったら、厭えん世せい的てきでかっこいいかな？」

　茶ちや化かすように言いながら、指を動かすのを止め、神楽井先輩を指差した。

「もにゅ美が今一番気になっているのは、このループのことだろう。こんな超ちよう常じよう現象を生み出すことは、我々の時代の技術では不可能だ」

「そうだ！　そのはずなのに、貴様はいったいどうやって──」

「はいストップ。お前は、根本的な勘かん違ちがいをしているよ」

　噛かみつくような叫さけびは、ひらひらと振られた手によって制される。

「私は犯人じゃない」

　石神井さんは言った。

「……なんだと？」

「私はなにもしていないよ。ただ、このループを外から眺めていて、お前を監査する上で都合がよさそうだったから利用させてもらっただけだ」

　神楽井先輩の表情が、さらに険しくなった。

　このループは、石神井さんが引き起こしたものではないという。

　ということは、つまり──

「犯人は、別にいるってことなんですか？」

「ああ、そうさ。きみの言う通りだよ、少年。真犯人は別にいる」

「まるで自分は犯人をわかっているような口ぶりだな、ヒヒ彦」

「私は全部わかってるよ。でも教えてあげない。というか、教えるまでもないとさえ思っている」

　石神井さんはあっさりと言う。この程度の問題もわからないのか、という侮ぶ蔑べつが込められているような、軽い口調だった。

「私は事態の全てを適格に把握した上で、この民宿のオーナーのおデブな体を借りて、お前達を面白おかしく見ていただけだ。見ていただけで、事態には関与していない」

「『体を借りる』などと簡単に言うが、過去の人間に人格を転送して操ることは禁止されているはずだぞ。貴様は、私の監査のためだけにその規則を破ったのか？」

「ああ、今回は特例でね」

「特例だと？」

「そのうちわかるよ。いくらお前がマヌケでも、そのうち、ね」

「ふん。籠島程度に正体を看破された貴様に、マヌケ呼ばわりされたくはないな」

　神楽井先せん輩ぱいがここぞとばかりに反はん撃げきに出た。

　しかし……僕を微び妙みように貶めるのは止めて欲しい。

「はは。そこを突つかれると痛いなあ。もにゅ美のことは警けい戒かいしてたけれど、正直その少年のことは完全に舐なめてたからさ」

　石神井さんは横目で僕を眺めながら言う。

「その少年は──すごい鈍感そうだから気づかないと思ってたのに」

　そう言われてみれば、確かに妙みようかもしれない。

　誰だれかとの会話の中で違和感を覚えて、そのことが気になるなんて、今までになかったことだ。

　僕らしくない。

　なにかが、変わってきているのだろうか。

　神楽井先輩が未来からやって来た人だということに気づいてしまったことで、僕の中のなにかが変わりつつあるのだろうか。

「これでそっちの疑問には一通り答えたかな。あとは、もう一つの仕事を済ませるとしよう。もにゅ美、お前に報告しておくことがある」

「報告？」

「そこの少年には席を外して欲しいところだけど……まあ、いいか。どうせきみは、次回になったら全部忘れるしね」

　僕ぼくを見下すような目で眺めて、それから、石神井さんは本題に入る。

「『箱庭計画』は──驚くほど順調に進行している」

　神楽井先輩の眉まゆが、ぴくりと動いた。

「なんだと。馬ば鹿かな……そんなことが。あんな理想論だけで造られた計画が上手くいっているのか……？」

「驚くのも無理はない。正直、『井いノ上うえ御ご三さん家け』の全員が驚いたよ。机き上じようの空論でしかないと思われていた計画だったが、いざ始めてみれば、馬鹿みたいにスムーズに進行している。軽く千年はかかる計算だったが、その半分もいかないうちに実現するかもしれないと言われている」

「…………」

「もしかしたらこの世界は、我々人類がこの計画を実行するのを待っていたのかもしれないなあ」

　石神井さんはどこか皮肉げな笑みを浮かべて、神楽井先輩は複雑な表情で黙り込んでしまった。

　二人の会話の意味は、僕にはさっぱりわからなかった。

　未来人同士の、未来の会話だ。

「さーて。そろそろ私は帰るとしようかな。もにゅ美の監査はとっくに終わっているし、伝えることも伝えたし、そろそろこの状況にもこの時代にも飽きたし」

「ま、待てっ！」

　僕らに背を向けて部屋から出ていこうとした石神井さんを、神楽井先輩は慌あわてて引き止めた。

「なんだ？　言っとくけど脱だつ出しゆつ方法なら教えないよ。この程度の事態を自力で解決できないようなら、お前には未来も将来もない」

「……っ」

「ああ、でも監査結果なら教えてあげてもいい」

「は、はあ？　なにを言っている？　監査結果を監査対象に直接教えていいわけがない」

「その通り。だからこれから言うのは、私個人の監査結果だ」

　石神井さんはそう言うと、ずっと浮かべていた、中年男性には似つかわしくない軽けい薄はくな笑みを消した。



「お前には失望したよ、もにゅ美」



　放たれた言葉は、予想外に辛しん辣らつだった。

「図らずもこの特異なループ状況が、もにゅ美の弱さを浮き彫ぼりにした。お前は、兄がいないとなにもできないんだな」

「な……っ」

　神楽井先輩が目を丸くした。

「お前は確かに優秀だ。成績だけなら各時代に飛ばされているエージェントの中でも頭一つ抜けている。任務に対する責任感も強く、実力も申し分ない──しかし」

　石神井さんは相手を心底見下しているかのような、冷めた瞳ひとみで神楽井先輩を見ていた。声音にも、まるで温かみが感じられない。

「今のまま兄に依い存ぞんしていれば、お前は駄だ目めになる」

「わ、私は……」

「『自分が間違っていたら兄が正してくれるだろう』。お前は心のどこかでそう考えている。ちゃらんぽらんでいい加減な駄目兄貴を自分が律していると思っているのかもしれないが、本当は真逆だ」

　神楽井先輩はぎりぎりと歯を食いしばり、悔くやしそうな表情を浮かべる。

　しかし、こんなボロクソに言われているのに、なに一つ言い返さなかった。

　いや──言い返せなかったのかもしれない。

「ま、そう気を落とすなよ、もにゅ美」

　ぽん、と手を合わせ、一転して明るい声で言う石神井さん。

「上から任されている監査には、監査対象がブラコンかどうかなんて含ふくまれない。お前らは一応ツーマンセルってことになっているから、成績さえ残していれば、個人個人の実力なんてどうでもいい。だから、さっきのは私個人の感想だ」

「…………」

「それじゃあ私は失礼するよ、もにゅ美。兄貴によろしくな」

　そう言い切り、石神井さんは女子部屋から出ていく。ふすまが閉じられ、部屋の中にはどんよりと停てい滞たいした空気だけが残った。

　数秒動くことができなかったが、はっと我に返り、僕は彼の後を追った。

「ま、待ってください、石神井さん！」

　ふすまを勢いよく開けて、廊ろう下かを歩いていた彼の背中に声をかける。

「はい？　どうかしましたかお兄さん？　そんなに大きい声を出して？」

　その返答を聞いて、すぐに理解した。

　もう、石神井さんはいなくなっている。

　今ここにいるのは、この民宿のオーナーだ。昨日僕が会った──ループが始まる前に会った、この民宿『ひまわり』のオーナーだ。

　石神井さんがどういう技術を以もつてして自分の人格をオーナーに転送したのか、そしてどのタイミングから石神井さんはオーナーになりすましていたのか。

　詳しいことはなに一つはっきりとしないが、とにかく、石神井さんがもういなくなったということは、感覚的になんとなくわかった。

「……いえ、なんでもないです」

　僕はそう言って、女子部屋に戻った。

　部屋では神楽井先輩が、壁かべに体を預けて座っていた。体育座りをしているようにも見えるが、ただその場にへたり込んでしまったようにも見える。

「結局、何者だったんですか、あの男は？」

「……言っただろう、同僚だよ。それだけの関係だ」

「それにしては、ずいぶんと親しげでしたけど」

「そう見えたか？　……まあ、ただの同僚というわけでもないか」

　神楽井先輩は弱々しい笑みを浮かべ、弱々しい声で言った。

「ヒヒ彦は、ガク太たの親友なんだ」

「ガク太くんの……」

　僕がずっと、神楽井先輩が作り出したキャラだと思っていた、ぬいぐるみの彼かれ。

　ガク太くんが実の兄だということも、今朝聞かされた。

　詳しい話は、やはり聞かされてないけれど。

「だから、昔いろいろとあってな。話すと長くなるし、話したいことでもないから、聞かないで欲しい……」

　神楽井先輩は、僕に表情を見せたくなかったのか、顔を伏ふせていた。そんな彼女になにかを聞けるはずもなく、僕はただ黙っていることしかできなかった。

「……お前が会ったという仮面の男は、おそらく石神井ヒヒ彦のことだろう」

　やがて、神楽井先輩はぼそりと言った。

「それは……オーナーの肉体を乗っ取る前の、本体のヒヒ彦さんってことですか？」

「ああ。低くていい声、籠島よりも少し高いという身長、肩にかかるぐらいの髪かみ、未来から来たという証言……お前から聞いた情報が全て合がつ致ちする」

　三回目の僕が会ったらしい、仮面の男。

　僕にはなんの記き憶おくもないけれど、神楽井先輩がそう言うのなら、僕はそれを信じるしかない。

「ってことは、謎なぞが一つ解けましたね」

「だが、謎は解けても、問題はなに一つ解決していない……」

　言葉が出なかった。

　結局、なにもわかっていない。全てが振り出しに戻ってしまった。

　しかも、いきなり現れた人に、言いたい放題に言われて……。

「……すまない、籠島。少し、一人にして欲しい」

　顔を隠かくすように額に手を当てて、神楽井先輩は、消え入りそうな声で小さく呟つぶやいた。

　僕はなにも言えず、なにをどうしたらいいかもわからず、ただ、機械のように彼女の指示に従って、そっと部屋から出た。

　そうすることしかできなかった。





　夜になった。

　十三回目の合宿初日も、そろそろ終わりを迎むかえようとしている。

　神楽井先輩は、いつのまにか民宿から姿を消していた。僕や栗栖ちゃんと、顔を合わせたくなかったのかもしれない。

　捜しに行こうとも思ったけれど、「一人にして欲しい」という彼女の言葉が頭から離はなれず、なにもしないまま夜を迎えた。

　まあ『頭から離れず』なんて言っても、記憶を引ひき継げない僕は、次回になれば全てを忘れてしまうのだろう。

　あの人の悔しそうな表情も、消え入りそうな声も、全て。

　忘れてしまって、また次。

　それで駄目なら、また次。

「……思っていた以上に厄やつ介かいだね、このループってのは」

　脱だつ衣い所で服を脱ぬぎながら、そんなことを考える。

　人間は、どんなに簡単な問題だろうと、制限時間が設けられるとまともな思考ができなくなることが多い。時間に追われると、普ふ段だんはしないミスを犯してしまうこともある。

　けれど、だからと言って時間が無限にあればいいというわけでもない。

　このループはその典型だ。

　無限に時間がある。だからこそ、「今回駄目だったら、また次頑がん張ばればいいや」と考えてしまいそうになる。

　そんなニート的な発想では、将来はないことは明白だ。強く自分を律しなければいけない。モチベーションを維い持じし続けなければならない。

「まあ、それは僕が考えてもしょうがないことか」

　はっきりさせておこう、今回の主役は神楽井もにゅ美だ。

　僕では──記憶を引き継つげない僕では、主人公は務まらない。

　彼女が存在しなければ、なにが起きてるのかすら理解できないのだ。

「…………」

　わかっていたことだけど、僕は──こんなにも物語に絡からめないのか。

　小さい頃ころは、いきなり不可思議な現象に巻き込まれて、そこで困っている女の子を助ける展開に憧あこがれもしたけれど、実際に巻き込まれてみると、自分がいかに無力か思い知らされる。

　嫌になるくらい、なにもできない。

　眠ねむっているパワーも目覚めないし、前世の記憶も揺ゆり起おこされない。

　それとも、クライマックスになったら都合よく覚かく醒せいするんだろうか。それともそれとも覚醒するためには一回死なないと駄目なのだろうか。

「……ってアホらし」

　服を脱ぎ終えてすっぽんぽんになった僕は、脱衣所から浴場へと移動する。

　この民宿『ひまわり』の風ふ呂ろは、露ろ天てんの岩いわ風ぶ呂ろだ。ただ、露ろ天てん風ぶ呂ろというには少し手て狭ぜまで、しかも男女で分かれていない。言うまでもなく今は男湯の時間。

　ガラス戸を開いて外に出ると、少し涼すずしい夏の夜の風が肌はだを撫でた。

　竹製の柵さくに囲まれた岩風呂。白く濁にごった湯（温泉の素もとを入れているらしい）から立ち上る湯気は、ゆらゆらと夜空に消えていく。

「……？」

　そこには、驚くことに先客がいた。こちらに背を向けて、湯船に浸つかっている。頭は、まるで女性がそうするように、タオルでまとめてあった。

　おかしいな。宿しゆく泊はく客きやくは僕らだけだと聞いていたのに。

　一瞬オーナーかとも思ったけど、見るからにあのでっぷりとした体型ではない。こちらからは後頭部から肩までしか見えないが、あの首の細さはオーナーじゃない。

　ていうかうなじ凄すさまじく綺き麗れいで色っぽい。とても男とは思えない。

　もしかして、急に新規の宿泊客が現れたのだろうか。ということはつまり、前回以前の僕も、お風呂に入ったらこの人に会っていたのか。あ、でも、神楽井先輩は完全なるループではないと言っていたし、それならこの人が、十三回目にして初めてこの民宿に来た人だということも──

　そこまで考えて、止めた。いくら考えてもしょうがないや。

　僕はその人から少しだけ距きよ離りを取り、湯船に浸かった。

「いい湯だな」

　先客の人は、僕が湯船に入るなり、話を振って来た。「そうですね」と当あたり障りのなり返答をする。きっとここから、「お兄ちゃんはどっから来たんだい？」的な、当たり障りのないトークが続くんだろうな──って、あれ？

　ちょっと待て。今の声、女性の声だったんだけど。

　ていうか、すごい聞き覚えのある声なんだけど……。

「しかも今夜は──合宿初日は満月だ。湯船に浸かりながら月が見れるとは素す晴ばらしい。露天風呂とは実にいいものだ。なあ、籠島？」

　にこっと微笑ほほえみながら僕に同意を求めてきたのは──神楽井先輩だった。

「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ」

　僕の口からは言葉にならない悲鳴が飛び出した。慌てて後ろを向き、湯船の端はしっこまで猛もうスピードで逃げる。

「ははっ。なんでお前が悲鳴を上げるんだよ。男女逆だろ、そういうのは」

　からからと笑う声が、後ろから聞こえてくる。

「す、すいません！　神楽井先輩が入ってるなんて知らなくてっ！　てっきり今は男の時間帯だと思ってたんですけど……と、とにかくすいません！　すぐ出て行きますから！」

「いや、今は男の時間帯だ。お前は間違ってない。ただ、私が、男の時間帯を狙ねらって風呂に入ったということだ」

「……え？」

　ということは、まさか。まさか──

　驚きよう愕がくのあまりガクガクと震ふるえる体をなんとか抑おさえつつ、僕は衝しよう撃げきの真実を口にする。



「か、神楽井先輩は、男の娘こだったんですか……？」



　ずばっしゃーん！　と、背後から水の弾はじける音がした。

　神楽井先輩がずっこけたのだろうか。

「な、な、なんでそうなるんだよ、この馬鹿たれっ！」

「だ、だって、わざわざ男の時間帯にお風呂に入るなんて、それしか……」

「私が男なわけないだろ！　女だよ！」

「……なんだ、よかったあ」

　僕は心の底から安あん堵どした。あー、本当によかった。

　神楽井先輩が実は男でした、なんてことになったら、そりゃもうどんでん返しどころじゃないからな。天変地異と言っていいだろう。

「……まったく、本当にお前という奴やつは」

　苦く笑しよう混じりの呆あきれた声に、僕は混乱する頭でなんとか返答する。

「いや、でも……男の娘じゃないんだったら、なんで男の時間に入ってるんですか？」

「そんなの、決まってるだろ？　ちょっと籠島と一いつ緒しよに風呂に入ろうかと思ってな」

　からかうような口調で、とてつもないことをさらりと言う。

「さあ、籠島。そんな隅すみっこにいないで、もっと近う寄れ。人間同士、たまには裸はだかの付き合いといこうじゃないか」





















　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　いや、僕だって男だから、嬉うれしくないわけじゃない。

　この合宿が決まったときだって、女子四人と共同生活かあ、もしかしたら着き替がえを覗のぞいちゃって「きゃーっ、諦さんのエッチっ！」みたいなイベントもあるかな、とか夢想しなかったと言えば嘘うそになる。

　けれど、ここまでのラッキースケベは望んでいない。

　ここまでの高望みはしていない。

「どうした籠島。もっと近づいてもいいんだぞ？」

「……いや、い、いいです。このくらいで」

　僕は、神楽井先輩から一メートルぐらい離れた位置で湯船に浸かっていた。

　できる限り見ないように努力しているのだが、それでも僕は正常な男子なので、ついついチラチラと横を見てしまう。

　首から肩にかけてのラインがなんというか絶ぜつ妙みようだった。顔はほんのりと赤くなっていて、それがまたなんともセクシーである。

　幸いなことに、というか残念なことに、白く濁ったお湯のせいで全身を拝むことは叶わなかったが、お湯から出ている部分だけでも、彼女の魅み力りよくを伝えるには十分だった。

　うわあ……。神楽井先輩って、実はめちゃめちゃ綺麗だったんだな。

「緊きん張ちようし過ぎだぞ、籠島。そんなに固くなるな」

「い、いや、僕も男なんで、この状況で硬かたくなるのは生理現象っていうか……」

「は？」

「え……、あ」

　し、しまった！　とんでもない勘違いをしたぞ、今！

「……ぷっ。あははははは！」

　数秒気まずい沈ちん黙もくが流れた後、神楽井先輩は噴ふき出し、そして声を上げて快活に笑った。僕は恥はずかしさの余り、無言で小さくなる。

「変なことを考えるな、この変態め。くくく……あはははっ！」

「う、うぅ……」

「ふふ。こういう風に、私の方がお前をからかうというのは、なんだか新しん鮮せんでいいな。お前には普段、いじられてばっかりだったからなあ」

　懐なつかしむような、どこかしんみりとした声こわ音ねで、神楽井先輩は言った。

「……あ、あの、どうして、こんなことを？」

「こんなこと？」

「混浴のことですよ……」

「どうしてって、そんなのは、なんとなくだよ」

「なんとなくって……そんな理由で嫁よめ入いり前の娘が男と一緒に風呂に入らないでくださいよ……」

　……いやまあ、なんだかんだで流されて浴場から出て行かない僕にはなにもいう資格はないんだけどね。

「籠島は次回になったら今回のことは全て忘れてしまうからな。だったらもう、なにしてもいいんじゃないかと思って、ちょっと思い切ってみた」

「思い切りがよすぎます……」

　こういうところが本当に男らしい。

　でも、そうか。次回になったら、この混浴のことも忘れてしまうのか。

　……なんとかならないかな。ならないだろうなあ。

　神楽井先輩の余よ裕ゆうたっぷりな態度も、そのことが原因だろうか。どうせ僕が忘れるとわかっているから、こうも堂々としているのか。

「ま、ちょっとは恥ずかしいけどな」

　茶化すように笑う。その頬ほほが赤らんでいるのは、湯船に浸かっているからか、それとも僕と同じように緊張しているからか、僕には判断できなかった。

「……てっきり、まだ落ち込んでるかと思ってましたよ」

　石神井さんからボロクソ言われたのは、ほんの数時間前のことだというのに、もうすっかりいつもの元気な彼女に戻もどってしまっている。

　一人で行動したことによって、気分が落ち着いたのだろうか。

　……まさか、アルコールを摂せつ取しゆしたんじゃないよね？

「落ち込む……？　ああ、ヒヒ彦のことか……」

　彼女は、まるで今思い出したかのように言った。

「大丈夫なんですか？」

「……難しいところだな。ヒヒ彦の奴から言われたことは全て図星だったから、正直かなり応こたえたよ。私はいつも、なんだかんだ言ってガク太に甘あまえていたんだ」

　眉を下げて、自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべる。

「いつだか籠島が言っていた通りだよ……。私は『寂さびしがり屋や』なんだ」

「…………」

「誰かがそばにいてくれないと駄目になってしまう、弱い人間なんだ。考えてみると、本当に一人っきりで動いたのなんて、このループが初めてだな」

　神楽井先輩は苦笑混じりに言う。

「ループが始まった瞬しゆん間かん、辛つらくて悲しくて怖こわくて苦しくて、どうしようもなかった。世界から自分だけが取り残されてしまったようで、そんな中、頼たよれる相手がいないことに耐たえられなかった。だから──お前に全てを打ち明けて、助けを求めたんだ」

「でも、僕なんかに話したところで……」

「そんなに自分を卑ひ下げするな。お前は十分私を助けてくれたよ。お前が味方でいてくれることが、この上なく心強かった」

　僕ができたことは、彼女の孤こ独どくを少し紛まぎらわせたことだけだったようだ。

　大したことができたわけじゃない。

　けれども今、彼女はそれでいいと言ってくれた。

「なんたって籠島は、私のファーストキスの相手だからな」

「え。ええ？　な、なに言ってるんですか？」

　いきなりの発言に驚愕する。ちょっと待て。神楽井先輩とキスした覚えなんてまるでないぞ。てか、僕はキス自体したことがないぞ!?

「あ、そうか。籠島は知らないんだったな」

「僕が知らないときにしたんですか!?」

　え、いつだ!?　いったいいつなんだ!?　寝ねてるときか!?

「まあ今のは忘れろ。ちょっと言ってみただけだ。ただの冗じよう談だんだよ」

　神楽井先輩は凄まじく雑に話を流した。

　冗談なのかどうかわからないが、これ以上訊きいても答えてくれそうにないので、渋しぶ々しぶ納なつ得とくする。

「……思い返すと、私はいつもお前に救われていた気がするよ。お前のその──罪深いまでの鈍感さに、な」

　神楽井先輩は穏おだやかな瞳で月を眺ながめながら、しんみりとした声で呟いた。

「お前は私の──いや、私達の上うわっ面つらを一いつ切さい見ずに私達の本質だけを見ていた。肩かた書がきや身分、使命や宿命……そういう複雑に絡み合あった各おの々おのの事情を全て無視して、我々を一人の人間として──どこにでもいるような普ふ通つうの女子として扱あつかってくれた」

「…………」

　神楽井先輩は独り言のように、言葉を紡つむいでいた。そのせいか、僕はなにも聞き返すことができずに、ただ沈黙していた。

「籠島にとっては、私達の正体なんてものは心の底から『どうでもいい』ものだったんだろう。普通ならばまず初めに気にすることを気にせずに、『どうでもいい』と考えることができるのが、お前の悪いところで……そして同時にいいところでもあった。お前は私達から目を逸らしているようでありながら、その実、誰よりも真しん摯しに私達と向き合っていたんだよな」

「ちょ、ちょっと待ってください、待ってくださいよ」

　さすがにむず痒がゆくなって、言葉を止めてしまう。

「……そんな、恥ずかしいことを平然と言わないでくださいよ。いったいどうしたんですか？」

「ふふふ。どうしたんだろうなあ。籠島との混浴で、ついテンションが上がってしまったのかもしれないな」

　はぐらかすように微笑む。

「……ていうか、なに全てが終わったみたいな空気出してるんですか？　まだなんにも解決してないですよ」

　ループから抜け出す術も判明していないし、犯人もわかっていない。もっと言うと、石神井さんが犯人じゃなかった時点で、犯人がいるのかどうかさえもわかっていないのだ。

　状況は果てしなく絶望的である。

「ああ、そうだな……」

　神楽井先輩は、ゆっくりと目を閉じた。

「……まあ、そのことは、また次回のお前と話し合うとする。今回の残り時間では、できることは限られているからな。だから──今夜だけはのんびりとさせてくれ」

　閉じた目をゆっくりと開き、僕を見る。

　ひどく落ち着いた瞳だった。危機感や緊きん迫ぱく感がまるで感じられない。

　まるで──最終回を終えてしまったかのような穏やかさが、そこにはあった。

　わずかに潤うるんだ目で見つめられて、僕はなにも言い返すことができなかった。

　それから十分程度、雑談とも言えないような、中身のない会話をして、

「そろそろ上がるとするか」

　と、神楽井先輩が言った。

　じゃぶん、と音を立てて湯船から立ち上がる。にごり湯から立ち上がれば、当然今まで隠されていた裸ら体たいが外気に晒さらされ、そのついでに僕の目にも晒され──

「──って、上がるなら上がるって言ってくださいよ！」

　僕は慌てて目を逸らし、体を一回転させて反対側を向いた。

　本当にもう、どうしちゃったんだ、神楽井先輩は！

「はは。悪い悪い」

　後ろから、ペタペタと足音がする。完全に湯船から出たようだ。

　ということは、完全にすっぽんぽんで……うわあ、うわあ……。いやまあ、さっきからすっぽんぽんではあったんだけど……それでも……うわ……。

　悶もん々もんとしていると、後ろからからかうような声がした。

「籠島。別にこっちを向いてもいいんだぞ」

「ば、馬鹿言わないでくださいっ！」

「大丈夫だって。どうせ大事なところは湯気が隠してくれるから」

「現実じゃ湯気は仕事しないんですよ！」

　気を抜けばつい振り返ってしまいそうなので、必死に自分の煩ぼん悩のうを抑えこむ。

　振り返るな振り返るな……ここを杜もり王おう町ちようの振り返ってはいけない小道だと思い込むんだ。振り返ったら魂たましい持ってかれるぞ。振り返っちゃ駄目だ、振り返っちゃ駄目だ……。

「ふふっ。はははっ」

　僕が自分と熾し烈れつな戦いを繰り広ひろげていると、神楽井先輩は楽しそうに笑った。

「やっぱり、お前はこういうとき決して振り返ったりできないヘタレ野や郎ろうだったか。ふふ。まあ、だからこそ私も、安心して裸でいられるんだけどな。……そういうお前だからこそ、私は──」

　その言葉は、最後まで語られることはなかった。すぐにガラス戸の閉じる音がした。脱衣所に入ったようである。

　しかし、その音がフェイントで、実はまだ神楽井先輩はその辺を全ぜん裸らでうろちょろしている可能性もあったので、僕は十分くらい待ってから振り返った。

　もう神楽井先輩はいなくなっていた。

　露天風呂に一人っきりとなった僕は、深々と息を吐いた。

「……なんだったんだ、今のは」

　精神的にどっと疲つかれた。終始神楽井先輩にからかわれて終わった気がする。

　なんだかもやもやとしたものが心の中に残って、頭の中がごちゃごちゃと混乱してしまったけれど、どうせ僕は、あと数時間で今日のことは全て忘れてしまう。

　そう思うと、もうなにも考える気が起きず、僕は──考えるのを止めた。
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　合宿初日の朝。

　僕が目を覚ますと、枕まくら元もとには神楽かぐら井い先輩が座すわっていた。

　どうしてかはわからないが、とても疲れた様子だった。

「……おはよう四十五回目の籠かご島しま」

　そして、僕らが巻き込まれている状じよう況きようについて、全ての説明を受けた。『未亡人』というキーワードのおかげで、信じざるを得なかった。

「今回は四十五回目で、そして今回合宿を欠席しているのは、栗くり栖すと桔き梗きよう院いんだ……」

　つまり今回の──四十五回目の合宿の参加メンバーは、籠島諦あきら、神楽井もにゅ美み、織おり野の栞しおりの三人。

「四十五回繰り返してわかったことだが、段々と合宿の参加人数が少なくなる確率が高くなっている。三十六回目以降は、ずっと二人欠席になっている……」

　僕と神楽井先輩だけは、四十五回の繰り返しの中ずっと、合宿に参加しているらしい。

　僕ら二人は、ずっと二人きりで調査を続けてきたそうだ。

　しかし──その結果は、芳かんばしくなかった。

　なんの進展もなかったらしい。

「……さあ、説明は終えたぞ。籠島、前回の続きだ。なにか見落としていることがないか、もう一度……っ！」

「か、神楽井先輩っ!?」

　立ち上がろうとした瞬間、彼女の膝ひざが折れて、布団ふとんで上半身だけを起こしていた僕の方へ倒たおれてきた。反射的にその体を両手で支える。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「……大丈夫だ。問題ない」

「問題ないって……顔、真っ青じゃないですかっ」

「そんなはずがないだろ……毎夜二十四時に、私の肉体的疲ひ労ろうは全てリセットされるはずだ。だから、疲つかれなどあるはずがない……」

　理論上はそうなのだろう。現に僕には、なんの疲れも残っていない。

　ただし──神楽井先輩は記憶を引き継いでいる。四十五日──一ヶか月げつ半、同じ日を繰り返しているのだ。

　いつまでも明日に進むことができないループ状況。

　たとえ肉体には疲労も負傷も蓄ちく積せきしなかったところで、彼女の精神には、ありとあらゆるものが蓄積しているはずだ。『病は気から』と言うように、精神の変調が肉体に悪あく影えい響きようを及およぼしていてもおかしくない。

　現に僕の腕うでの中にいる彼女は、顔色が悪く、呼吸も浅くて短かった。

　四十五日。

　その空くう虚きよな繰り返しは──彼女の心にどれだけの痛みをもたらしたのか。

「と、とにかく今回は休みにしましょう！　万ばん全ぜんに体調を整えて、次の回に備えたほうがいいですって」

「……何回も同じことを言わせるな、籠島」

　ぎろり、と力のこもった視線で僕を睨にらむ。何回も、ということは、前回の僕も、前々回の僕も、今と同じようなことを言ったのだろうか。

　この辛そうな神楽井先輩が、見ていられなくて。

「あの、エリート気取りの馬鹿に、ヒヒ彦ひこに……言いたい放題言われて、黙だまっていられるか……」

「ヒヒ彦……ああ、十三回目のときに出てきたっていう、石神しやくじ井いヒヒ彦さんですか」

　詳くわしくはわからないが、石神井さんとの接せつ触しよくが、神楽井先輩の心をこうもかき乱しているようだ。

「あの、なんとかして、石神井さんに連れん絡らくを取って、助けてもらうことはできないんですか？」

「……その問いに対する答えは、二つの意味で『できるか』だ。こちらから連絡を取ることは不可能……。なぜか私はＢ３ワールドを利用することができない。それに、仮にあいつと連絡が取れたところで、今いま更さらあいつに泣きつくことだけは死んでもごめんだ……」

　そう言って、神楽井先輩はよろよろと立ち上がった。しかし数歩歩くと、またすぐに崩くずれてしまった。

「……く、そ」

　掠かすれた声で、悔しそうに呻うめく。僕は慌てて彼女に駆かけ寄より、その体を抱だき起こした。

「……神楽井先輩。無理しないで、今回は休みましょう。ね？」

　神楽井先輩は唇くちびるを噛み締しめながら、こくりと頷いた。





　女子部屋に連れて行くと、神楽井先輩はぐっすりと眠ってしまった。やはり精神的な疲れが溜たまっていたようだ。

　……ただ、女子部屋のふすまを開けたとき、ちょうど織野さんがパジャマから着き替がえていて、下着姿を思いっきり目もく撃げきしてしまった。嬉うれし恥ずかしのハプニングだったが、今のこの暗あん澹たんとした気持ちでは、楽しむに楽しめなかった。

　しかも織野さんが「きゃーっ！　諦さんのエッチっ！」的なノリで繰り出したビンタを僕が反射的に避さけたら、隣となりの意識が朦もう朧ろうとしていた神楽井先輩の顎あごにクリーンヒットしてしまい、それがとどめとなったような気もするんだが……まあいいだろう。

　あれだ。少年漫まん画がとかでよくある、負傷を押おして死地に赴おもむこうとするサブキャラを気き遣づかって、主人公がボディーブローで気絶させたようなものだ。

　どうかぐっすり休んでください、神楽井先輩。

「…………」

　そして、僕が今なにをしているかというと──なにもしていなかった。

　神楽井先輩はうなされることもなくすやすやと眠っていたから、看病の必要はなさそうだった。しかしだからと言って遊びに行く雰ふん囲い気きにもならなかった。

　自然と僕は自分の部屋に戻り、織野さんは女子部屋に残った。

　布団とちゃぶ台を隅っこに追いやり、できたスペースに寝っ転ころがって、さながら初夜を迎える乙女おとめの如く、天てん井じようのシミを数えていた。なんの意味もなく。

　自分の無力を噛み締めていた、とでも言えば、格好がつくだろうか。

　どうにかしたいと思うのに、なにをしたらいいのか見当もつかない。

　神楽井先輩がいなければ、問題解決どころか事態の把は握あくすらできないのが現状だ。しかも余計なことをすれば、より事態を悪化させる恐おそれすらある。

　嫌になるくらいなにもできない。

　もしかすると、こういう風に自分の無力に苛さいなまれるのも何度目かなのだろうか。その度に僕はこうやって自分の無力を悔くやみ、一丁前に後こう悔かいと反省をしたような気分になって、結果なにも変わることなく、また次の回で何事もなかったかのように目を覚ますのか。

　なんという、虚むなしさだ。

　そんな風に、僕が自じ嘲ちようとも自じ虐ぎやくともつかない感情に包まれているときだった。

「か、籠島くん」

　部屋の外から、少し上ずった織野さんの声がした。

「は、入ってもいい？」

　僕は起き上がり、いいよ、と応えた。

　するとすぐにふすまが開いて──僕は愕がく然ぜんとした。

　あんぐり、と口を開いてしまったと思う。きっと相当マヌケな顔をしてしまったに違ちがいない。まあ無理もないだろう。

　だって部屋に入って来た織野さんが──水着姿だったのだから。

　ビキニ、である。豊かな胸部が惜おしげもなく露ろ出しゆつされている。出るとこが出て締まるところが締まっているという言葉は、織野さんのためにある言葉なのでは、と思った。

　織野さんは顔を真っ赤にしたままふすまを勢いよく閉じると、早足で僕の前まで来て、座った。手で胸を隠したり顔を覆おおったり、視線をあちらこちらに泳がせたりと、一人で急がしそうだった。

「だ、黙ってないで、なんか言ってよ……」

　唖あ然ぜんとしている僕に、織野さんは恥ずかしそうに言った。

「え、えっと……」

「や、やっぱなんも言わないでっ」

　どっちやねん。

　なんとも形容しがたい微妙な沈黙が室内を満たす。状況についていけない僕は、とりあえず織野さんに合わせて正座した。

















「……どうしたの、織野さん？」

　沈黙に耐えられなくなり、僕は言った。

「……えっと、その……。神楽井先輩が寝込んじゃって、もう海で遊ぶとか、そういう空気じゃなくなっちゃったから……。でも、せっかく新しい水着買ったのに、このまま着ないで終わるのも嫌で……」

　かあ、と頬をますます赤くしながら、おへその辺りを手で押さえる。

「それに……神楽井先輩が、寝ね言ごとで…………くんのことを……」

「寝言で？　なにか言ってたの？」

「……な、なんでもないっ！」

　要するに、新しい水着を着てみたかったということか。女子というのはやはり、新しい洋服を買ったらすぐに着たくなるものなんだな。

　いやしかし、改めて見ると、水着姿の織野さんの魅力は、僕の貧弱な語ご彙いでは『ヤバい』としか表現しようがないな。

　普通の海やプールではなく、畳張りの和室の中で水着姿の美少女がいるというのは、なんとも言えない倒とう錯さく的てきな魅力を感じる。

　上う手まいたとえが思いつかないが……あれかな。

　熟女がセーラー服を着ているみたいなもの──

「……変なこと考えてるでしょ？」

「ぜ、全然っ！」

　冷たい目で睨まれ、慌てて手を振った。実際、エロいことではなく本当に変なことを考えていたので、凄まじくきょどってしまった。

「その……似合ってるよ」

「あ、ありがと。わ、私のこと……へ、へ、変態だとか、思ってないよね？」

「お、思ってないよっ」慌てて否定する。「新しい水着が着たかっただけなんだよね！　ちゃんとわかってるから！」

「……うん。それも、あるんだけど……」

「まだなにかあるの？」

「さっき、籠島くん……私の、その、着替え、見たでしょ？」

「あ……うん」

「そのときの籠島くんのリアクション思ったより薄うすかったから……なんかショックで、なんか悔しくて」

「そんなこと気にしてたの!?」

　確かにあのときは神楽井先輩が辛そうにしてたから、上手くリアクションできなかったし、どちらかと言えば「ちょっと織野さん空気読んでよー」みたいなことを考えていたけれども！

　いやでも、言われてみれば確かに、女子の下着を見ておきながらロクな反応も示さなかった僕にも非はあるのかもしれない。

　とにかく、フォローを入れなければ！

「違うんだよ織野さん。確かにさっき、僕のリアクションは薄かったかもしれないけど、それは魔ま法ほう瓶びんの熱が外に漏もれなかったみたいなものだから。内心ではめちゃめちゃテンション上がってたからね。織野さんの下着が、上下ともに黒で、しかもレースの気合入った感じのやつだったこともバッチリ見ちゃったし、細かい柄がらまで正確に模写できるくらいばっちり脳内に焼き付けてあるから安心して──」

　ビンタされた。

　着替えを目撃したときの三倍の速度だったので、躱かわすことは不可能だった。

　うーむ。女心って難しいなあ。

　ただ一つ、僕にもわかったことは、

「も、もうっ。籠島くんって、ホントにエッチなんだからっ」

　とか言っちゃう織野さんは、超ちよう絶ぜつにかわいかったということだ。

「ご、ごめんなさい」

「……謝あやまらないでよ」

「じゃあ、ありがとうございました」

「お礼はもっと駄目っ！」

「……はは」

「ふふ」

　どちらともなく、笑い合った。

　ようやく理解できた。おそらく織野さんは、僕を励はげましに来てくれたのだろう。さっきの僕は神楽井先輩から説明を受けた直後で、相当暗い顔をしていたはずだ。

　織野さんは事情がわからないなりに、僕のことを元気づけに来てくれたのだ。

　まあ、ちょっとばかりサービス精神が旺おう盛せい過ぎる気がしないでもないけど。

「ありがとう、織野さん」

　今度は、おふざけ抜ぬきでお礼を言った。

「ん」

　織野さんは怒おこったりせずに、小さく頷うなずいた。

　ああ、そういえば、コン部のメンバーの中で一番付き合いが長いのは、織野さんなんだよな。ほんの数ヶ月の違いだけれど、他のみんなよりも早く出会っている。

　だから、だろうか。

　まるで幼い頃に一度会っているかのような、懐かしさを感じるのは。

　いや──

　本当にそうか。本当にそうなのか。

　十年前。

　僕のルーツとでも呼ぶべき、そよ風公園での邂かい逅こう。

　変なスーツのお姉さん。

　あのお姉さんの顔って──織野さんに似てなかったか。

　あれ。

　おかしい。おかしいな。

　なんでこんなことが気になるんだろう。

　いつもだったら──いつもの僕だったら、こんなことは気にしないのに。

　気づかないはずなのに。

「あはは、でもさ」

　織野さんは少し顔を赤らめたまま、僕の異変にも気づかずに、言葉を続けた。

「籠島くんは──Ｔシャツ着てた方がいいんだよね？」

　戦せん慄りつ。

　背筋に怖おじ気けが走った。はにかむように微笑んで冗談っぽく言った織野さんが、ひどく不気味なものに見えてしまった。

　僕は確かに『水着の上にＴシャツ着てたほうが逆にエロいんじゃないのか』という、意見を持っている。

　けれど、そんなことは織野さんには言ったことがない──いや、正確にはこういうべきか。今回の──四十五回目の僕は言っていない、と。

　つまり彼女は記憶を引き継いでいる？

　神楽井先輩と同じように──

「あ、あれ……。どうしたの、籠島くん、急に黙っちゃって」

「……織野さん」

「な、なに？」

　彼女は怯おびえたような表情になる。その雰囲気から、違う、と僕は思った。

　神楽井先輩の感じとは──違う。

　なにか、としか説明できない、漠ばく然ぜんとした曖あい昧まいな違いだけれど、確かに違う。

　織野さんはおそらく、記憶を引き継いでいるわけではない。

　ただ、このループに対応しているだけなのだろう。

　そうだ。この感じは、あのときのものだ。

　織野さんが、僕の幼おさな馴な染じみと初めて会ったとき。

　カイと会ったときと似ている。

　織野さん一人がこの世界からズレているような感覚。

　そのせいで、僕と彼女との認にん識しきの間に齟そ齬ごが生じている。

「お──おりの、さん」

「うん。なに」

　不思議そうな顔をする彼女を前にして、僕は迷った。迷いに迷った挙句、

「そろそろ、服着たら？　風か邪ぜ引いちゃうよ？」

　と、嘘をついた。

「あ、うん。そうだね」

　織野さんは頷き、部屋から出て行った。ぱたり、とふすまが静かに閉じる。

「…………」

　言えなかった。

　なにも知らない彼女に──まだ自身の異常に気づいていない彼女に、その異常さを突きつけることなんて、僕にはできなかった。

　らしくないな、と思った。

　僕が誰かに嘘をついて真相を誤ご魔ま化かすなんて、今までなかったことだ。





　今夜は満月だった。

　今夜も、と言った方が正確かもしれない。これはきっと、四十五回目の満月なのだ。

　白く濁った露天の湯に肩かたまで浸かりながら、僕は一人、夜空を眺めていた。雲一つない夜空に浮かぶ満月は、美しく風情ふぜいがあった。

　それなのに、僕の気分は晴れなかった。

　特になにがあったというわけではない。何事もないまま、四十五回目の合宿初日が終わろうとしていた。

　ただ、僕が想像していたよりも事態はずっと深刻なのかもしれない。

　延々と繰くり返かえされるループ。

　時間が無限にあるという状況で、一番の問題はモチベーションの維い持じかと思った。

　けれど、そうではないのかもしれない。

　モチベーションの維持とか、そんな精神的な問題がどうでもよくなるような、全く別ベクトルからの問題が、割り込んで来た。

　織野さんがおかしい。

　そして──僕もおかしい。

　記憶を引き継げない僕には、僕ら二人がいつからおかしいのかはわからないが、神楽井先輩が僕らについてなにも言げん及きゆうして来ないということは、今回が始まりである可能性が高い。

　なにかが崩れつつある。

　僕らみんながずっと大切に守ってきた、曖昧で抽ちゆう象しよう的てきな──なにかが。

　このままループが続けば、取り返しがつかなくなってしまうような気がする。

「……くそっ」

　胸の奥おくの方で、焦しよう燥そう感の混じった自分への怒いかりが沸わき上あがった。

　いや、怒りとは少し違う。僕はただ、感じたこともない感覚に戸と惑まどっているだけだ。

「どうしたっていうんだよ、僕は……」

　こんなにもどかしいのは生まれて初めてだった。得体の知れない不安感がいつまでも両りよう肩かたにのしかかっている。

　一言で言ってしまえば──僕は困っていたのだ。

　困り果てていたのだ。

「……どうにかしてよ」

　自然と声を出だしてしまう。

　まるで神に祈いのるような気持ちで、僕の知る人間の中で最も頼りになる人間に、縋すがるような声で助けを求めてしまう。

　どうしてか──彼かれならどうにかできる気がしたから。

　彼にできないことなんて、この世界にはほんの少ししかない気がしたから。



「助けてよ、カイ」



「今回、僕はなにもしていないし、なにもする気もなかった。完全なるギャラリー、つまり一読者としてこの物語を楽しむつもりだった」

　がらり、と。

　後ろでガラス戸の開く音がした。

「籠島諦ご一行が遭そう遇ぐうしたこの事件は、よく言えば一夏の夢であり、悪く言えばただの茶番劇だ。この『閉じた世界』に介かい入にゆうすることは簡単だったけれど、放っておいても勝手に解決しそうだったから、特になにもせずに結末を見届けるつもりだった」

　透とう明めい感のある声が、夜空に染しみこんでいくのがわかる。

　その声は、段々と近づいてくる。

「僕はアキラと違って、それほど暇ひまでもないしね」

　けどさ、と彼は言う。

「そんな悲しそうな声で頼たのまれたら、来ないわけには行かないなあ」

　僕は振り返る。

　白に近い灰色の髪と──陽ひの光を拒きよ絶ぜつしたような白い肌。

　彼は驚おどろくほど綺麗な体をしていた。決して強きよう靭じんとは呼べない華きや奢しやな肉体だが、貧弱という感じはしない。鍛きたえ上げられた刀のような、しなやかな強さを感じ取れる。

　僕の幼馴染み、篠しの瀬せ戒かい。

　すっぽんぽんで登場である。





「……ド、『ドラグーンＭＳメタルストームアルティメットバージョン』」

「『ドラーケンスベルグ』。南アフリカ共和国南東部の山脈だ」

「…………あ、ありません」

「はい。僕の勝ち」

　男同士仲良くお湯に浸かってなんとなく始めた山手線ゲームは、僕の完敗だった。

「う……うわああああああ」

　普通に負けた！

　すっごい悔くやしい！

　こっちは反則スレスレ、というか完全に反則なことやってるのに、正せい攻こう法ほうで負けた。

　しかもカイの答えは全部知的だし。ベイブレードの話ばっかりしてる僕が、ガキっぽく見えるじゃないか。

「ベイブレードの『ドラグーン』は例外として、日本のファンタジー系の創作物の中じゃ、ドラグーンは竜りゆうに乗った騎き士し、もしくは竜と共に戦う戦士とされることが多いけれど、本来の意味は違う。まあ、dragoonドラグーンの日本語訳が『竜りゆう騎き兵へい』だから、混同するのも無理ないと思うけどね。『竜騎兵ドラグーン』とは、竜のように火を吐はく武器、つまり火器を装備した騎き乗じよう兵を指す言葉であって、竜に騎乗した兵のことじゃない」

　おまけに雑学まで披ひ露ろうされる始末だ。ぐうの音も出ないとはこのことである。

　湯船に沈しずんでぶくぶくと息を吐きながらいじける僕を見て、カイは微笑む。

「考えてみると、アキラと一緒に風呂に入ったのは初めてだね」

「それはカイが絶対に僕の家に来なかったからでしょ。昔っから何回も誘さそってるのに」

「僕にもいろいろと事情があってさ」

「僕は、カイとはもっといろんなことをして遊びたいんだよ？」

「そうだね。いつかはそんな日が来ることを願うよ」

　カイは僕の言葉を静かに受け流すと、物もの憂うげな瞳ひとみで夜空を眺めた。

　彼がこの民宿に来たのは、たまたまだったらしい。自分探しの一人旅の途と中ちゆうに偶ぐう然ぜん立ち寄った民宿がここだったそうだ。

　まあ、世間は狭せまいから、そういう偶然も無きにしもあらずだろう。

「そういえばさ、カイは最近なにしてたの？　ここ一週間ぐらい会ってなかったよね」

「アキラが補習で忙しそうだったからね。僕は──斎さい条じよう睦む月つきと遊んでいたよ」

「斎条くんと？」

　斎条睦月というのは、僕が先日会った、中学生くらいの少年のことだ。

　眼鏡をかけていて子供っぽくて、あとは、映画サークルの創始者に会いたいとか、そんなよくわかんないことを言っていた。

「カイも斎条くんの知り合いだったの？」

「知り合いとは少し違うかな。彼の方は、僕のことは知らないし。だから正確には、斎条睦月で遊んでいた、と言った方がいいかな」

「ふーん。よくわかんないね」

「わからないならそれでいいよ」

「うん。わかんないから別にいいや」

　いつも通りの、僕とカイらしいやり取りだった。

「斎条睦月は、どうもアキラに憧あこがれているようだね」

「僕に？」

　憧れるようなかっこいい要素なんて、僕にはあっただろうか。

「嫉しつ妬としている、と言った方が近いかな。とにかく、アキラみたいにいろんなタイプの女の子と仲良くしたいみたいだよ」

「なんだ……。男だったら誰だってそう思うよ」

「それもそうだね」

　彼は苦くて甘い、いつもの笑え顔がおを浮かべた。

「僕の話ばかりしていてもつまらないな。アキラ、きみの話を聞かせてくれよ」

　ずい、と、カイが顔を寄せてきた。湯船で波が起こり、波は紋もんが広がる。

「女子四人と一つ屋根の下で仲良くお泊とまりという夢みたいなシチュエーションだというのに、どうして浮かない顔をしているんだ？」

「…………」

　僕は無言でカイから目を逸そらし、お湯に少し沈んだ。

　僕が浮かない顔をしていた理由は、僕にもよくわかっていない。ループのこと、神楽井先輩の体調のこと、織野さんのこと、そして僕のことも。

　あまりにも考えることが多くて、困り果てていた。

　でも、こんなことをカイに言うわけにもいかない。

　時間がループしているなんて、そう簡単に信じられる話じゃない。

　ましてや、僕の所属している部活の先せん輩ぱいが実は未来人だなんて言ったら、こっちが頭のかわいそうな人扱いをされてしまうんじゃ──

「……ふふっ。はは、はははっ」

　僕が深く考え込んでいると、カイは、堪こらえ切れないとばかりに声を上げて笑った。

「ど、どうしたの？」

「はは。ごめんごめん。相変わらず、どうしようもないくらいに見けん当とう違ちがいなこと考えてるなー、と思ってさ」

　心底楽しそうに笑うカイに、僕はむっとする。

「……もしかして、馬ば鹿かにしてる？」

「尊敬してる」

「いや、そのセリフがだいぶ馬鹿にしてると思うけど」

「僕がアキラのことを馬鹿にしたことなんて一度もない。これは本当だぜ？」

　話せない事情があるなら話せることだけ話してご覧よ、と、カイが言うので、僕はつい、自分の気持ちを語り始めてしまった。

　具体的なことを一切話さず、しかも考えがまとまっていない状態で思いつくままに話したから、相当意味不明な説明になってしまったと思う。

　それなのに彼は、いつものように全すべてを見み透すかしたような笑みを浮かべていた。

「それで？」

　全て話し終えると、カイはそう言った。

「それでって……もう話は終わりだけど」

「嘘をつくなよ。アキラの嘘は僕にはすぐわかる。まだ、心の奥おく底そこに残っているものがあるんだろう？」

「…………」

　深く穏やかな瞳に見つめられて、僕は本音を引き摺ずり出される。



「神楽井先せん輩ぱいは──本当はもう全部わかってる気がするんだ」



　わかっているのに、目を逸らしている。

　いや、目を逸らしているから、わからないのか。

　問題の根本的なところで、彼かの女じよはなにかを間ま違ちがえている気がする。

　無む性しように、そんな気がする。

「……あ、ごめん。なんの話かわからないよね」

　慌あわてて謝ったが、カイは少し考えるようにして、

「……相変わらずだね。きみのその、物事の本質を見み抜ぬく能力──いや、物事の本質しか見抜けない能力は」

　と言った。そしてゆるりと顔を上げて、夜空の月を見み据すえる。

「ねえアキラ。かぐや姫はなにを考えていたと思う？」

　唐とう突とつに、カイは話を変えた。

「かぐや姫……？　かぐや姫ってあの、竹の中で見つかった女の子のこと？」

　小さい頃ころ絵本で読んだだけだから、大まかなあらすじしか覚えていない。確か原作じゃ婚こん活かつで揉もめたりしたらしいけど、その辺の知識は曖昧だ。

　本当は月の住人で、最後は月に帰ったことしか知らない。

「それだけ知ってれば十分だよ」

　カイは言う。

「かぐや姫は自分が異界の民であることに自覚的だった。いずれは月に帰らなければならないことを知っていながら、正体を隠かくし、あたかもこの国の人間であるかのように振ふる舞まい続けた。自分に好意を寄せてくる男共はおろか、育ての親すらも騙だましていたわけだ。大層な悪女だと思わないかい？」

「それは──違うと思う」

　僕は、なんの根こん拠きよもなく反論する。

　珍めずらしいことだった。けれど、どうしても反論したくなった。



「きっとかぐや姫は、楽しくなっちゃったんじゃないかな？」



　だから、ギリギリの直前まで言い出すことができなかったのだろう。

　意地の悪い言い方をすれば、騙す、ということになるのかもしれない。

　嘘をついたことになるのかもしれない。

　しかし、かぐや姫がおじいさんとおばあさんと過ごした時間は、決して嘘ではなかったはずだ。

「きみらしい答えだよ」

　そう言って、カイは苦く甘く微笑ほほえんだ。

「彼女は──果たしてなにを想おもうのだろうね」

　カイが言う彼女。

　それが誰を指すのかは、僕にはわからな──



　──あれ？



　異界の民たみ。いずれは帰らなければならない。正体を隠す。みんなを騙す。

　それって──神楽井先輩を暗示しているんじゃないのか。

　このタイミングでかぐや姫のことを話したということは──カイは彼女の正体を知っている？

　ちょっと待て。そう言えばさっきは流れで納なつ得とくしてしまったけれど、たまたま偶ぐう然ぜん僕ぼくらが宿しゆく泊はくしている宿にカイが泊とまりに来るなんて、そんな都合のいい話があるのか。

　そんな漫画みたいなエンカウント率が、現実であっていいのか。

　頭の奥の方で、猜さい疑ぎ心しんがふつふつと沸き上がる。

　幼馴染みの異質さに気づき始めたとき、ぽん、と、頭に優やさしく手が乗せられた。



「キャラがブレているな」



　カイは僕の頭を掴つかみ、固定した。キスできそうなくらいに顔を近づけて、僕の両目を覗のぞき込む。

「らしくないぜアキラ。僕が意味不明なことを言ったら、意味不明なまま聞き流してくれよ。『え、なんだって？』とか『ん？　なんか言った』とか『突とつ如じよ吹ふいた強風のせいでその言葉は耳に届かなかった』とか、なんでもいいからご都合主義に誤魔化してくれよ。それこそが籠島諦だろう？」

「カ、イ……」

「神楽井もにゅ美のカミングアウトのせいだな。四分の一とは言え、真実に気づいてしまったことが、きみの特異なキャラクターを崩し始めているみたいだ」

「…………」

「監かん視ししておいてよかったよ。予定変へん更こうだ。放っておけば、いずれは神楽井もにゅ美か『檻おりの死澱おり』がこの『閉じた世界』を解決しただろうけれど、このままじゃまずい。アキラが気づいてしまっては元も子もない」

　だから──物語を少し加速させよう。

　カイはそう言った。

　二つの瞳に睨まれた僕は、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように動けなくなる。

　ああ──

　四分の一気づいてしまった今だからわかる。

　僕は、何度もこの篠瀬戒に会っている。

　恐ろしいのにどこか哀かなしく、そして神こう々ごうしい『死の世界』に。

「なにも心配しなくていいよ、アキラ。僕が助けてあげるから。だから少しの間だけ目を閉じていてくれ」

　彼の言葉に逆らうことができず、操あやつり人にん形ぎようのように目を閉じた。

　直後、僕の周りでなにかが音もなく崩れていくのがわかった。

　これは、この世界が狂くるっていくような感覚は──

「僕の《たった一行で行われるフイニツシングどんでん返しストローク》は……はっきり言って無敵のスキルだ。『世界を繰り返す』という絶対で壮そう大だいな力であり、しかもその性質上、特に使用制限もない。だから弱点はない」

　それが自じ慢まんでも誇こ張ちようでもないことは、声の質からよくわかった。むしろ真逆だ。彼の声は、ひどく自じ虐ぎやく的てきでひどく自じ嘲ちよう的てきだった。

　自分自身の有する能力に関して、なんの誇ほこりも愛着も持っていない。

　嫌けん悪お感すら抱いているように感じる。

「でもねアキラ。僕の能力には弱点はないけれど、僕の計画には弱点があるんだ」

「…………」

「《始まらない物語ネバーエンデイングプロローグ》を創つくり上げるための僕の計画には、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがある」

　致命的な欠陥？　僕は反射的に問い返してしまう。

「……なんで、そんなことをわざわざ教えるの？」

「それは僕が、漫画やアニメによく出てくる、頼んでもないのに自分のことについてベラベラと語って勝手に弱点を晒してくれる親切な敵キャラだからだよ」

　カイは茶ちや化かすように言うと、「冗じよう談だんだよ」と、すぐに前言を撤てつ回かいした。

「この欠陥には斎条睦月だって気づくだろう。あまりに根本的なミスだから、もはや隠しておくのが馬鹿らしいくらいだ。もしもアキラがその欠陥を突ついてきたら僕はいとも容易たやすくきみに敗北するけれど、しかしそれはそれで僕の望むところだ」

「…………」

「なにはともあれ、それはもう少し先の話だ。今はとにかく、檻に囚とらわれた姫じゃなくて、かぐや姫の方を助けてあげなよ」

　さあ。

　いつものアキラに戻ろうぜ。





《たった一行で行われるどんでフイニツシングスト────





「ちょっと待った」

　と、僕は言った。

「そうやって一方的に話を進めるのは、カイの悪い癖くせだよ」

　目を開く。

　人外の瞳から目を逸らさずに、睨み返す。

　本ほん性しようをさらけ出した幼馴染みと、真正面から向き合った。

「でもまあ、今回はカイの言う通りでいいよ。きみの考えていることは相変わらずなに一つさっぱりわからないけど、きみの言う通りにした方が、より早く神楽井先輩を助けられそうだからね──けど、一つだけ言っておく」

　全てに気づきつつある僕は。

　精せい一いつ杯ぱいの、負まけ惜しみを言う。



「僕らがいつまでもきみの思い通りになると思うなよ」



　カイは目を見開き、驚いたような顔をした。

「……《神のみ得ざる手ブツクマーカー》の残ざん滓しか……？　いや、それともこれこそが──」

　ほんの少しだけ顔をしかめるが、しかしすぐに口元を歪ゆがめて笑う。

　どこか愉たのしそうな笑みだった。

「キャラ崩ほう壊かいが激しすぎるぜ、アキラ。もう誰だれだかわかんねえよ」





《たった一行で行われるフイニツシングどんでん返しストローク》





「神楽井先輩は──もう全部わかっている気がするんだ」

「…………」

　カイは僕の言葉を半ば無視したような様子で、湯船から立ち上がった。白い肌が外気に晒される。彼は静かに目を閉じた。

「『思いつつ　寝ればや人の　見えつらむ　夢と知りせば　覚めざらましを』」

　大気に染み渡わたる声で、カイは歌うように言った。

　いや。今のは、五　七　五　七　七だから、和歌、かな。

















　だったら『歌った』じゃなくて『詠よんだ』って言ったほうが正しいんだっけ？

「古今和歌集より、小野小町、恋こいの歌」

　目を開き、僕を見下ろしながら言う。

「百人一首にも選ばれている有名な歌だよ。古典の授業でやらなかったかい？」

「……どうしたの、急に」

「なんとなく詠みたい気分になっただけさ。そうだね、もしよかったら、神楽井先輩とやらに、この歌を届けてくれるかな？」

「え。なんで？」

「話を聞いていたら、彼女には今の歌がぴったりだと思ったんだ。だからプレゼント」

　和歌をプレゼントって……。

　相当お寒い気がするけど、大丈夫かな。

「カイってそんなキザな奴やつだったっけ？」

「アキラはもう少し格好つけた方がいいよ。特に女子の前ではね」





　気がつくと、カイはいなくなっていた。

　この民宿に泊まる予定なのかと思っていたのだが、オーナーに確かく認にんをとったところ、僕ぼくら以外の宿しゆく泊はく客きやくはいないらしい。

　元から神しん出しゆつ鬼き没ぼつな男なので、今更急にいなくなったところで特に驚きもしない。

　カイの不在がわかった僕は、女子部屋へと向かった。織野さんは僕と入いれ違いで露ろ天てん風ぶ呂ろに向かったので、部屋にいたのは神楽井先輩一人だ。一日休んだだけあって、ずいぶんと顔色がよくなっていた。

　そして、

「『思いつつ　寝ればや人の　見えつらむ　夢と知りせば　覚めざらましを』」

　カイから託たくされた和歌を、そのまま詠んで聞かせた。

「…………」

　布団から上体だけを起こした神楽井先輩は、一いつ瞬しゆんはっとした表情を浮うかべた後、沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせた。

　和歌の意味を噛かみ締めているようだった。

「それを……籠島の幼馴染みが、私に？」

「はい」

「何者なんだ、その幼馴染みは……？」

「さあ」

　僕は首を傾かしげた。

「あの、神楽井先輩は歌の意味、わかるんですか？」

「言っただろう？　一時期百人一首にハマって、歌の意味だけは全て覚えたって」

「いえ。聞いてませんけど」

「……ああ、そうか。それは今回のお前には言ってなかったな」

　神楽井先輩は困ったように笑い、そして黙り込んでしまう。

　その頼たよりない姿に、僕は意を決して口を開く。

「神楽井先輩。本当はもう、全部わかってるんじゃないですか？」

　返事がないまま、十秒、二十秒と経過した。三十秒を過ぎようかとしていたとき、

「……もうじき」

　と、ぽつりと言葉が漏れた。

「もうじき、お前と私だけの、二人っきりの合宿になるパターンが訪おとずれるはずだ。そのときに──全てを語ろう」

　神楽井先輩はまっすぐ僕を見た。その瞳には、もはや焦あせりも迷いもなかった。

　覚かく悟ごを決めた瞳である。

　和歌がきっかけなのか、それとも本当は最初から全部わかっていたのかは、僕には判断できない。

　しかし、どうやら物語は、もうすぐ終わりを迎むかえそうだ。

　誰かが早送りボタンを押したかのように、急速に全てが終息に向かっている。










　　　第六章　覚める夢と褪さめない夢







　50th Loop



　合宿初日の朝。

　僕は誰に起こされるともなく、目を覚ました。

「……今日から合宿かー」

　僕らコン部は、夏休みを利用して三泊ぱく四日の合宿を行うことになっていた。

　しかし直前になって、織おり野のさん、桔き梗きよう院いんさん、栗くり栖すちゃんの三人が急用で来られなくなってしまったため、僕と神楽かぐら井い先輩の二人っきりの合宿となってしまった。

　冷静に考えてみると、過半数が不参加になったのなら、合宿を延期、もしくは中止にするのが普通だと思うんだが、どうしてこうなったのだろう。

「おはよう、籠かご島しま」

　と。

　まるで狙ねらいすましたかのような──まるで僕が目を覚ます時刻を完全に把握しているかのようなタイミングで、神楽井先輩がノックもなしに入ってきた。

「おはようございます。ノックぐらいしてくださいよ、神楽井先輩」

　苦く笑しよう気味に朝の挨あい拶さつをするが、

「約束通り、全てを話そう」

　神楽井先輩は僕を無視して、真しん剣けんな顔でそう言った。張はり詰つめた空気を纏まといながら、布団を敷しくために脇わきに押しやられていた小さなちゃぶ台を両手で掴んだ。

　神楽井先輩は無言のままちゃぶ台を大きく振りかぶり、遠心力をたっぷりとつけて、海が一望できる窓に向かって──放ほうり投なげた。

　放り投げた!?

「えええええええええええええええ!?」

　僕が絶ぜつ叫きようする中、ちゃぶ台は慣性の法則に従って窓に激げき突とつ。豪ごう快かいな音を立てて窓は破は砕さい。ガラス片へんとちゃぶ台は、万ばん有ゆう引力の法則に従って民宿の外に落ちていく。

「な、なにやってんですか神楽井先輩！　ストレスですか!?　ストレスでやっちゃったんですかっ!?　尾お崎ざき豊に憧れたんですか!?　星一いつ徹てつに憧れたんですか!?」

　僕は神楽井先輩に詰め寄って怒ど鳴なるが、しかし彼女は冷静なままだった。凶きよう行こうに及およんだ人間とは思えないほどにクールである。

「ちょっと来い、籠島」

　パニック寸前の僕の手を引いて部屋の外へと連れ出すと、ふすまを一いつ旦たん閉じて、また開けた。

「見てみろ」

「いや、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってないで──え？」

　先ほどは品のない悲鳴を上げてしまった僕だが、今度は悲鳴すら上げることができず、絶句した。開かれたふすまの先に広がる光景は、僕から言葉を奪うばうには十分過ぎるほどに異常だった。

「漫画やアニメでは、よくあることだ」

　困こん惑わくの極きわみである僕の横で、神楽井先輩が滔とう々とうと言葉を紡つむぐ。

「ギャグシーンで少々暴力的な突っ込みが入って、家具が破は壊かいされたり教室の窓が割れたり人の頭にどでかいタンコブができたり鼻血が吹ふき出したりしても、次のシーンでは何事もなかったかのように、それらが元通りになっている」

　それは、フィクションの世界だから許される表現。

　現実ではあり得ない表現。

「ゲームの方がわかりやすいか？　ＲＰＧでは、勇者が村人の家に入って壺つぼや樽たるを破壊して回ることがよくあるだろう。破壊されたオブジェクトは勇者が家の中にいる間は壊こわれたままだが、一旦外に出て、また家の中に入ると、何事もなかったようにオブジェクトが再生されている」

　中のアイテムまでは再生されないようになってるけどな、と神楽井先輩。

　そうだ。今この目の前に広がる光景は、まさにゲームのそれだ。

　一旦ふすまを閉じて、また開いたら、全てが元通りになっていた。

　窓ガラスは綺き麗れいなままで、ちゃぶ台は部屋の隅すみにちょこんと存在している。

　僕らが目を離はなした隙すきに、全てが元通りになっていた。

「今になってようやくわかったよ。これと同じことが、ループ三回目のときも起こっていたんだ。お前は覚えていないだろうが、三回目の朝、私はこの部屋のふすまを蹴けり破った。どうせループするんだから、壊しても問題ないだろうと思った」

「…………」

「けれど、その壊れたふすまは、二十四時を迎える間もなく元通りになっていた。そのときは見み逃のがしてしまったが、今となってはよくわかる。私達たち五人が見ていないところで、自動的に修復されていたんだろう。『ここ』では、壊されるべきものではないものが壊されると、自動的に修復されるらしい」

　僕は、なに一つわからない。事態に全くついて行けない。

　けれど神楽井先輩は、僕を無視して言う。



「ここは電脳世界だ」



「……電脳、世界？」

「Ｂ３ワールドとは少し違う。オンラインにはなっていない。我々を閉じ込めるためだけに創造された、『閉じた世界』だ」

　神楽井先輩は、そこで今までの真剣な表情を崩くずし、明るい笑顔を見せた。

「さて。籠島。せっかくの合宿だ。思いっきり遊ぶぞ！」

「ええ!?　ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　いきなりこんなの見せられて電脳世界だなんて……しかも、ループとか、三回目とか、いったいなんのことですか？」

「追い追い話すさ。まずは合宿を楽しもうじゃないか。二人っきりの合宿初日を」

　神楽井先輩は余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子だった。すでに全てが終わったような雰囲気を醸かもし出している。

「よし。まずは海で泳ぐぞ。水着に着替えて来るから待ってろ」

　言うや否いなや、僕を放置して自分の部屋へと向かう。

　その途中、

「ああ、そうだ」

　と、思い出したように振り返った。

「もしかすると、直前になって私の決心が鈍にぶってしまうかもしれないから、最初にちゃんと言っておこう──籠島」

　神楽井先輩は言う。

　少し頬ほほを赤らめながら、ちょっとだけ言いづらそうにして。

「私はお前のことが好きだ」





　まずは海で遊んだ。

「……神楽井先輩って、黙って立ってれば本当に綺麗だよなあ」

「私の勝負水着を見ての第一声がそれか……」

「はっ！　す、すいません！　つい心の声が！」

「おい、今この胸に生まれた喜き怒ど哀あい楽らくのどれにも当てはまらない感情を人はなんと呼ぶんだ？」

「えっと、まずはその握にぎりしめた拳こぶしを開いたら、きっと世界は平和になると思います」

「……ふん。そういうこと言うんなら、私だって黙っちゃうからな。無口ヒロイン並みに黙るからな」

「ああっ、拗すねないでくださいよ」

　次は近くのレストランで昼食を食べた。

「籠島の好きな食べ物を教えてくれるか？」

「んー、まあ口に入るものがだいたい好きですね」

「じゃあ、嫌きらいな食べ物は？」

「んー、まあ口に入るものはだいたい好きですね」

「……お前ほど料理のしがいがない男もいないだろうな」

「そういえば、神楽井先輩って料理できるんですか？」

「できん」

「いっそ清すが々すがしいですね」

　食後は二人で海辺を歩いた。

「籠島の名前……『諦あきら』というのは、なにか由来はあるのか？」

「いやー、お父さんがセンスに走って後先考えずに付けたらしいですよ。『諦あきらめる』でアキラって読んじゃうってかっこよくね？　って心境だったそうです」

「……適当な父なんだな」

「十五歳さいの誕生日に、『ホントごめんなあ……』って泣きながら謝あやまってくれたから、もう全然気にしてないですけどね」

「それ逆に辛くないかっ!?」

　夜になると、二人で浴衣ゆかたに着替えて花火をした。

「いいんですか。花火は最終日の夜にする予定だったんじゃ」

「いいんだ。私にとっては、今日が最終日みたいなものだからな。ほーら」

「おわっ！　ちょっと、花火を人に向けないでくださいよ！」

「わはは。籠島はビビリだなあ。……ん？　う、うわあ！　な、なんだこれは!?」

「神楽井先輩っ！　それ、手に持ったら駄だ目めな奴ですよ！」

「た、助けてくれ、籠島ぁあ！」

「こっち向けないでください！」

　そうやって、僕と神楽井先輩は二人っきりの合宿を満まん喫きつした。



　僕らはまるで恋こい人びとのようだった。



　花火の締しめとして線せん香こう花火を始めた頃には、僕は全ての説明を受け終えていた。

「わかってしまえば簡単な話だ」

　手元の線香花火に視線を落としながら、神楽井先輩は説明を続ける。

　彼女は白地に蒼あおい菫すみれが描えがかれた浴衣を着ていた。華はなやかで涼すずしげな印象を受けるその姿は、いつもよりずっと色っぽく感じる。

　僕らが着ている浴衣は神楽井先輩が用意したものだ。電脳世界とやらでは、その気になれば衣装は自由にできるらしい。

「この世界がループしていたわけではない。電脳世界に引きずり込まれた我々五人が、同じ日を何度も体験していたというだけの話だ」

「ループというよりは、セーブ＆ロードってことですか」

「だな。私がＢ３ワールドにダイブできなかったのも、当たり前の話だ。すでに電脳世界にいるんだから入れるわけがない」

「……いやでも、ここが電脳世界だなんて、未いまだに信じられませんね……」

















　僕は周りを見み渡わたしながら言った。

　夜空を吸い込んだように黒い海と、波が押おし寄よせる度に姿を変える砂すな浜はま。夜空に浮かぶ満月。肌はだで感じる風。潮の香かおり。線香花火の淡あわい光と火薬の匂におい。

　これら全てが、電脳世界の出来事だなんて。

「感覚器の代わりに脳が直接感じ取っているだけさ。人間が思おもい描く世界とは、全て脳が認識した世界だ。我々の時代では脳のメカニズムはほぼ解明されている。脳を操作することができれば、現実となに一つ変わらない世界を演出することは簡単だ」

　神楽井先輩が記き憶おくを引ひき継ついでいたのは、彼女が未来の人間だかららしい。未来人はみんな、体調管理のためのナノマシンを体内注入されていて、Ｂ３ワールドへのダイブもそのナノマシンを利用して行っているそうだ。

　そのナノマシンが、この『閉じた世界』に反発したらしい。

「じゃあ未来人じゃない僕らは──僕と織野さんと桔梗院さんと栗栖ちゃんの四人は、どうやって電脳世界にやって来たんですか？」

「ナノマシンがなくとも、ちょっとした機材があれば電脳世界にダイブすることは可能だ。今いま頃ごろ現実のお前達は、頭に専用のパッチを着けられた状態でグーグー寝ねているはずだよ」

　ＳＦ作品でよくある、ヘッドギアみたいなものか。

「えっと……つまり合宿初日が終わったところで、僕ら五人は電脳世界へと送り込まれて、何度も合宿初日を繰り返されたというわけですか。でも、ここには僕ら以外にも人間はいっぱいいましたよね？」

「彼らはいうなればＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターだ。プログラムに従って話しているに過ぎない」

「でも、何回話しかけても同じことを言ったりしてませんよ」

「この時代のゲームとは技術がまるで違う。一いつ緒しよにするな。我々が合宿初日で接せつ触しよくした人間達を模したキャラが登場したということだ。それでも何時間も会話すればボロが出ただろうが、そこまでの接触がある可能性は限りなく低い」

　確かに。あちらこちらに人は見かけたけど、全員に話しかけてはいないし、話したとしても二三、言葉を交かわすぐらいだった。

「ヒヒ彦ひこがオーナーになりすましていたことも、これで説明がつく。奴はオーナーの人格を乗っ取っていたわけではない。ただ、ＮＰＣのオーナーを操っていただけだ。今回は特例、と言った言葉の意味がようやくわかったよ」

　石神しやくじ井いヒヒ彦さんとやらは、神楽井先輩を監かん査さしている途中、この合宿で僕らが電脳世界に入り込んだのを見て、自分も潜もぐり込んだのだろう──と、神楽井先輩は推測した。

「神楽井先輩……」

　ひと通りの説明が済んだところで、僕は尋たずねる。尋ねずにはいられなかった。

　本来ならば最初に語らなければならないのに、ずっと避さけられていた話題を。

「誰がこんなことをしたんですか？」

　僕と彼女の間で、二人の線香花火が、同時にぽとりと落ちた。

「私だよ」

　神楽井先輩は静かに言った。口元には少し自嘲的な笑えみがある。僕は、彼女の雰ふん囲い気きから薄うす々うすと察しがついていたので、そこまで驚きはしなかった。

「犯人は私だ」

　今回の主人公は神楽井もにゅ美みだった。

　そして犯人も、神楽井もにゅ美だった。

「さて。なにから話せばいいのやら……。籠島。コンピューター部としての活動は、私が一人でやっておくという話は覚えているか？」

「はい」

「そのコン部としての活動の一いつ環かんで、私は人工知能を造ったんだ」

「人工知能？」

「名を『ＡＭＬＯアムロ』と言う。主人の望みを頼まずとも勝手に叶かなえてくれる、理想のお手伝いプログラムだ。毎朝目覚ましをセットせずともスケジュールから起き床しよう時間を推測して起こしてくれるとか、集めている漫まん画がの発売日になると教えてくれるとか、そういうメイド的なプログラムだ」

　この話をするのは二回目だけどな、と神楽井先輩は笑う。当然ながら、僕はそのときのことを覚えていなかった。

「だが──私が造った人工知能は、予想外に優ゆう秀しゆうで、予想外に自分勝手だったようだ。『ＡＭＬＯアムロ』は、私の深層心理を読み取って、私の望みを、頼んでもないのに勝手に叶えたんだろう」

　ということは、実質的な犯人は、その人工知能ということか。

　責任感の強い神楽井先輩は、犯人は自分だと思っているようだけれど。

「神楽井先輩の望みっていうのは？」

「合宿初日の夜に私が考えてしまったお願いだ。大きく分ければ、二つになるのかな」

　そう言って神楽井先輩は立ち上がり、砂浜を歩き始めた。僕もそれについて行く。

「一つは、『いつまでもこの楽しい時間が続けばいいのに』だ。これは簡単だろう。この願いが、ループ状じよう況きようを生み出したというわけさ」

　いつまでもこの楽しい時間が続けばいいのに、か。

　僕も似たようなことは考えた。

「その結果がループなんて、皮肉なもんですね」

「実際、『ＡＭＬＯアムロ』は暴走したようなものだからな。その辺は適当だろう」

「で、もう一つのお願いというのは」

　僕が先を促うながすと、神楽井先輩は小さな声で答えた。

「……それはループの度に、私達以外の誰かが合宿を欠席していることと関係がある」

「ふむふむ。で、どんなお願いなんですか？」

「…………」

「神楽井先輩？」

「『………二人……た』だ」

「え？」

「～～っ！　『籠島と二人っきりで海に来たかった』だ！」

　神楽井先輩は真っ赤な顔で叫さけんだ。僕は呆あつ気けに取られてしまう。

「……えっと、また、どうして、そんなお願いを？」

「だ、だから、言っただろう……。私はお前のことが……す、好きなんだ……」

「あ、ああ……」

　頬が熱くなる。僕らは互たがいに顔を赤くしたまま、視線を逸らした。

　いや、なんだこの空気は。

　恥はずかしくて死にそうだぞ！

　僕よりもっと恥ずかしい思いをしているだろう神楽井先輩は、ずんずんと一人で先を歩きながら、

「これでわかったろ！　毎回毎回、違ちがうメンバーが欠席していたのは私のこの願いを『ＡＭＬＯアムロ』が読み取り、それをこの世界に反映させたからだ！」

　と、早口にまくし立てた。

「一気に二人っきりではなく、回を増すごとに人数が減るようになっていたのは、二つの願いの矛む盾じゆんに、『ＡＭＬＯアムロ』なりの折り合いの付け方をしたからだろうな！」

　二つの願いの矛盾。

　みんなといつまでも一緒にいたい、と、好きな人と二人っきりになりたい。

「ああもうっ、残りは一気に説明するぞ！」

　神楽井先輩は決してこちらを振り返らずに、足早に砂浜を歩きながら叫んだ。僕はその背を追いかけながら、話を聞いた。

　人工知能である『ＡＭＬＯアムロ』は、ガク太たくんを操って僕らの頭にパッチを取り付けたらしい。ガク太くんは現在修理中でパソコンに繋つながれている。そのことが仇あだとなり、『人格転送型自律駆く動どう式人形』は人工知能に乗っ取られてしまった。ガク太くんを修理するために様々な機材を持ち込んでいた神楽井先輩の手荷物を漁あさり、僕らを電脳世界にダイブさせるための機材を作成したそうだ。

　……しかし、夜中にコツコツと機材を作成しているガク太くんの姿は、きっとすごくシュールだったんだろうなあ。

「ヒヒ彦にボロクソ言われたのも仕方がない。今回のことは完全に私の落ち度だ。自じ業ごう自じ得とくの自作自演であり、自演乙おつ、という奴だ……」

　早歩きに疲つかれたのか、神楽井先輩は足を止めて夜空を仰あおいだ。そのおかげで、僕はようやく彼女の隣となりに追いつく。

「……寂さびしかったんだ」

　夜風に攫さらわれてしまいそうな、か細い声だった。

「お前は覚えていないだろうが、一番初めの、ループが始まる前の合宿初日の夜、お前は私にこう言ったんだ。『卒業したからって今生の別れじゃない。今はメールだってツイッターだってある』と」

「……………」

「でも、違うんだよ籠島……。私は、いつかは帰らなければならない」

　未来人は未来に帰る。

　それは至し極ごく当たり前の話だった。

「そうなれば、私は二度とこの時代に来ることはできない。二度と、お前達に会うことができなくなる……。電話もメールもできない。一いつ切さいの交流が禁じられている」

「なっ……。そうなんですか……。旅行気分とかで、来れないんですか？」

　僕の問いに、神楽井先輩はふるふると首を振った。長い髪かみが首の動きに合わせて一緒に揺ゆれる。

「定められた期間が終わったら、一度派は遣けんされた時代には二度と行くことができない。そういう風に定められている」

「……どうして？」

「こうならないためだろう？」

　と、神楽井先輩は自虐的に笑った。

　それはつまり、必要以上に派は遣けんされた時代に愛着を持たないように、ということ。

「……織野と桔梗院は問題ない。栗栖もいつかは帰るらしいが、私ほど厳しくはないらしい。一年に三回ぐらいは、こっちの世界にも来れると言っていた……だから、私だけ、なんだよ」

　切ない感情で揺れる瞳が、僕を見つめる。

「私だけが、お前と二度と会えなくなる。私はそのことが無性に悔しくて、切なくて、もどかしくて──寂しくなった……」

「…………」

　その強い想いを人工知能が読み取った。

　僕はなにも言えなかった。彼女の切ない横顔を前にして、言葉が出てこない。

「ここ最近は、気がつけば籠島のことばかり考えていた。合宿が決まって水着を買いに行くときも、籠島はどんな水着が好きなのかなー、とか、考えてしまった……」

「…………」

「もしもお前に襲おそわれたらどうしようとか妄もう想そうしちゃって、ついついコンドームを箱で買ってしまった……」

「……あ、あの」

「実は人工知能の『ＡＭＬＯアムロ』という名前も、別にガンダムから取ったわけじゃなくて、『ＡＫＩＲＡアキラ　ＭＯＮＹＵＭＩモニユミ　ＬＯＶＥラブ』という意味なんだ……」

「ちょっと赤せき裸ら々ら過ぎますよ!?」

　そしてネーミングが痛い！

　いや痛いとか言ったら失礼かもしれないけれども！

「しょうがないだろ！　だって好きなんだから！」

「う。ぐ……」

　ド直球な反論を喰くらい、僕は返答に窮きゆうする。神楽井先輩もすぐにはっとして、顔をますます赤くして俯うつむいた。

　いやもう、なんなんだろう、これ。

　気まずすぎてシリアスになりきれないな。

「……気づいたのは、いつなんですか？」

「なっ!?　お、お前への恋こい心ごころにか!?」

「じゃなくて！　真相にですよ！」

「ああ……、なんだ、そっちか」

　ほっと息を吐く神楽井先輩。

「真相に気づいたタイミングは……自分でもよくわからない。籠島の幼おさな馴な染じみがよこした和歌を聞いたことが契けい機きと言えば契機だが……本当は、ずっと前から気づいていたのかもしれない……」

　四十五回目の僕は、カイからある和歌を託されていたらしい。

　キーワードとでも言うべき──一つの和歌を。

　……しかし、キーワードが和歌なんて、相変わらずカイはかっこいいよなあ。僕のキーワードなんて、『未亡人』『織野さんの巨乳』とか、そんなんばっかだったっていうのに……。

「私は、この想いから逃にげていた──目を逸らしていたんだ。この時代の人間相手に恋をしているということを、心のどこかで否定したかったんだろうな。だから、こんなチャチな真相に気づくのに一ヶか月げつ半以上もかかってしまった」

　お前を好きだと気づくのにそれくらいかかった。

　神楽井先輩は頬を赤らめながら、聞いているこっちが恥ずかしくなるようなことをどんどん言った。

　……ていうか、アキラモニュミラブとかネーミングしときながら、恋心に気づいたのはこの合宿でなのか……。乙女おとめ心ごころというのは本当に複雑らしい。

「『思いつつ　寝ればや人の　見えつらむ　夢と知りせば　覚めざらましを』」

　神楽井先輩は視線を夜空の満月へと流して、朗々と歌を詠んだ。

「現代語訳は、『あの人のことを想いながら寝たから、夢にあの人が出てきてしまったのだろうか。もしも夢だとわかっていたら、目を覚まさなかったのに』とか、そんな感じだ。切ない恋心を表した、小野小町の恋の歌だ」

「…………」

「今の私を痛つう烈れつに皮肉られている気がしたよ」

　確かにその和歌は、今の神楽井先輩にぴったりだと言えた。

　好きな人に想いを馳はせながら眠ねむりについた、一人の少女。

　いつまでも終わらない、この電ゆ脳めの世界。

　もはや当とう意い即そく妙みようを通とおり越こして──ただのネタバレだ。

「さて、と。もう話すことは十分話したな」

　一つ息を吐くと、神楽井先輩は手を前に出した。すると、手の下に青白いパネルのようなものが出現した。

「うおっ!?」

「このくらいで驚おどろくな。ここは電脳世界だと言っただろう。自覚さえすれば、私は私の力を十分に発揮できる」

　慣れた手つきで青白いパネルを操作する。その青白いパネルは神楽井先輩の周囲にどんどん展開され、さらに円型のレーダーっぽいものや棒グラフっぽいものが出てきた。

　すげー。超ちようＳＦっぽい。

　僕がちょっとした感動を覚えながら見つめる中、神楽井先輩は目にも留とまらぬスピードでパネル操作を続ける。

　突とつ如じよ──空間にノイズが走った。景色が大きく歪み、ギギギギ、と割れる寸前のガラスが軋きしむような音が耳に刺ささる。

「な、なにをしているんですか？」

「どうせ説明してもわからんだろうからとてつもなく簡単に言うと、この夢の世界の創造主をおびき出だしているんだよ」

　そう言いながらも、手の動きは止まらない。空間に走るノイズは次し第だいに増えていき、しかも大きくなっていった。

　やがて──『それ』は現れた。

「降臨なさったぞ。あれがこの世界の創造主、『ＡＭＬＯアムロ』の核かくだ。あいつを倒たおせばこの空間から抜ぬけ出せる」

「あれが……アキラモニュミラブ……」

「その名前で呼ぶなっ！」

　叩たたかれた。

『ＡＭＬＯアムロ』は人の形をしていた。海面上に当たり前のように立っている。全体的に黒っぽくて、シルエットでしか判別できないが、あれは──

「……神楽井先輩に、似てませんか？」

「どうやら私をモデルにしているようだな」

　神楽井先輩は、タンっ、と一つのパネルを強く押した。

　瞬しゆん間かん、彼女の体は白い光に包まれる。光が消えると、彼女の衣装は中世の騎き士しのようなものに変わっていた。背中には菱ひし形がたの羽が六枚あり、手には青い剣けんが握られている。

「へ、変身したっ！」

「だから、いちいち驚くなって」

　呆あきれるように言って、海上の影かげに視線を移す。神楽井先輩の形をした黒い影は、無言のまま手を動かした。その手には、神楽井先輩の剣と全く同じデザインの剣が現れた。ただし、色は黒一色である。

「あいつを破壊するのは、生みの親である私の役目だ」

　神楽井先輩の目は、もう恋する乙女おとめのそれではなかった。

　戦士の目だ。

　近未来的なデザインの剣をかざし、体勢を低く構える。

「夢だとわかったならば、覚めなければならない」

　瞬間、彼女は地を蹴り、爆ばく発はつ的てきな脚きやく力りよくで『ＡＭＬＯアムロ』へと突とつ進しんした。それと合わせるように影も動いた。

　青い戦士と黒い戦士が激突する。

　剣と剣が交わって響ひびいた鈍い音が、開戦の合図となった。

「…………」

　そこから先の戦せん闘とうを、僕はぽかーんとマヌケに口を開けながら見ていた。

　いや、『見ていた』と言ったら間違いになる。

　ぶっちゃけ、二人が速すぎて全く見えない。とんでもないスピードで縦じゆう横おう無む尽じんに空間を駆かけ回まわっているから、目が全くついていけない。しかも今は夜で視界が悪く、さらに二人のカラーが青と黒だというのだから最悪だ。

　……全然戦せん闘とう描びよう写しやができないな、これ。

　音だけはなんとか聞こえるから、頑がん張ばって描びよう写しやするなら、

　ドーンとなってザシュってなってバーンとなってブシュってなってシュンシュンってなってキーンとなってズドドドドとなってドッカーンという感じだ。

　……子供かっ！

　要は、そのくらい凄すさまじい戦いだったということだ。いくら目を凝こらしても、僕には攻こう防ぼうの衝しよう撃げきが生み出す光をかろうじて感じ取るのがせいぜいだった。

　時折、方向転てん換かんのために一瞬停止した二人が見えるけど、二人とも見えるたびに持っている武器が変わっていて、もうわけがわからない。

　あの剣がいろんな武器に変形するんだろうか。

　音と光しか感じ取れない戦いがしばらく続くと──

「──っ！」

　戦っている二人の内、青い方が吹っ飛とんで来た。砂浜に着地──いや、激突して、豪快に砂を撒まき散ちらす。僕は慌てて駆け寄った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

「……ああ、大丈夫だ。少し、油断した」

　強く頷うなずくと、再び敵へと突っ込み、またハイスピードバトルを始める。

　しかし、しばらくするとまた砂浜に吹っ飛んできた。

　僕はまた駆け寄って声をかける。

「大丈夫ですか？」

「……油断した」

　再び敵へと突っ込み、しばらくしてまた吹っ飛ばされる。

「……あの」

「油断しただけだっ！」

　再び（以下略）。

「あの、神楽井先輩……」

「………」

「弱くないですか？」

　ちょっと失礼かもしれないが、僕は言ってしまった。

　いや、だってさあ……。

「さっきとか、もう完全に『あとは倒すだけだ』ってノリで話してましたよね。生みの親がどうとか、かっこいいこと言って余よ裕ゆうぶっこいてましたよね？」

「……とんでもないことに、今気づいた」

　砂に半分埋うもれた神楽井先輩は、僕から目を逸そらしたまま、気まずそうに呟つぶやいた。

「『ＡＭＬＯアムロ』は、私のパソコンの中に保存していたんだ。私の、全ての戦闘データを保存していたパソコンの中に……。だから、その」

「……戦闘パターンが全て学習されてしまった、と？」

　こくん、と小さく頷く。ちょっとかわいかった。

「私の技が、なにも通じない……」

「ど、どうするんですか……？」

「どうしよう……」

　ちょっと待って。ちょっと待ってよ。

「……あの『ＡＭＬＯアムロ』とか言うのは、神楽井先輩と全く同じ力を持ってるってことですか。まさしく影ってわけですね……。互ご角かくの相手なんて、いったいどうすれば……」

「いや、互角ではない」

「え……。あ、なるほど、そうですよね。互角なわけないですよね！　コピーがオリジナルに勝てるわけが……」

　そこまで言って僕は気づいた。

　神楽井先輩が、すっごく困った表情をしていることに。

「……私は普ふ段だん、ガク太とコンビで戦っている。だから、戦闘データは全てそのときのものだ。だから『ＡＭＬＯアムロ』は、私＋ガク太の戦せん闘とう力りよくを有している。対して私は、今回、ガク太を家に置いてきてる。しかも……オフラインで」

「……つまり」

「完全に私の方が下だ。勝ち目がまるでない……」

　神楽井先輩の顔からは大量の冷ひや汗あせが流れていた。冷や汗まで流れるなんて、電脳世界は本当によくできてるなー、じゃなくて。

　これ、本当にまずくないか。

　最後の最後で、どうしようもないぞ。

「こ、こうなったら、今から成長してください、神楽井先輩！」

「無む茶ちやを言うな！」

「少年漫画じゃ、データとか取っちゃうタイプの敵が出てきたら、だいたい成長してなんとかするんですよ！　『あいつ、戦いの最中に成長してやがる……』って敵に思わせてくださいよ！」

「無理なもんは無理だ！」

「じゃ、じゃあ『絶対に使ったらいけない技』とかないんですか？　漫画とかアニメでどうせ最後に使うくせに、絶対に使うなとか言われる系の技ですよ。お笑い芸人の『絶対に押すなよ』っていう振りと一緒の、『絶対に使ったらいけない技』は？　『バルス』的な技はないんですか!?」

「あるか、そんな便利なもん！」

　そんな風にぎゃあぎゃあと漫まん才ざいをしていたところで、ふと違い和わ感かんを覚える。

　どうして敵は攻こう撃げきしてこない？

　まさか戦隊モノの怪かい人じんのように、親切にこっちの話が終わるのを待っているわけでもあるまいし──と、そんなことを考えながら、海上に視線を移す。

　その理由はすぐにわかった。

「────。───。────」

『ＡＭＬＯアムロ』は、エネルギーを貯ためていたのだ。

　黒い剣を大たい砲ほうに変形させて、こちらに砲ほう口こうを向けている。僕の目にも、砲口にエネルギーが充じゆう足そくし始めていることは理解できた。

「ロストキャノン……」

　傍かたわらの神楽井先輩が、青ざめた表情で呟いた。

「私の剣、リル・ソーディアの持つ形態の中で、最も高い殺傷力を持つ形態だ……まずい、あれが放たれたら──」

　セリフの途と中ちゆうに、それは放たれた。

　さすがは人工知能。空気なんか読みやしない。

　特大の、直径二メートルはあろうかというレーザーが放射された。ドス黒いエネルギーの波動が僕らに襲いかかる。

　ロストキャノンとやらの恐おそろしさをわかっていた神楽井先輩の反応は遅おそかった。自分の技だからこそ、その破は壊かい力りよくが想像できて、それが一瞬の遅おくれとなった。

　だから──僕の方が速かった。

　僕の体は、神楽井先輩に武器が向けられたと理解した瞬間に、反射的に動いていた。

　砂浜に倒れた彼女に覆おおいかぶさり、全身で彼女の体を包つつみ込むようにした。

　体全体を、彼女を守る盾たてとした。

「か、籠島っ!?」

　暴れる神楽井先輩を、必死で抑おさえ込む。

　いやしかし、どうなるんだろうなあ、これ。

　どんなに体が壊れても神楽井先輩が都合のいいアイテムとか持ってて回復してくれるのかな。それとも別にここで死んだところで、現実世界じゃ無傷だったりするのかな。

　まあ、一番可能性が高そうなのは、ここで死んだら現実世界でも精神が崩壊する、だけれど。

　でも、ここは男として、こうしないわけにはいかないだろう。

　黒い閃せん光こうは無情に僕らを通過する。

　不思議と、痛みはなかった。





　思い出すのは、神楽井先輩と一緒にゲームを買いに行ったときのこと。

　駅前のビルで、火災が起きたとき。

　神楽井先輩は必死になって事件を解決したけれど、必死だったのは僕も同じだった。

　……ぶっちゃけ僕の頑張りは空回りもいいところだったけれど、ていうか完全に余計なお世話以外のなんでもなかったわけだけど。

　それでも僕はあのとき、神楽井先輩を守りたいと思った。

　今と、同じように。

「そうだぞ、籠島」

　黒い光に包まれた中で、声がした。

「お前はいつだって女を守ろうとしていた。結果として守れてないことや見けん当とう違ちがいに頑張ってるときも多かったが──いつだって守ろうとしてくれた」

　最初は神楽井先輩がしゃべっているのかと思った。でも違った。

　その声は僕の背後から、つまり敵のいる方からした。そこでようやく気づく。

　敵の攻撃は確かに僕らを通過したが、しかしそれは本当に通過しただけだった。

　黒い閃光は中心から二つに裂さかれて、僕らの両りよう脇わきを通り過ぎていたのだ。

　まるでモーセの十じつ戒かいだ。

　僕らの前で仁に王おう立ちになった何者かは、たった一ひと振ふりの剣で、巨きよ大だいな閃光を真っ二つに切きり裂き、僕らを守ってくれている。

「はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、何者かが剣を縦に一いつ閃せんすると、閃光は全て霧む散さんした。

　そして、その人物は振り返かえってこちらを見る。

　体形を隠かくすような黒いマント。肩かたにかかるくらいの髪。

　そして、シャープなデザインの仮面。

「か、仮面の男っ!?」

　神楽井先輩が叫んだ。この男が、僕が三回目に会ったという、仮面の男。

「神楽井もにゅ美。今のお前ではあいつに勝つことはできない。だから、籠島と二人で大人しく待っていろ」

　仮面の男はそう言うと、忽こつ然ぜんと姿を消した。するとすぐに敵も消える。

　ハイスピードバトルに突とつ入にゆうしたらしい。

「馬ば鹿かなっ！」

　神楽井先輩は立ち上がり、虚こ空くうを睨にらみつける。ハイスピードバトルを視し認にんできる彼女は、信じられない、という顔をしていた。

「何者だ……あの、仮面の男は？」

「え？　仮面の男の正体は、石神井ヒヒ彦さんだって言ってませんでしたっけ？」

「そう思っていた。だが、ヒヒ彦はあんな戦い方はしない。それに……あいつが持っている武器……」

　さっきちらっと見えた仮面の男の武器は、一振りの剣だった。

　神楽井先輩と全く同じデザインの。

「……なぜあいつがリル・ソーディアを持っている？」

「そのリル・ソーディアは、量産型の武器とかじゃないんですか？」

「あれはガク太の形見だ。この世に二つとないもので、私とガク太以外には扱あつかうことができないはずなのに……！」

　そうこう話しているうちに、早くも戦闘は終わりそうだった。

「リル・ソーディア──モードチェンジ──カテゴリ零ゼロ──ソード・オブ・シン」

　異変に気づくまで、しばらくかかった。

　知らぬ間に、あちらこちらに剣が設置されていたのだ。海、砂浜、岩、家、果ては空中にまで。この空間そのものに突き刺した、という表現が的確だろうか。月光を照らされて鈍にび色いろに輝かがやく無数の刀身は、まるで夜空に散らばる星である。

　日本刀、レイピア、半月刀、バスタードソード、小こ太だ刀ち……などなど、古今東西、デザインも大きさも時代もバラバラな剣が、空間を埋め尽つくしつつあった。

「この技は……」隣の神楽井先輩が、表情を歪める。「ガク太の技だ……。私にはまだ扱えない、極めて難易度が高い、最強の秘ひ奥おう義ぎ……」

　剣は加速度的に数を増やしていく。

　そのとき、『ＡＭＬＯアムロ』が海上に姿を現した。いや、僕には姿を現したように見えるだけで、正確に言うならば、停止したおかげで僕にも見えるようになった、だ。

　その停止が好機だということは、僕にもわかった。

「ワールドオーバーだ」

　どこからともなく、勝利宣言が聞こえた。

　刹せつ那な、空間を埋め尽くしていた無数の剣は全て消え去る。その直後、海上で敵が爆ばく発はつし、爆ばく音おんが轟とどろいた。

　……またもや僕にはなにも見えなかった。隣の神楽井先輩が愕がく然ぜんとした顔をしてるから、なんかすごいことをやったというのはわかるんだけど。

　たぶん、空間に設置した無数の剣を敵に向かって一いつ斉せいに射出したか、無数の剣を順番に用いて、超々ハイスピードの斬撃を連続で繰くり出したかのどちらかだろう。

　こう言っちゃなんだけど、観客としては全く楽しくないバトルだった。

　白はく煙えんが立ち昇のぼる中、仮面の男は当たり前のように海の上を歩きながらこちらに向かってくる。悠ゆう然ぜんとした歩みだった。

「……何者だ、貴様？」

　神楽井先輩は剣を構え、警けい戒かい態勢に入った。

「私はお前だよ。もにゅ美」

　仮面の男は僕らの近くまで来ると、余裕のある声でそう言った。

「……なぞなぞに答えるつもりはないぞ」

「なぞなぞじゃない。そのまんまの意味だ。ていうか、いい加減声で気づけよ」

　声。

　そうだ。僕が三回目に会ったという仮面の男は、仮面の『男』というネーミングの通り、男であるはずだ。それなのに、さっきから仮面の男は、女性の声で話している。

　どこかで聞いたことがあるような声で。

「あー、でもあれか。人間は自分の声は自分じゃわからないものなんだったかな。昔の私の方が気づかないのは、そのためか。籠島が気づかないのは、まあいつものことだし」

　そんなことを言いながら。

　仮面の男は、あっさりと仮面を外した。

　その素す顔がおを見て僕は絶句する。今日は散々衝撃の展開を経験してきたけど、この衝撃はダントツだった。



　仮面を取ったら──神楽井もにゅ美が現れた。



「え、え、えええ？」

　僕は隣の神楽井先輩と前にいる神楽井先輩の顔を交こう互ごに見比べてしまう。全く同じ顔だ。目の前にいる彼女は、神楽井先輩そのものだ。

　違うところと言えば、髪かみ型がたぐらいである。

　僕と一緒にいた神楽井先せん輩ぱいが腰こしまでのロングであるのに対して、仮面をしていた神楽井先輩は、肩までの長さだ。

「まさか、貴様は……」

「お察しの通りだよ、過去の私。私は、ここより少し先の未来から来た、神楽井もにゅ美だ」

　唖あ然ぜんとする神楽井先輩と、飄ひよう々ひようとした様子の神楽井先輩。

　……紛まぎらわしいな。神楽井先輩（今）と神楽井先輩（未来）としよう。

「自分の尻しり拭ぬぐいをするために、わざわざ未来からやってきたというわけだ。今のお前に『ＡＭＬＯアムロ』を倒すことは不可能。ならば、成長してから倒せばいい」

　神楽井先輩（未来）はなんとも気軽に言った。

　仮面の男が、神楽井先輩（今）が使えない秘奥義とやらを使えたのは、こういう理由だったのか。いやしかし、さすがに驚きを禁じ得ない。

　まさか仮面の男が神楽井先輩だったなんて……。

　今回は徹てつ頭とう徹てつ尾び神楽井もにゅ美の物語だったらしいな。

「……なるほどな。聞きたいことは山ほどあるが、どうせ聞いても無む駄だなんだろうな。なあ、未来の私よ」

　そう言いながら、神楽井先輩（今）は騎士のような格好から菫すみれ柄がらの浴衣ゆかた姿すがたに戻もどった。

「さすが昔の私。話が早くて助かる。まあ、そう深く考えるな。どうせ、いずれはお前がやらなければならないことだ」

「ふん。今から気が滅め入いるな」

　二人の神楽井先輩が会話をしている。

　シュールな光景だな。

「しかし、籠島……」神楽井先輩（今）が、僕をじろりと睨んだ。「お前、未来の私のことを、男と勘かん違ちがいしていたのか……」

「え？　い、いや！　それ、僕は覚えてないですし！　だからその責任は今の僕じゃなくて、三回目の僕にあるのでは！」

「ははっ。籠島を責めるな、昔の私。籠島が男と勘違いしたのは当然だ。仮面もつけてたし、わざわざ男の声も出したからな。あー、あー、こんな感じでな」

　と、低い声を出す神楽井先輩（未来）。電脳世界というのは、声も自由に変えられるらしい。本当に自由度の高い世界だ。

「後ろ姿を見られる前だったら、姿そのものを変えることもできたんだがな」

　僕が海辺の岩場で発見したその瞬間に、神楽井先輩（未来）は慌あわてて仮面をつけて声を変えたらしい。それからは完かん璧ぺきに姿を隠しながら僕らを監かん視ししつつ、敵が現れるのを待っていたそうだ。

「ってことは、未来の神楽井先輩が姿を現したのは、三回目だけってことですね」

「いや、それだけじゃない。籠島には、もう一度だけ会っている」

　神楽井先輩（未来）は少し顔を紅潮させながら、にんまりとした笑え顔がおで言う。

「なにを隠そう、十三回目に籠島と一緒に風ふ呂ろに入ったのは、この私だ」

「「はあっ!?」」

　ここは本来、「なにぃっ！　あのときの神楽井先輩が、実は未来の神楽井先輩だったなんてーっ！」と驚くところなのかもしれない。

　しかし、記憶を引き継いでない僕は、

「僕、神楽井先輩とお風呂に入ったんですかっ!?」

　と、驚き、そんなことを知らなかった神楽井先輩（今）は、

「なにやってんだ未来の私!?」

　と、驚いていた。

「タオルで髪をまとめてたから気づかなかったみたいだな。面おも白しろそうだったから、そのまま騙だましてみた」

「マジなんですかっ!?　え、ちょっと待ってくださいよ、全然覚えてないんですけど……うわああ、なんで覚えてないんだぁ……」

「私のくせになにをやってるんだよ、未来の私っ！　なに勝手に私の体見せてるんだよ！　いや、お前の体でもあるんだけどさ！」

「はっはっは」

「ま、待てよ。男と女が一緒にお風呂に入って、ただそれだけなんてありえるのか……？　僕のほとばしる十代のリビドーは、神楽井先輩の裸ら体たいを前にして、なにもせずにいられたのか……？」

「～～っ！　おいっ！　ど、どこまでやったんだ未来の私ぃいいいっ！」

「はっはっはっは」

　大混乱の僕と神楽井先輩（今）を見ながら、神楽井先輩（未来）は一人楽しそうに笑っていた。その反応と僕のチキンな性格から推測するに、きっと僕らの間にはなにもなかったのだろう。

　……なにもなかったんだよな？

　信じるぞ、十三回目の僕。

「安心しろ、過去の私。お前にもいずれわかるさ」

　茶ちや化かすような言葉に、神楽井先輩（今）は深々と息を吐はいて、

「いずれ、か……。なあ、未来の私よ。お前は、いったいいつの私なんだ？」

　と、軽い感じで尋ねた。

　おそらくそれは、『自分はいつになったら秘奥義が使えるようになるんだ？』という意味合いの、大して深く考えてもいない質問だったのだろう。ＲＰＧで使いたいスキルが何レベルで習得できるかを確認するかのような、本当に軽い感じの質問だった。

「いつ、か……。そうだな」

　しかし神楽井先輩（未来）は表情を暗くした。視線を僕へと移し、一瞬だけ儚はかない笑顔を浮かべる。その後に、にやりと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて、



「私は、籠島がハーレムエンドを迎むかえた後の神楽井もみゅ美だ」



　と、思いっきり冗じよう談だんめかして言った。

「……なんだそれは？　まあ、真面目まじめに答える気がないなら別にいいが」

　神楽井先輩（今）は呆れたように言うが、神楽井先輩（未来）は意味ありげな笑みを崩さなかった。

　そのとき、遠くの夜空がぐにゃりと歪ゆがんだ。

「おっと、崩ほう壊かいが始まったか」

　夜空の歪みを皮切りに、あちこちで歪みや軋みが生ずる。

　創造主を失った夢の世界が、崩れようとしていた。

「では、私は一足先に消えるよ」

　すると、神楽井先輩（未来）の体が、足元から薄うすくなり始めた。足首、膝ひざと、ゆるやかに侵しん蝕しよくされるように消えていく。

　下半身がほとんど消失したところで、彼女は僕を見た。

「籠島。その気になれば、私はお前達全員が電脳世界に閉じ込められること自体を防ぐこともできた。でも、そうしなかった。その意味はわかるな？」

「……はい」

　未来から来た彼女なら、事件そのものを未然に防ぐことができたはず。

　あえて事件発生を見過ごした理由。

　それはわざわざ言げん及きゆうするまでもないことだろう。隣で神楽井先輩（今）が、気き恥はずかしそうにそっぽを向いていることが、なによりの証しよう拠こだ。

「それと、過去の私。せっかく二人っきりになるチャンスだ。言いたいことがあったら言っておけよ」

「なっ」

「じゃあな」

　そうして、少し先の未来から来た彼女はいなくなった。

　崩壊が始まった世界には、僕と神楽井先輩（今）だけが残される。

「……ったく。言いたいだけ言って消えやがって……。なんて自分勝手な奴なんだ」

「神楽井先輩」

　二人っきりになったことを好機と見て、僕は言う。

　ずっと先送りにしていたことを。

「この世界から目を覚ましたら、僕は、全部忘れてしまうんですか？」

「……ああ、そうなるな」

　神楽井先輩は、静かに頷いた。

　予想していた通り、五十回目の──最終回の僕も、記憶を引き継げないらしい。

　神楽井先輩が未来人だということも、人知れず戦っていたということも。

　そして、僕を好きだと言ってくれたことも。

　全すべて、忘れてしまう。

「……どうにかならないんですか？」

　情けない声で縋すがるように言うと、神楽井先輩は、ふっと笑った。

　悟さとったような笑みである。

「籠島。お前は馬鹿で鈍どん感かんだけど、優やさしくて正義感が強い奴だ。だから、もしも私達の正体に気づいてしまったら、お前はひどく心を痛めるだろうな」

　私達。それが誰を指すのかは、なんとなく察しがついた。

　気づき始めている僕には、なんとなく察しがついた。

「織野が腹痛でいなくなる度に、桔梗院が霊れいだなんだと言っていなくなる度に、栗栖が魔ま力りよくがどうこう言っていなくなる度に、そして私が突とつ然ぜん居い眠ねむりを始める度に、お前は顔色を悪くして、心の底から心配するようになるはずだ」

「…………」

「私は──それがひどく怖こわい。気づいてしまえば、お前はもう無む邪じや気きには笑えなくなる。現に今回、私が未来人だということをバラしたら、お前はずっと、らしくもない辛しん気き臭くさい顔をしていたよ」

　だからな籠島、と、神楽井先輩は優しい瞳ひとみで言う。



「お前はやっぱり気づかなくていい」



「僕、は……」

「なんにも知らないで馬鹿みたいに笑っているお前を、私は好きになったんだ」

　僕は、なにも言えなかった。神楽井先輩の言葉に納なつ得とくしたわけではない。

　こんな関係は、きっと間ま違ちがっているのだろう。相手のことをなに一つ知らないまま、一切の悩なやみを共有せずにただ笑っているだけの僕は、もしかしたら途と方ほうもなく残ざん酷こくな存在なのかもしれない。

　多くの人間が間違っていると言うだろう。

　けれど、彼女はそれでいいと言ってくれた。

　世界の崩壊は進行してゆく。僕と彼女が立っている浜はま辺べ以外は、ほとんどの空間が消失していた。景色が崩れた箇か所しよは、真っ黒で空くう虚きよな状態となっている。

「夢の世界、か……」

　非現実的な光景を眺ながめながら、神楽井先輩はぽつりと呟いた。

「この電脳世界はまさしく夢の世界だったわけだが……考えてみれば、私がこの時代にいることも夢みたいなものだな。私は、ここにはいるはずのない人間だ」

「そんな悲しいこと言わないでくださいよ」

「だが事実だ。いつかは覚めなければならない。いつかは帰らなければならない。夢は、夢でしかない」

「でも、神楽井先輩」

「なんだ？」

「たとえ夢の中の出来事だろうと、悲しいことは悲しいですし、嬉うれしいことは嬉しいですよ」

　どうせ。

　なにが現実でなにが幻げん想そうかなんて、誰にもわからないんだから。

「そうだな。今回は、それを嫌いやというほど学んだよ。おかげで吹ふっ切ることもできた」

「吹っ切る？」

「籠島に振られる覚かく悟ごができたってことだ」

　神楽井先輩は、やけにあっさりと言った。

「そんな、僕は……」

「なんだ、付き合ってくれるのか？」

「…………」

「冗談だよ。そんな困った顔をするな。いじわる言って悪かった」

　軽く謝罪し、そして神楽井先せん輩ぱいは遠くを眺める。

「お前と私は結ばれない。住む時代が違うのだから、しょうがない」

　全てを受け入れたような、穏おだやかな声が響く。

「神楽井もにゅ美は籠島諦の攻こう略りやく対象キャラじゃなかった。ただ、それだけのことだ」

　お前の人生にもにゅ美エンドはないんだよ、と。

　神楽井先輩は、こんなときにまで神楽井先輩らしいことを言った。

「でも、私がお前を好きになったことは嘘うそじゃない。たとえ実らない恋こいだったとしても、この気持ちを、私は初はつ恋こいと呼ぼう」

「……あの、言ってて恥ずかしくないんですか？」

「ふっふっふ。段々どうでもよくなって来たぞ。ダーリンとか呼んでやろうか？」

「やめてくださいよ、ハニー」

　そうして、どちらともなく笑いあった。

　もうすぐ僕は全てを忘れてしまうというのに、暗い雰囲気にはならなかった。

　神楽井先輩が笑っているのだから、僕が笑わないわけにはいかないだろう。

　いつか別れることを受け入れて、それでもなお、彼女は笑ったのだから。

「いつまでも寂さびしがり屋やじゃいられないからな。この失しつ恋れんを機に成長してやる。未来の私が髪を切っていたのも、きっと私なりのけじめだったんだろう」

「……あ、なるほど」

　全然気づかなかったな。失恋で髪を切るってのは、ちょっと古い感じがしないでもないけど、でも、神楽井先輩、そういうことしそうだなあ。

「しかし、となると籠島は、いったい誰ルートでいくんだろうな？」

「ルートって」

「気をつけろよ、籠島。二人っきりで海に来たいと思ったのは、たぶん私だけじゃないはずだぞ」

「そうなんですかね？」

「ああ、きっとそうだ」

　うーん。そうなのかなあ。

　僕は将来、誰ルートで行くのだろうか。もにゅ美エンドはないと、本人自ら言っちゃっているけど──

　ん？　あれ？　ちょっと待てよ。

　神楽井先輩の話では、未来人は任務を終えたら、二度と派は遣けん先さきの時代には行けないということだった。それなら──なんで神楽井先輩（未来）は、この時代に会いに来ることができたんだろう？

　今回だけが特例だったとか、神楽井先輩（未来）はこの時代での任務がまだ終わっていない神楽井もにゅ美だったとも考えられるが──もしかしたら、なにか抜け道みちがあるのかもしれない。

　神楽井先輩（未来）が冗談めかして言った、『ハーレムエンド』というワード。

　ハーレムエンドとは、みんなが幸せになる結末のはず。それなら──

　いよいよ足場がなくなろうとしている中、僕がそんなことを真剣に考えていると、神楽井先輩が軽い感じで声をかけてきた。

「おい、籠島。手を出せ。私の手を握ってないと、この空間に取り残されるぞ」

「ん、え、ええ!?　なんでそういうこと急に言うんですか！」

　僕は慌てて手を差し出す。

「すまん、嘘だ」

　と、言って。

　神楽井先輩が僕の手を、ぐいっと強く引っ張った。

　そして──キスをされた。

　思いっきり唇くちびるを奪うばわれた。ていうか強ごう奪だつされた。ワイルドな男がやるとかっこいい、強引で乱暴なキスだ。男女が完全に逆だけれど。

　初めてのチュウ、だ。唇から脳のう髄ずいにかけて甘あまい衝撃が走る。凄まじい破壊力を持った恐るべき衝撃で、さっきまで考えてた重要っぽいことが全部どっかに行ってしまった。

　たっぷり五秒が経過してから、僕らは唇を離した。

　呆ぼう然ぜんとする僕に、神楽井先輩は意地悪く笑う。

「はははっ。顔が真っ赤だぞ、籠島」

「いや、だってだって……。てか、神楽井先輩も赤いですよ」

「む。そ、そうか……」

「……僕、初めてだったんですけど」

「私も初めてだ」

「…………でも、あれ？　ここ、電脳世界だし、それに僕、もうすぐ忘れちゃうから……これ、初めてって言っていいのかな……？」

「別にノーカンでいいぞ。というか、忘れるんだからカウントしようがないだろ」

「そうです、けど」

「だが、私はカウントする」

　神楽井先輩はきっぱりと言い切った。

「私のファーストキッスの相手はお前だ。そのくらいはいいだろう？」

　断ることなんてできるはずもなく、僕は黙だまって頷いた。

















「ありがとう」

　僕らの体が、足元から薄くなり始めた。

　この一夏の夢も、いよいよ終わりを迎える。

　夢が終わるその瞬間──

　彼女は、とびっきりの笑顔を見せてくれた。

「大好きだぞ、籠島」










　　　エピローグ





　合宿二日目の朝。

　僕は、ひそひそと話す女子の声で目を覚ました。

「じゃあ、私達たちは、そのループする電脳世界とやらの中に知らぬ間に閉じ込められていて、それを神楽かぐら井い先輩が解決してきたってことなんですか？　……信じられないですね」

　これは織おり野のさんの声だ。続いて栗くり栖すちゃんの声もする。

「現実世界で経験した合宿初日の記き憶おくだけを取り戻して、それ以外の電脳世界でループしていたときの合宿初日の記憶は全て忘れているということですか。不思議な話ですねえ。それで……この籠かご島しま先せん輩ぱいの頭に張り付いているものと同じものが、私達にも張り付いてたんですよね」

　神楽井先輩の声もする。

「今日が、ループが始まる前の合宿初日に続く合宿二日目だということは、桔き梗きよう院いんが逆パンダになってることがなによりの証明だ」

「もうそのことはいいでしょ！」

　桔梗院さんの声も。

「……そういえば、私の杖つえもスイカ臭くさいままなんですよね……、あの杖、火属性だから水洗いとかできないんですよ……。本当、どうしましょう……」

「あ、神楽井先輩。籠島くんが起きそうですよ」

「なに？　まずい、まだパッチを外してない」

　むくり、と。

　僕は体を起こす。寝ぼけた頭でボーっとパジャマ姿の女子を見渡し、そして驚く。

「うわっ！　みんななにしてんの!?」

　尋ねると、全員が困ったように視線を彷徨さまよわせた。神楽井先輩が口を開く。

「えーっと、そ、そう。実は、籠島に寝ね起おきドッキリをしかけようと思ったんだ。けど、その直前でお前が目を覚ましたんだよ」

「え、マジすか!?　だったら起きちゃってごめんなさい！」

「……そこで謝罪の言葉が出てくる、お前のバラエティ精神は素す晴ばらしいな」

　あ、そうか。じゃあ、今神楽井先輩が慌てて隠した、何本も細い線がついたパッチみたいなものは、寝起きドッキリのための準備だったんだな、きっと。

　不意に──神楽井先輩と目が合った。

「おはよう、籠島」

「おはようございます」

「合宿二日目だぞ」

「そうですね」

「もう合宿初日ではない」

「わかってますよ」

「夢からは覚めたか？」

「はい。なんだか長い夢を見てた気がしますけど、もうばっちり目が覚めました」

「どんな夢を見たんだ？」

「忘れました」

「そうか」

「でも、楽しい夢だった気がします」

　そうか、と頷き、神楽井先輩は小さく笑った。

　気のせいかもしれないけれど、今日の彼女は、昨日までよりも少し大人びていて、少し色っぽくて、そして少し綺き麗れいだった。

　まあ、人間たった一日でそんなに変わるはずもないのだから、これはきっと僕の気のせいだろう。

「よし。これで全員起きたな。さあ、早いとこ遊びにいくぞ。時間は無限にはないんだからな」

　こうして。

　僕らの合宿二日目が始まる。










　　　あとがき





　合宿に行って初日だけで話が終わったラノベってこれが初じゃね？

　とか勝手に思ってる望のぞみ公こう太たです。どうもお久しぶりです。

　終わってみれば、なんと今回は作中の時間が一日しか進みませんでした。だからなんだよ、と言われたらそれまでですけど、24時間で一いつ冊さつ終わるってなんかいいな、と勝手に思っています。思うのは自由ですからね。思想の自由バンザイ。

　それでは以下謝しや辞じを。

　担たん当とう様。今回もお世話になりました。今回の物語は僕一人では絶対に思いつかなかったと思います。これからもよろしくお願いします。

　タカツキイチ様。毎度毎度素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。タカツキ様のイラストからはいつもパワーをいただいてます。

　最後に読者の皆みな様さま。本当にありがとうございます。次回もよろしくお願いいたします。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。

望公太　　
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